
        
            
                
            
        

    
































問題児たちが異世界から来るそうですよ？




軍神の進路相談です！








竜ノ湖太郎
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。






















　contents







プロローグ

第一章

第二章

第三章

第四章

第五章

幕間

第六章

第七章

第八章

第九章

エピローグ

─Another Prologue─

あとがき







[image: ]

　輝かがやく神しん槍そうが三さん頭とう龍りゆうの心臓に迫せまる。槍やりは瞬まばたきする時間も無いままに胸骨を砕くだいて心臓を貫つらぬくだろう。〝蛇遣い座アクレピオス〟の恩恵ギフトによって拘こう束そくされた奴やつに打てる術すべは無い。

　如何いかに〝不俱戴天世界の敵〟を掲かかげた最強の魔ま王おうといえども耐たえられぬことは必定だ。

　帝たい釈しやく天てんの眷けん属ぞくが撃うち出したこの槍は比ひ喩ゆではなく〝勝利する運命〟を宿した一ひと刺さし。撃ち合いになれば凌りよう駕がし、貫けば必滅を約束された恩恵である。

　此これにてチェックメイト。

〝ノーネーム〟を含ふくめた主催者ホストの誰だれもが勝利を確信する。

　だがその確信を打ち砕くように、三頭龍が吼ほえた。

　───魔王を、〝絶対悪〟を舐なめるでないわッ[image: !!!]

　天道を揺ゆるがすほど激しく放たれる王おう威い。星一つに匹ひつ敵てきする質量を秘ひめた黄金龍の拘束が引き千切られる。だがそれだけでは終わらない。

　全身を星辰体アストラルに変えた三頭龍は第六宇宙速度で迫る神槍を躱かわすだろう。

　いや、奴なら躱す。間ま違ちがいなく躱す。

　万ばん策さく尽つくしても、この不退転の魔王はその上を行くだろうと逆さか廻まき十六夜いざよいは予想した。何故なぜなら奴は戦いの開幕にこう告げたからだ。

　武勇を尽くせ、と。

　智ち謀ぼうを尽くせ、と。

　蛮ばん勇ゆうを尽くし、己おのれを貫く光こう輝きの剣けんとなってみせろと。

　ギフトゲームとは武ぶ智ち勇ゆうを試ためす神しん魔ま遊ゆう戯ぎ。それは箱庭に来た時に初めに教授された世界の法律だ。

　そしてこの魔王───〝人類ラスト・最終試練エンブリオ〟と呼ばれる最強の試練ゲームを踏とう破はする為ためには、その三つの剣を携たずさえた最高の英えい傑けつに到とう達たつしなければならない。

　武勇は尽くした。智謀は尽くした。しかしそれだけでは剣が一つ足りない。

　数々の勇者の屍しかばねを乗り越こえて築いた千せん載ざい一いち遇ぐうの勝機。この刹せつ那なに更さらなる勇気を重ねて、ようやくこの魔王を討うち取ることが出来ると十六夜は確信していた。

　十六夜は月龍となった蛟こう劉りゆうの背に乗って、黒くろウサギと三頭龍が一直線上に並ぶ場所で待機する。十六夜の体には物的な干かん渉しようを起こす恩恵しか効果がない。如何な軍神の槍に撃たれても即そく死しすることはないだろう。

　故ゆえに必勝の槍を五体で受け止め、返す刀で三頭龍の心臓を撃つ。

　しかし恩恵は効かぬといっても槍の鋭するどさは変わらない。其そ処こまでやる必要があるのかという声もあった。だが三頭龍を出し抜ぬくにはこれぐらいやらなければ勝てるはずがない。

　奴は最強の魔王。何者も踏破クリア出来ぬ最後の巨きよ峰ほう。ならば挑ちよう戦せん者である此方こちらは、不可能を可能に変えるだけの決断と行動力を示さねば勝てるはずがない。

（来る………帝釈天の神槍が───[image: !!!]）

　腕うで一本はくれてやるつもりで十六夜は事に臨のぞむ。

　受け止めきれずに臓器が吹ふき飛んでも構うものかと、猛たける血潮を燃やして跳とぶ。

　迫る閃せん光こう。光速を超こえて奔ほとばしる稲いな妻ずま。

　星一つ、或あるいは銀河すら砕く恩恵が、十六夜に死を呼び込む。




　覚かく悟ごも虚むなしく、無残にも貫かれる心臓。飛び散る血潮。激痛で視界が紅あかく染まる。

　愚おろかな挑戦をしたなと、三頭龍の嘲あざ笑わらう声が聞こえる。

　悲鳴を上げる久く遠どう飛鳥あすかと春日部かすかべ耀ようの声が聞こえる。

　途と切ぎれ往ゆく意識の中───最さい期ごに、十六夜を殺してしまった黒ウサギの表情が映って。




　　　　＊




　そこで丁度、眠ねむりから覚めた。

（…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………。クソッタレ）

　夢オチかよ、などとありきたりな悪態は吐つかない。

　十六夜は汗あせだくで濡ぬれに濡れたシャツを脱ぬぎ捨ててベッドの上で寝ね返がえりを打ち、二に度ど寝ねの準備に入るのだった。
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　───〝風ふう浪ろうの鉱山〟六本傷の宿。

　秋あき雨さめ前線が過ぎ去り、少し肌はだ寒ざむくなり始めた地域。鉄を打つ音が絶え間なく響ひびく鉱山の一角に、十六夜いざよいは宿をとっていた。

　寝しん室しつで時計がカチカチと規則的な音を鳴らす。

　時計の秒針の音とは、どうしてこんなにも耳みみ障ざわりなのだろう。胡う乱ろんだまま寝ね苦ぐるしそうに寝返りを打つ十六夜の上で、ポンポポポン！　と何かが飛び跳はねる音がした。

「あさ！　おきる！」

「いざよいおきる！」

「はやくおきる！」

　ウッキャー♪　と、楽しそうに飛び跳ねるとんがり帽ぼう子しの群体精せい霊れいたち。

　余りの騒さわがしさに目を覚ました十六夜は、不ふ機き嫌げんそうに布ふ団とんから顔を出す。

「………五月蠅うるさいぞ、極ごくチビーズ」

「ごくチビ？」

「ごくチビ!?」

「ごくチビーズ[image: !!?]」

「そうだよ。『極めて小さいメルンシリーズ』、略して極チビだ」

　りゃくせてない[image: !!?]

　と、更に驚おどろく三人の群体精霊───メルン、メルル、メリルの三人。

〝ハーメルンの笛ふえ吹ふき〟に記された開かい拓たくの霊れい格かくを持つメルンは、新たに〝ノーネーム〟の農場を開拓することによって己の眷属を増やしていた。

　とんがり帽子の精霊が主精霊のメルン。

　先っぽが二つ尖とがっている帽子をかぶっているのがメルル。

　先っぽが三つ尖っている帽子をかぶっているのがメリル。

　女三人そろえば姦かしましいとはよく言ったもので、三人の群体精霊がこうして顔を突つき合わせると喧やかましいことこの上ない。十六夜は寝ねぼけた頭を搔かきながら三姉妹をこちょこちょしつつ、時計を見て時間を確かく認にん。すると予想外の時間に目を丸くした。

（マジかよ。もう昼じゃねえか）

　なんてこった、とわざとらしく頭を抱かかえて跳び起きる十六夜。

　メルンたちをこちょこちょしている場合ではない。今日は参加する予定のゲームがある。伸のびをした十六夜は、ゲームに参加する為に粛しゆく々しゆくと出立の準備を始める。




　───三さん頭とう龍りゆうとの戦いが終わり、三か月が経たった。

〝ノーネーム〟一同は戦せん没ぼつ者の追つい悼とう式や戦後処理を終えた後、新たな活動を始める為に東側のとある土地に足を運んでいた。

　その場所は、かつて旧〝ノーネーム〟を支えた〝金剛鉄アダマンテイウム〟の採さい掘くつ場。

　第六桁けた・五六五六五六外門にある〝風浪の鉱山〟。

　窓を開けると暑い日差しと熱気、そして鉄の匂においが鼻び腔こうを刺し激げきした。

　山脈から吹き下ろす風と川を流れる水。豊かな土ど壌じようと鉄を打つ為の炎ほのお。

　鉱山特有の土つち埃ぼこりと、採掘された鉱石を加工する製鉄所。絶え間なく響く鉄を叩たたく音は寝ぼけた頭に少し辛つらいが、目を覚まさせるには丁度よかった。

　鼻腔を突く鉄の匂いを胸むね一いつ杯ぱいに吸い込んで眠ねむ気けを払はらう。鉄臭くさい空気は頭を刺激するのにいい。眠ねむ気け覚ざましを済ませて窓を閉じようとしたとき、眼下から良く知る声が聞こえた。

「十六夜君！　何をしてるの!?　もうお昼よ！　早く降りてきなさい！」

　久く遠どう飛鳥あすかの良く通る声が十六夜の耳を突く。

　耳を塞ふさぐ仕草をみせながら、十六夜は軽快にヤハハと笑って彼女を見下ろした。

「おはようさん、お嬢じよう様さま。朝から元気だな」

「あすか！」

「あすかげんき！」

「あすかもあさからげんき！」

　ウッキャー♪　と窓から飛び降りて飛鳥の頭の上にボフン、と可愛かわいらしい音を立てながらボディーアタック。

　器用に彼女たちを受け止めた飛鳥は、ため息交じりに十六夜を見上げる。

「今の時刻が朝に思えるのなら重じゆう症しようよ。一いつ般ぱん的に、正午を朝とは言わないわ。今すぐ顔を洗って準備なさい。ゲームの予選に間に合わなかったら、十六夜君だけゲームに参加出来ないわよ？　それとも、予選敗退でいいのかしら？」

　むす、っとした顔で十六夜を見上げる久遠飛鳥。こういう時の彼女に逆らうのはよろしくない。からかうにしても尾おを引くことの方が多い。

　十六夜はヒラヒラと手を振ふって頷うなずいた。

「了りよう解かい了解。用意するからしばしお待ちを」

　顔も洗うこと、と釘くぎを刺さされながら窓を閉める。

　コーヒーを淹いれて一気に飲み干し、指示された通り顔を洗う。そして風ふ呂ろに入る。

　飛鳥とメルンを外で待たせたままたっぷり時間をかけて用意した十六夜は、鉱山に相応ふさわしい作業服を着こむ。採掘用の鶴つる嘴はしを脇わきに抱え、〝サウザンドアイズ〟に注文して作らせたオリジナルの土建屋スタイルを着込んで仁に王おう立だちする。

「うっし。それじゃあ、元気に掘ほりまくるか！」

　ヤハハと軽快に笑って急造の小屋を出る。今日も賑にぎわう鉄火場には、〝六本傷〟を始めとした様々な商業・工業・鉱業コミュニティが集まっていた。

　瓢ひよう簞たんのような鼻をしたドワーフや耳の尖ったエルフなど、外界でもメジャーな種族が闊かつ歩ぽしている様を横目で見つつ、十六夜は大きな欠伸あくびをした。

「ふぅん………？　エルフやドワーフまでいるのか。流石さすがは貴金属が豊富に採れる鉄火場。有名どころから色物も揃そろってる。北ほく欧おう関係の幻げん獣じゆうって今まで余り見なかったけど、此こ処こに来て急に増えたな」

「あら、そうなの？」

「そうなんです。白しろ夜や叉しや曰いわく、北欧の勢力は箱庭じゃ力を失っている神群の一つだって話だからな。組織力的に数が多くないんだろうよ」

　十六夜の言葉を受けて周囲を見回す飛鳥。しかし北欧の勢力といっても彼女にはピンと来ないだろう。エルフやドワーフといった種族が日本で爆ばく発はつ的に認知度を上げるのは戦後しばらく経ってからのこと。昭和女子の飛鳥には馴な染じみのない種族だ。

「よくわからないけど、神様の事情も色々とあるのね。でもどうしてそんなに弱体化したの？　魔ま王おうにでも襲おそわれたのかしら？」

「んー、その辺はちょいと複雑なんだがな。何でも北欧神群はキリス」

「ケホン」

「っと、失礼。キ○スト教の躍やく進しんと共に衰すい退たいしていった神群でな。信しん仰こうを丸ごと吸収された挙げ句に、北欧の主神はプロパガンダによって貶おとしめられて、一時期は神しん霊れいから妖よう精せいクラスにまで身を落としたって話だ」

　ヒラヒラと手を振ってつまらなそうに語る十六夜。

　北欧神群の衰退で有名な話だと、主神オーディンが人々の信仰を得る為ために民家に足を運んで、「我々を信仰してください！」と押しかけていくという醜しゆう聞ぶんがある。

　これは別の宗派を貶めることで自勢力を高めようというプロパガンダの一つだが、これらは未発達の文明において爆発的な効力を発揮した。

　神性とは、貴たつとき輝かがやきにこそ宿るもの。人間に信仰を懇こん願がんするようになっては神霊としてはもうおしまいだ。信仰の対象として見られることはまずないだろう。

「ギリシャ神群、ローマ神群、ケルト神群、北欧神群といった西せい欧おうの神群は○リスト教の躍進によって時代と共に衰退・融ゆう合ごうして取り込まれていく事となる。………前者の神群に救いがあるとしたら、それはルネサンス革命が起きたことでゲルマン民族に破は壊かいされた文明を復興させようという活動がおき、芸術性による神秘を宿して救済されるって辺りか。………あーなんだ。日本風に分かりやすく言うと、あれだ。風化しそうな古典芸能や古事記を現代風にして、一般向けにリメイクしてウケを取りに行ったってことな」

「そ、そう」

　話を必死に飲み込もうとする飛鳥に、十六夜は喩たとえ話を通して説明する。だがしかし、こんな話をしたところで昭和女子から理解が得られるわけがない。そう知った上でこんな話をするのは十六夜らしくない。

　どうやらまだ寝ぼけているらしいと、苦笑いを漏もらして顔を上げる。

「そういえば、春日部かすかべは今いま頃ごろゲームの予選か」

「ええ。十六夜君が寝ね坊ぼうしなかったら今頃は応おう援えんに行けていたでしょうね」

「そりゃ悪かったな。でも春日部なら問題ないだろう。今のアイツに勝てる奴やつなんて蛟こう劉りゆうか俺ぐらい………いや、俺ももう厳しいか」

「え？」

　耳を疑って目を丸くする飛鳥。

　十六夜は欠伸をしながら気負う素そ振ぶりもない。彼の本心だからだろう。

〝生命のゲノム・目録ツリー〟の万ばん能のうの力は、十六夜でさえ舌を巻くほどレパートリーが豊富だ。

　大鵬ヴイナマ・金翅鳥ガルダのような最強種でさえ顕けん現げんできるなら、無限に等しい手数を用意できると言っても過言ではない。未来予知のような小手先から大火力まで自在に操あやつれるのなら如何いかに十六夜でも厳しい戦いを強しいられるだろう。

　だがそんな十六夜の発言を受け、飛鳥は今度こそ目を丸くした。まさかあの十六夜からそんな言葉が飛び出るとは思ってもみなかったのだろう。

　マジマジと十六夜の顔を覗のぞきこんだ飛鳥は、不ふ審しんそうな瞳ひとみで問う。

「………本当にどうしたの、十六夜君。今日の貴方あなた、少し変よ？」

「そうか？　俺としては冷静な分ぶん析せきのつもりだけどな。今の春日部に勝てる奴を見み繕つくろう方が難しいぐらいだろうよ。俺だって絶対の自信はねえさ」

「それはまあ………そうかもしれないけど」

　怪け訝げんそうな視線を向けるが、十六夜が意外に謙けん虚きよなのも知っている。寝ね起おきでその謙虚さが前面に出たのだろうと結論付け、思い出したように用件を告げる。
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「あ、そうそう。ゲームの前に、〝六本傷〟のポロロ君と今後の話し合いよ」

「ポロロ？………ああ、あのネコミミチビッコ頭首か」

「ええ。採掘した〝金剛鉄〟の使い道について相談したいんですって」

　修しゆう繕ぜんしたばかりの赤いドレスを靡なびかせ、〝六本傷〟の旗を指さす。

　飛鳥の言葉に、十六夜は少し遠い目をした。

「〝金剛鉄〟の使い道………ねえ。御おチビが見つかるまで待たなくていいのか？」

「私もそう思ったけど、採掘ゲームの予算を出してくれたのは他ほかでもない〝六本傷〟だもの。保管にもコストがかかるのだし、これ以上世話になるのは良くないわ」

　飛鳥が言うと、二人は共に厳しい顔で〝六本傷〟の旗印シンボルを見上げる。

　三頭龍アジ＝ダカーハとの戦いから三か月が経過し、下層は何事も無かったかのように平へい穏おんな日々を過ごしている。だが、全すべてが元に戻もどったわけではない。三頭龍との戦いは様々なコミュニティに多くの傷きず跡あとを残していた。

　参さん謀ぼうのジャックを失った〝ウィル・オ・ウィスプ〟。

　一部の火か龍りゆうが鬼化し、未いまだに復興の目め途どが立たない〝サラマンドラ〟。

　そして〝ノーネーム〟は、リーダーであるジン＝ラッセルが行方ゆくえ不明となっていた。蛟劉や鵬ほう魔ま王おうを通して方々に捜そう索さく願ねがいを出しているが、まるで痕こん跡せきが摑つかめないのが今の状じよう況きようだ。

「これだけ探しても見つからないとなると、御チビはウィラの言う通り、」

「ええ。〝ウロボロス〟に協力してそのまま拉ら致ちされたと思った方がいいでしょうね」

「だな。………あのお馬ば鹿か。身の引きどころを間ま違ちがえやがって」

　舌打ちして悪態を吐つく。飛鳥と黒くろウサギが耀ようの父親に助けられた時、共に戻ってくるという選せん択たく肢しも在った筈はずだ。しかしジンはそれをせず、〝ウロボロス〟の許もとに残ったという。

　彼にも何か考えがあったのだろうが、組織の最高責任者がいなくなったままでは、〝ノーネーム〟のあらゆる活動が凍とう結けつされてしまう。

　取り戻す方法が無いわけではないが、それも現状のままではどうにもならない。

　リーダーである彼が不在の今、〝ノーネーム〟は幾いくつかの決断を迫せまられていた。

「しっかし、このタイミングで今後の方針を決めにかかるとはね。〝六本傷〟のチビッ子頭首がやり手っていう噂うわさは本当らしい。中々に容よう赦しやがない」

「これでも粘ねばり強く待ってくれた方だと思うわ。ジン君が居なくなってからの三か月間、一番ヤキモキしていたのは〝六本傷〟のポロロ君だもの」

　わかってる、と相あい槌づちを打つ。頭首が欠席したままでは決めることも決められないという〝ノーネーム〟の事情を彼はよく汲くんでくれた。むしろ感謝すべきかもしれない。

「何時いつまでもおんぶに抱だっこでいられないわ。私達も、決めるべきことを決めないと」

「わかってるよ」

　その後、二人はしばし黙だまったまま雑ざつ踏とうを歩いた。鉱山の街の賑わいは何処どこか遠い景色を思わせる。〝ノーネーム〟が健全な状態なら、さぞや楽しい時間だっただろう。

　鉄火場の横道をしばらく歩くと、会議室の洞どう穴けつ前に着いた。

　飛鳥は十六夜を振り返り、神しん妙みような顔で告げた。

「………十六夜君もわかってると思うけど。その時が来たら、覚かく悟ごだけはしてね」

「さあ。その時が来ねえとわかんねえよ」

　鉱山から吹ふき下ろす乾かわいた風と同じように軽けい薄はくな笑みを浮うかべて、十六夜は洞穴の中に足を踏ふみ入れる。

　箱庭に来る以前の───何処か、自じ嘲ちようを含ふくんだ笑えみを浮かべて。




　　　　＊




　───一方その頃ころ。

〝風ふう浪ろうの鉱山〟の洞穴の中で、新たなギフトゲームが進行していた。〝金剛鉄アダマンテイウム〟の原石は岩がん盤ばんの中からでも見て取れるほど眩まばゆく輝いており、洞穴内は三原色に彩いろどられている。

　灯あかりすら必要ない程ほどに輝く洞穴は観光スポットにしても人気が出ることだろう。黒ウサギは審しん判ぱん用の舞ぶ台たいの上から洞穴内を見回し、今後のことに胸を躍おどらせる。

（鉱山としても有用ですが、これだけの土地を鉱山街にしてしまうのは勿もつ体たいないのです。これは〝風浪の鉱山〟を主要都市として発展させることも考えねばなりませんっ！）

　ウサッ！　とウサ耳を伸のばす黒ウサギ。

　これだけ美しい景観を合わせ持った鉱山は箱庭広しといえどそうはお目にかかれないだろう。土地特有の景観といえば〝アンダーウッド〟の大樹が有名だが、この〝風浪の鉱山〟のポテンシャルも捨てたものではない。

　これだけの土地が土台に在れば、何時か十六夜たちと語っていた〝アンダーウッド〟を超こえる再建を成し得るかもしれない。

（っとと、未来を夢想ばかりもしていられません。今はゲームの審判に専念せねば！）

　洞穴の岐き路ろの中心に用意された壇だん上じように立ち、〝契約書類ギアス・ロール〟を手にしてマイクを翳かざす。

『それでは皆みなさんお待たせしました！　まもなくギフトゲーム〝金剛の鉄火場〟、Ｃグループ予選を開始いたします！　参加者は開始の準備をしてください！　繰くり返し───』

　三原色の光を放つ岩盤に、参加者たちが一いつ斉せいに準備を開始する。

　この輝きの一つ一つに〝金剛鉄〟が含まれているのだ。

　山脈一帯の埋まい蔵量を測定すれば、規格外の量が埋うまっているだろう。神々の武具に使われる鉱石が手に入れば一いつ獲かく千せん金きんも夢ではない。〝ノーネーム〟から一いつ般ぱん参加している同士───春日部耀もまた、新しい恩恵ギフトに胸を弾はずませながら〝契約書類〟に視線を落とす。





『　─　ギフトゲーム名　〝金剛の鉄火場〟─




　参加条件：〝サウザンドアイズ〟発行金貨一枚。

　※勝敗について。

　一、Ａ～Ｆグループに分かれて予選を行い、各グループで最も採さい掘くつ量が多い者が勝者。

　二、以降は勝者六名が採掘した鉱石を奪うばい合うバトルロワイヤル形式。

　三、予選では複数名で採掘し、戦果を一人に集中しても良い。

　四、本選では主催者ホストから〝金剛鉄〟の武具を貸し出しする（使用は任意）

　五、バトルロワイヤルの勝敗は予選・本選で得た採掘量の集計で決める。

　六、採掘した鉱石はギフトカードに仕し舞まわれる為、ギフトカードを奪われることは鉱石を奪われることと同意とする。




　※注意事じ項こう。


金剛鉄の不正な持ち出しは反則です。

反則行こう為いは全て審判に通達が行くので、密輸は諦あきらめましょう。






　参加者報ほう酬しゆう：採掘量に応じて賃金を支し払はらう。尚なお、略りやく奪だつ分の賃金は採掘した本人に還かん元げん。

　優勝者報酬：採掘した〝金剛鉄〟で武具を発注できる。武具以外は要相談。




　宣誓　主催者は上記のルールに則のつとり名と御み旗はたの下もと、公正なゲームを執とり行うことを誓ちかいます。


同盟代表〝六本傷〟印』








　耀は注意事項を見て、得心がいったように頷うなずく。

（そっか。採掘をゲーム方式にしたのは、人材の確保と密輸を封ふうじるためなのかな？）

〝審判権限ジヤツジマスター〟を所持する黒ウサギがいれば、反則行為は問答無用でバレてしまう。無断で持ち出す行為そのものを反則にしてしまえば密輸や横領の心配をする必要がない。

　これなら一度に大量の人材と採掘を確保することが出来る。

（一石二鳥。これで勝てたら一石三鳥だね）

　ムンっ、と気合いを入れる耀。〝生命の目録〟という優ゆう秀しゆうな武具を持つ耀だが、それはそれ、コレはコレである。優秀な恩恵は幾つあっても困る物ではない。

　開始の合図を静かに待つ耀。黒ウサギは壇上で時間を確かく認にんした後ウサ耳を伸ばし、

『それでは！　ギフトゲーム〝金剛の鉄火場〟───スタートです!!』

　ドオオオオオオオォン！　と、銅ど鑼らの音が洞穴内に響ひびき渡わたる。参加者たちは待ちくたびれたとばかりに怒ど号ごうを上げて一斉に動き始めた。

　耀は鶴つる嘴はしを横に置き、両手を壁かべに向ける。

　土竜もぐらの恩恵を使って壁を掘ほり進めば、簡単に採掘は進むだろう。

　しかしそれだけでは手数が心こころ許もとない。

〝契約書類〟をザッと読み流したところ、この予選ではチームプレイが禁止されていない。本選に進出できるのは一人だけだが、予選は複数名の戦果を集中することで通過することが可能なのだ。となると、実力が足りていない下位コミュニティにも勝ち目はある。予選の内に大量の〝金剛鉄〟を掘り出し、予選の戦果のみで本選も逃にげ切るという手段───つまり、人海戦術だ。

（採掘した分の賃金は払はらわれるんだから、他の参加者が人手を集めるのは簡単。となると、このまま普ふ通つうに掘るのは危険かもしれない）

　予選通過もそうだが、本選を優位に進めるためにも此こ処こは採掘量を稼かせいでおきたい。壁に手を当てた耀は、土竜とは別にもう一つの霊れい格かくを引きずり出す。

（〝煌こう焰えんの都〟で出会った、巨きよ人じん族のおじさん。確か種族の名前は───）

　百の腕うでを持つ巨人族・ヘカトンケイル。

　実体ではなく霊体の腕を大量に召しよう喚かんして戦う彼らの恩恵を使い、耀は蒼そう白はくの腕を周囲に顕けん現げんさせる。大量の巨きよ腕わんを使いこなし、同時に土竜の恩恵を使えば、ゲームは勝ったも同然だ。

　早さつ速そく二つの恩恵を引き出す春日部耀。

　───だがっ、

（────[image: !!?]％＆＄％＃[image: !!!?]）

　ズガンッ[image: !!!]　と、鈍どん器きで殴なぐられたかのような衝しよう撃げきが脳内に奔はしる。

　別に物理的に殴られた、というわけではない。処理しないといけない情報量が一斉に増えたことで、脳に衝撃が来たのだ。

（む………難しい………！）

　よくよく考えれば、人間はたった二本の腕でさえ満足に使いこなせない生き物なのだ。例えば右みぎ腕うでで手紙を書き、左ひだり腕うでで論文を書くことでさえ、人間にはちょっとした訓練が必要だ。ましてや今まで使った事の無い無数の腕で別々の作業をこなし、土竜の恩恵まで使いこなすとなると、軽い演算処理機が必要な規模の情報量である。

（とりあえず、土竜の恩恵を諦めて落ち着こう。全すべての腕を意識的に操あやつろうと思うから難しくなるんだ。自律神経を意識して腕の一つ一つに単一の動作を与あたえて自動操作にすれば、そんなに難しくないはず………！）

「ちょいやあああああああ[image: !!!]」

　耀が必死に腕を増やそうとしている中、洞穴内に少女の元気な雄お叫たけびが響き渡った。その途と端たん、洞穴の一部が大きく崩くずれ落ちる音がする。

　誰だれかが岩盤を大きく掘り進めたのだろう。だが耀の関心は其方そちらではない。

　何処かで聞いたことのある声に視線を向けた耀は、少し驚おどろいたように瞳ひとみを広げた。

「アーシャ………！」

「あれ、耀じゃん！　お前も参加してたのかよ！」

　青あお髪がみとゴスロリが特とく徴ちよう的な少女───アーシャ＝イグニファトゥスが、崩れた岩盤の上から耀を見下ろす。彼女も〝ウィル・オ・ウィスプ〟の一人として参加していたのだろう。耀は崩れた岩盤を驚いたように見る。背せ丈たけ以上に積み上がった土ど砂しやの中に燦さん然ぜんと輝かがやく鉱石の量は、明らかに予選グループでもトップだ。

「す、凄すごいねコレ。どうやったの？」

「ふふ～ん！　私は地精だからな！　ちょいと洞穴内の浸しん透とう圧あつを操作して岩盤を脆もろくしてやれば、これぐらい自じ壊かいして崩れるって寸法よ！」

　簡単だぜ！　と勝ち誇ほこるアーシャ。彼女はジャックとウィラが外界から連れてきた地精の少女である。ただ地精といっても、メルンの様に純じゆん粋すいな地精ではない。

　ジャック曰いわく、アーシャは地じ震しん災害などの天災に吞のみ込まれて命を落とし、浮ふ遊ゆう霊れいとして彷徨さまよっていたところを保護されたという。

　その死後、土に還かえり自然と一体化したことで地精へと転生したのが彼女である。

「そっか………飛鳥が予選を通過した時も、似た様な戦法で勝ってたっけ」

　メルン、メルル、メリルの三人が鉱山に来ていたのはその為ためだ。飛鳥は三人の力を借りて〝金剛鉄〟の詰つまった岩盤を崩してギフトカードに収集し、予選を通過したのだ。

「そういうこと！　このギフトゲームは私たち地精の独どく壇だん場じようってわけ！　ふふん、今回こそは私が勝たせてもらうからな！」

　フハハハハ！　と高笑いして去っていくアーシャ。

　今までの耀なら軽くあしらって終わりだったが、今回はゲームの舞台が舞台である。彼女の地精としての属性は脅きよう威いの一つだ。

　さて、ではどうしたものかと腕を組む。

　鶴嘴を支給されたからといって律りち儀ぎにそれを使う必要はない。恩恵を駆く使しして勝つのがギフトゲームなのだから、もっと多た彩さいな手段で勝ちにいくべきかもしれない。

（〝生命の目録〟を使えば勝てるだろうけど、予選ではなるべく使いたくない。………うーん、悩なやましい）

　三頭龍との戦いが終わってから耀は〝生命の目録〟のペナルティについて研けん鑽さんを重ねた。その結果〝生命の目録〟で最強種の恩恵を模も倣ほうすると、霊格の回復には約一か月かかるということが分かった。

　変へん幻げんした最強種によって個体差はあるが、耀はそれをタイムリミットとして戦いを組み立てている。とてもではないが予選で使える力ではない。

　何よりコミュニティの主力がそう易やす々やすと切り札を見せてはいけない、というのがギフトゲームの常道である。ましてや今の彼女の実力なら予選ぐらい力を温存しておきたい。

　改めて気を引き締しめた耀は、ヘカトンケイルの腕を三本だけ顕現させて、それぞれが自律的に動くように集中する。

（心臓や臓器のように自律的に動かせれば、作業効率は一気に上がるはず………！）

　集中力を高め、蒼白の巨腕を器用に操り始める。

　一の腕で岩がん盤ばんを砕くだき、二の腕で鶴嘴を突つき立て、三の腕で土砂を運び出す。

　とりあえずこれでワンセット。まずは掘り進めるのが先決だ。

　リズミカルに一～三の動作を繰り返し、徐じよ々じよにセット数を増やす。

　三つ、六つ、九つの巨腕を同時に操って一斉に掘り進め、光る岩盤を削けずり取っていく。蒼白の霊体でできた半はん透とう明めいの巨腕は、その腕の一つ一つに春日部耀の腕わん力りよくと同等の力が込められている。巨人族や鷲獅子グリフオンや火ひ蜥蜴とかげといった様々な幻げん獣じゆうに加えて、何百種という獣けものたちから分け与えられた恩恵が彼女にはある。

　如何いかに強固な岩盤といえど、今の耀にとっては壁かべ紙がみの様なものだ。霊体の腕は見る見る内に岩盤を砕いて掘り進む。

（腕の自律化完かん了りよう………！　思った以上に凄いぞ、この恩恵………！）

　これだけの力を霊体の腕に込めて複数同時に使えるとなれば、乱戦でも十二分の成果が期待できる。一対一の戦いでも千せん差さ万ばん別べつの戦術が組み立てられるだろう。

　思いもよらぬ拾い物に僅わずかな高こう揚ようを胸に抱き、岩盤を掘り進めていく。

　このペースならアーシャにも負けはしないだろう。更さらに新しい腕を増やしてペースアップを図はかろうとしたその時、洞どう穴けつ内でアーシャの悲鳴が上がった。

「な、何しやがる!?　それは私のギフトカードだぞ！」

「ふん。地精如ごときがギフトカードを持つなど、宝の持ち腐ぐされだ」

「弱小の精せい霊れいは身分相応に畑でも耕すのがお似合いよ」

　憤いきどおるアーシャの声と、彼女に浴びせられる剣けん吞のんな声。

　何かトラブルがあったのだろうかと耀は耳を澄すまして様子を窺うかがう。

「グリフィス様、見てください！　この地精の娘むすめが掘り出した採さい掘くつ量を！」

「予選の中では間ま違ちがいなくトップクラスです！」

「ほう。地精風ふ情ぜいにしてはよくため込んだものだな。ありがたく頂ちよう戴だいしよう」

　───グリフィス？　と、何処どこかで聞いたことがある名前に首を傾かしげる。それに何やら聞き捨てならない不ふ穏おんなセリフも耳に入ってきた。

　一度手を止めた耀は、改めて悲鳴の聞こえたほうを振ふり返り、

「よし。では娘は縛しばり上げて次に行くぞ。採掘量は多いほどいい。他ほかの参加者からも、」




「てい！」




「グアアアアアアアやられたあああああああああああ！」

　とりあえず殴り飛ばした。

　殴られたグリフィスたちは岩盤を突き破って場外にまで吹ふき飛ばされていく。十六夜のように一発で殴ったのではなく、百腕の恩恵ギフトで何度も殴りつけて吹き飛ばしたのだが、思っていた以上に効果的だった。

　………しかしやはり、今の輩やからとは何処かで会っている気がした。

　が、どうでもいい相手の顔まで覚えている春日部耀ではない。

　頭を切り替かえた耀は小首を傾げながらアーシャに手を差し伸のべた。

「アーシャ、大だい丈じよう夫ぶ？」

「お、おう。………でもよかったのかよ。私を助けて」

「？　だってコレ、採掘ゲームでしょ？　予選の段階から奪うばい合うのは趣しゆ旨しから離はなれてるよ。そんなのはフェアじゃない」

「そりゃそうだけど………まあ、いいや」

　ありがと、と恥はずかしそうにそっぽを向くアーシャ。釈しやく然ぜんとしない様子だが、感謝はしているようだ。以前よりは素す直なおになったのだろう。

　耀も笑え顔がおで頷うなずく。改めて採掘作業に戻もどろうとした二人だったが、洞穴内で突とつ如じよ鳴り響いた雷らい鳴めいに耳を打たれた。

『───またも私の邪じや魔まをするか、猿さるの小こ娘むすめがァ[image: !!!]』

　轟ごうと雷鳴を響かせて現れる第三幻げん想そう種───鷲獅子と龍りゆう馬ばの混血貴種・〝ヒッポグリフ〟のグリフィスが二人の脇わきを風のように走り抜ぬけていく。

　耀はその姿を見て、ようやく彼が誰なのかを思い出した。

「貴方あなたまさか………〝アンダーウッド〟を追い出された〝二翼〟の馬肉さん？」

『誰が馬肉だッ[image: !!!]』

　鼻息を荒あらくして猛たけるグリフィス＝グライフ。ドラコ＝グライフの実子であり、鷲獅子グリーの異母兄弟にあたるこの男。数か月前に〝アンダーウッド〟の収しゆう穫かく祭で行われたギフトゲーム〝ヒッポカンプの騎き手しゆ〟のレースゲームで耀と競きそい合った男である。

「驚いた。出しゆつ奔ぽんしてからは東側に来てたんだね」

『フン、南側よりは開かい拓たくの甲か斐いがあると踏ふんだ迄までよ。そして私の予想は正しかった！　このゲームで〝金剛鉄アダマンテイウム〟を使った武具を手にすれば、五桁けたに活動拠きよ点てんを移すことも不可能ではない！　貴様ら〝名無しノーネーム〟如きが〝金剛鉄〟を求めるなど、身の程ほど知らずにも程があるわ！』

「へ、へえ」

「そ、そうなんだ」

　二人は困ったように相あい槌づちを打つ。

　そんなこと言われても、本来なら耀とアーシャは主催者ホスト側の人間である。出場しなかったとしても何らかの形でゲームに関かかわることになっていたに違ちがいない。

　だがグリフィスはそんなことなど露つゆ知しらず、龍角を構えて吼ほえる。

『しかしいい機会だ。貴様には屈くつ辱じよくを受けた借りがある。それを今返すのも悪くない！　覚かく悟ごはいいか、猿さる真ま似ねの小娘ッ！』

「あ、はい」

　勢いに釣つられて構えを取る。〝アンダーウッド〟で戦った時のことを思い出すと中々の強敵だった気がするが、如何いかんせん記き憶おくに残らなかった相手である。

　───あの時はどうやって勝ったっけ？

　などと考えながら臨戦態勢に入る耀。

　グリフィスはそんな耀の素そ振ぶりなど知る由よしも無く、獣の如く吼え猛る。

「ＧＥＥＥＥＹＡＡＡａａａ[image: !!!]」

　頭から生えた龍角の先せん端たんを突き出し、突とつ貫かんするグリフィス。途端、洞穴内に轟ごう音おんが響ひびいた。足場は両者の激げき突とつで大きく窪くぼみ、洞穴が陥かん没ぼつするのではないかという衝しよう撃げきが走る。

　しかし耀は避よけようとすらしない。龍角を脇で挟はさみ込み、その場に踏みとどまる。

『なッ、』

　グリフィスから驚きよう嘆たんの声が苦く悶もんと共に上がる。それもそうだろう。

　以前は麒き麟りんの矛ほこを用いてようやく止められた突とつ進しんを、こうも容易たやすく受け止められたのだ。彼女が乗り越こえてきた死線を知らぬ者には信じがたい進化だろう。

　耀は巨きよ人じん族＋[image: α]の恩恵をその身に宿し、鷲龍と成ったグリフィスを壁かべに叩たたきつける。

「どッ、せい！」

『ガァ[image: !!?]』

　右う翼よくを下した敷じきにした形で岩盤に激突する。折れてはいないだろうが、これで飛ひ翔しようは難しくなった。グリフィスは辛かろうじて立ち上がるものの、ダメージは小さくない。

　蹄ひづめで地面を削りながら憎にく々にくしげに歯は嚙がみする。

（つ………強い！　猿真似如きがどうやってこれほどの力を………!?）

　グリフィスは愚おろかだが馬ば鹿かではない。一度の攻こう防ぼうでお互たがいにどれだけの力の差があるのか推おし測る程度の事は容易かった。

　力の差が大きいならば速度で撹かく乱らんしようと、グリフィスは嘶いななきを上げて疾しつ走そうし始める。

「ＧＥＥＥＥＹＡＡＡａａａ[image: !!!]」

「───って、こんなところで戦いを始めるなお馬鹿ー[image: !!!]」

　春日部耀とグリフィスの激突を至近距きよ離りで見ていたアーシャは、巻き込まれないように洞穴の入り口に向かって全力疾走していた。ゲームでは有利な力を持っているものの、それでも彼女は地精に過ぎない。二人の戦いに巻き込まれれば一ひと溜たまりもないだろう。

　そしてそれは一いつ般ぱんの参加者たちも同じこと。

　鶴嘴を持ってエッサホイサと掘ほっていた彼らは、洞穴内に鳴り響いた雷鳴に肝きもを冷やして逃にげ始めた。

　グリフィスの付き人も鶴嘴を片手に持ちながら叫さけぶ。

「大変だ！　グリフィス様がまたキレた！」

「こうなっては手が付けられん！　我々も逃げるぞ！」

　我先に逃げ出す付き人たち。無責任に見えるかもしれないが、二人の戦いに横よこ槍やりを入れられるだけの力を持つ者となると下層ではそうそうお目にかかれない。

　審しん判ぱん役の黒ウサギならば仲ちゆう裁さいに入れただろうが、残念なことに今は煎せん餅べい片手に茶をしばいてウサウサしている。縦じゆう横おう無む尽じんに戦う両者は苛か烈れつさを増していくしかない。

　蹄で岩盤を削りながら走っていたグリフィスが吼える。

『おのれ猿真似娘が………此これならばどうだッ[image: !!!]』

　龍角を生やしたグリフィスは稲いな光びかりを体毛から発し、洞穴内を縦横無尽に跳とび回る。

　鷲獅子と龍馬の混血である彼は〝ヒッポグリフ〟と呼ばれる第三幻想種の霊れい格かくを解放し、大気中に可視出来るほど大きな渦うずを造り上げて耀に迫せまる。

　旋せん風ぷうはグリフィスの身を包み削さく岩がん機きの様に周囲の物質を砕いて吞のみ込んでいく。吞み込まれれば最後、人間の体などミンチに成って磨すり潰つぶされるだろう。

　このギフトゲームは殺人御ご法はつ度とだが、頭に血が上ったグリフィスにそんな余よ裕ゆうはない。それどころか、グリフィスの声には明確な焦あせりがあった。

　耀は〝生命の目録〟で幻獣〝マルコシアス〟を模倣し、突進に備える。避ける素振りは無い。信じられないことに、真正面から受け止めるつもりなのだろう。

　逃げながら戦せん況きようを窺っていたアーシャは顔面蒼そう白はくになって叫ぶ。

「お、お馬鹿かお前!?　そんなの受け止められるわけないだろ!?　いいから逃げろ!!」

　アーシャが逃げるように促うながすが、二人の激突はもはや止められない。

　両手を前に出して構えた耀はグリフィスの突進に備える。

「大丈夫。この程度なら、問題ない」

『っ、抜かせ猿真似娘ッ───[image: !!!]』

　稲いな妻ずまと旋風を身に纏まとい、鷲龍が吼える。

〝マルコシアス〟の装そう甲こうを身に纏った耀は両手でそれを受け止め、同時に己おのれの授さずかった恩恵を一いつ斉せいに解放する。

〝鷲獅子グリフオン〟

〝光翼馬ペガサス〟

〝火龍サラマンドラ〟

〝百手巨人ヘカトンケイル〟

　そして先の戦いで鵬魔王より授かった恩恵───〝大たい鵬ほう金こん翅じ鳥ちよう〟

　五つの恩恵を一斉に顕けん現げんさせた耀の周囲に力の渦が集中する。輝かがやく風と金こん翅じの炎ほのおを纏った巨きよ大だいな鉄てつ拳けんが何十と現れて耀の守りを固める。

　魔王連盟〝ウロボロス〟や三頭龍との戦いを経へて耀が手にした恩恵は数知れない。〝アンダーウッド〟を訪おとずれた時の彼女とは戦いの次元が違う。

　傍はた目めから見てもグリフィスの劣れつ勢せいは明らかだ。

　しかし鷲龍となったグリフィスに退くという選せん択たく肢しはありえない。

　仮にも勇気を司つかさどる系けい譜ふに生まれた彼は、戦いくさから逃げることは許されない。

「ＧＥＥＥＥＹＡＡＡａａａ[image: !!!]」

　蛮ばん勇ゆう極きわまれり。敗北を知りながら鷲龍は足を止めない。

　削岩機と化していたグリフィスだがしかし、その程度の力など張り子の虎とらほどにもならない。巨人族の腕うでは瞬またたく間に大気の壁かべを突とつ破ぱする。

　輝く翼が、金翅の炎が、巨人の拳こぶしと共に鷲龍を握にぎり潰したのだ。

『グギャッッ[image: !!!]』

　悲鳴───というよりは、体内の空気が破は裂れつしたような声を上げて泡あわを吹くグリフィス。耀は巨大な拳で彼を握りしめたままゆっくりと地面に手を置く。

　グリフィスは痙けい攣れんしながら気を失った。文句の付け様が無い完勝に、彼の付き人は主人を置いて一斉に逃げ出していく。不忠者と思われるかもしれないが、それも仕方がない。最も早はや戦いらしい戦いにすらなっていないのだ。

　土ど砂しやに隠かくれて戦いを見守っていたアーシャは、瞳ひとみを瞬かせて息を吞む。

（マジかよ………ほんの数か月前まで、私とそんなに変わらなかったはずなのに）

〝火か龍りゆう誕生祭〟で出会ったのが約半年前。

　その時はまだアーシャと耀の力の差は微び々びたるものだった。ゲームとの相あい性しよう次し第だいではどちらに天てん秤びんが傾かたむいてもおかしくなかったぐらいだ。

　だというのに───僅わずか数か月で、二人の間には埋うめようが無い程の開きが出来ていた。

　耀はそんなアーシャの複雑な視線に気が付く様子も無くグリフィスに歩み寄る。

　気絶しているのを確かく認にんした耀は小さくため息を吐ついて彼の持っていたギフトカードを取り上げた。

「アーシャの分と………折せつ角かくだからこの人達の鉱石も貰もらおう」

　ゴソゴソと、羽の裏側から数枚のギフトカードを取り上げる。戦って奪い取るというのはゲームの趣旨と違うといったが、挑いどまれた場合に関してはその限りではない。

　何せ売り文句に買い文句。勝者が敗者から賃金を巻き上げるのは世の常である。

　アーシャのギフトカードを手に入れた耀は土砂に隠れていた彼女の許もとに歩み寄って声をかけた。

「はい、アーシャ。ギフトカード」

「お、おう。ありが───」

　その時。

　ドオオオオオオオォンッ[image: !!!]

　という、銅ど鑼らの音が洞どう穴けつ内に響き渡わたった。

「………あ、」

「え………[image: !!?]」

　その音が何を意味するのか悟さとった二人は同時に顔を強こわ張ばらせて声を上げる。

　春日部耀の手の中にはまだ───アーシャのカードを含ふくめた、四枚のギフトカードが握られていた。

『タイムアーップ！　此れにてゲーム終しゆう了りよう！　現時点で最も〝金剛鉄アダマンテイウム〟を所持しているのは───なんと！　我らが〝ノーネーム〟の春日部耀選手です！』

「え、ちょ、ちょっと！」

　春日部耀は焦った。彼女の累るい計けいにアーシャの採さい掘くつ分が入っていることは間ま違ちがいない。だがそんなことなど露知らず、ウサ！　とウサ耳をアピールして銅鑼を鳴らす黒ウサギ。

　これはいけない。このまま勝敗が決してしまえばゲームの正当性が疑わしくなる。

　抗こう議ぎしに行こうと歩み出した耀の手を、アーシャがつかんだ。

「止やめろよ。そのギフトカードは耀が取り返したんだ。判定は正しいよ」

「で、でも」

「いいから！　こんなんで勝っても恥はずかしいだけだっての！」

「恥はじの問題じゃない！　これはゲームの公平性の問題だ！　こんな形で勝っても嬉うれしくない！」

　珍めずらしく声を上げる耀。青あお髪がみのツインテールを揺ゆらして首を横に振ふるアーシャ。

　ゲームの神性は公平な法律ルールの下もとに宿るもの。ルールを守って互いを凌りよう駕がしようと競きそい合うからこそ、遺い恨こんを残すことなく勝敗を決することが出来るのだ。故ゆえにこのような決着は許されるものではない。

　アーシャも耀の言い分を理解している。バツが悪そうに前髪を搔かき上げしばらく沈ちん黙もくした後、静かな声で切り出した。

「それでも気に入らないっていうなら………この後、少し付き合ってくれよ」

「この後？」

「そっ。〝ウィル・オ・ウィスプ〟の東側移住についても相談したいことが一いつ杯ぱいあるし。耀とは一回ちゃんと話をしてみたかったしな。なんなら黒ウサギも誘さそってくれよ」

「で、でも………」

「いいから！　お前にも思うところがあるように、私にも考えがあんの！」

　耀は勢いに負けてぎこちなく頷うなずく。普ふ段だんのアーシャならもっとゴネていてもおかしくなかっただけに、この反応には戸と惑まどいがあった。だがすぐに次のゲームの準備が始まり、質問する間もなく参加者たちは撤てつ収しゆうしていく。耀も退出を余よ儀ぎなくされた。

　もしかしたら、〝ウィル・オ・ウィスプ〟に何か問題があったのかもしれない。機会があったら詳くわしい話を聞いてみようと意識の隅すみで考えつつ、二人は洞穴を離はなれるのだった。
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　───〝ノーネーム〟本ほん拠きよ・居住区跡あと地ち。

　燕えん尾び服ふくに山やま高たか帽ぼうを着込んだ老ろう紳しん士し………死神グリムリーパークロア＝バロンは、侍じ女じよ頭がしらのレティシア、そして〝ウィル・オ・ウィスプ〟のリーダーであるウィラ＝ザ＝イグニファトゥスと共に、ボロボロになった〝ノーネーム〟の廃はい墟きよ街を見て回っていた。

　廃墟街を俯ふ瞰かんしたクロアは、小さくため息を吐く。

「………これは酷ひどいな。想像以上だよ。一度、街を平らにした方がいいんじゃないか？」

　廃はい材ざいを拾って握りしめる。

　するとボフッ、と乾かわいた音を立てて砕くだけ散った。

　乾いた路面はひび割れて所々に陥かん没ぼつしそうな箇か所しよが見て取れる。このまま放置し続ければ地割れが起こる可能性も考えられる。

　砂すな埃ぼこりの舞まう街は人が住める土地ではなくなっていた。

　クロアは山高帽の鍔つばを上げて周囲を見回す。

「地精の娘むすめたちも頑がん張ばってくれてはいるが、農地だけで手一杯だろう。これならいっそ何処どこかの土地神でも招いた方が良さそうだ」

　山高帽を押さえて再建プランを考えるクロア。

　だがクロアの提案に、侍女頭であるレティシアは難色を示す。

「馬ば鹿かを言うな。この土地は代々リリの一族が守ってきたものを、我らが間借りした物。私たちの独断で土地神を呼ぶなんて彼女の一族に不義理ではないか」

「ああ、そういえば宇う迦か之の御み魂たまの神かみの命みよう婦ぶがいたな。神格保持者の直系が残っているなら丁度いい。稲荷いなり大社には私から一報を出しておくから、新たに神格を戴いただこう」

　サラリ、ととんでもないことをいうクロアに、レティシアは目を点にした。

「………待て。まさかお前、リリに神格を継つがせるというのか!?　一体どうやって、」

「そんなもの、私とアルマ殿どのからの推すい薦せん状があれば問題ないだろう？　元々リリ君は宇迦之御魂神の直系の眷けん属ぞくなのだ。今は未熟かもしれないが、修しゆ業ぎようをしつつ神格を授かることぐらい訳も無い。リリ君ほど頑張り屋な娘なら向こうも仮かり免めんをくれるだろうよ」

　山高帽を押さえながら、確信を持って告げるクロア。

　とんでもない無む茶ちや振ぶりに閉口するレティシアだったが、同時に妙みよう手しゆだとも考える。

　忘れられがちだが、これでもこの男は立派な主祭神の一人なのだ。加えて豊ほう穣じよう神であるアルマテイアの推薦があればさほど難しい事ではないだろう。

「命婦は高い神格ではないが、農業・工業・商業と広い分野で信しん仰こうされる神格。都市開発を一から行うとなれば遅おそかれ早かれ必要になって来る。修業を始めるなら早い方がいい。早く都市開発を進めないと〝ウィル・オ・ウィスプ〟の移住も進まないだろう？」

「それは………まあ、そうだが」

　レティシアは同どう伴はんしているウィラを見る。

　───三頭龍との戦いの後、〝ウィル・オ・ウィスプ〟は〝ノーネーム〟の本拠に身を寄せていた。彼女たちだけで北側に住むのは危険だということで、本拠を此方こちらに移したのだ。部屋だけは余っていた〝ノーネーム〟の本拠だが、総勢で五〇を超こえる子供たちが増えたとなると、流石さすがに手て狭ぜまになってきている。そこで居住区画の廃墟街を立て直す算段をそろそろ考えようということになったのだ。しかしリーダーであるウィラに明確な方針があるわけも無く、困ったように視線を下げた。

「ごめんなさい。コミュニティの運営は全部、ジャックに任せていたから………私たちがどうするべきなのか、まだよくわからない」

　青髪を横に振って項うな垂だれるウィラ。

　参さん謀ぼうだったジャックはもういない。

　彼は三頭龍を倒たおすため、魔ま王おうとなって散った。

〝ウィル・オ・ウィスプ〟の実質的な運営権が彼にあったのは述べるまでも無い。コミュニティの数少ない収入だった工芸品もその殆ほとんどがジャックの手によるものである。

　組織としての〝ウィル・オ・ウィスプ〟は半はん壊かいしてしまったと言っても過言ではない。残ったものがあるとしたら、それは北側でも屈くつ指しの実力者であるウィラが在ざい籍せきしていることぐらいだろう。

　そんな〝ウィル・オ・ウィスプ〟の現状を踏ふまえた上でクロアは彼女に視線を向ける。

「ウィラ君。君たちの惨さん状じようには同情するし、ジャックの行動には敬意を表するが………だからといって、リーダーの君がそんなことでどうする。これからは君がコミュニティを守らねばいかんのだろう？」

　あぅ、と肩かたを落とすウィラ。

　厳しいようだがこればかりは甘やかすわけにはいかない。〝ノーネーム〟からも支し援えんは出来るし、本拠を移す手伝いも出来るが、コミュニティを守り育てていくのは他ほかでもない〝ウィル・オ・ウィスプ〟の同士たちなのだ。

　戦いから既すでに三か月が経たっている。

　戦せん没ぼつ者の追つい悼とう式も終え、悼いたむ時間も悲しむ時間も過ぎた。

　ウィラも一ひと角かどの長おさとして組織の方針を決めなければいけない。優ゆう秀しゆうな参謀であり、親のように面めん倒どうを見てくれたジャックは、もう何処にもいないのだから。

　自信なさそうに肩を落とす彼女に、レティシアは優やさしく笑いかけた。

「クロアはこう言っているが、焦あせるほどの事でもない。ゆっくり学んでいけばいいのだ。幸いなことに、ウィラ殿の持つ霊れい格かくはクロアと類るい似じ点が多い。学べることがあれば学んでいくといい」

「うむ、それに関しては賛同しよう！　この私が責任をもって手取り足取り、」

「セクハラされたらすぐに相談してくれ。股また下したから深々と串くし刺ざしにするから」

　ぐっ！　と、力強く拳こぶしを作る麗うるわしき金きん髪ぱつの侍女頭。

　薄うすら寒い空気を察して山高帽を押さえるクロア。

　ウィラは勢いに押されながらも、親身になってくれる二人に顔を上げて頷いた。

「えっと………あ、ありがとうございます。同盟コミュニティとして、共に切せつ磋さ琢たく磨まできれば嬉しいです」

「此方こそよろしく、ウィラ殿。〝ウィル・オ・ウィスプ〟とは末永く契ちぎりを交かわせる仲でありたいと思っているよ」
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「とはいえ、当面は生活費を立て替かえる為ために〝ノーネーム〟で雑務に従事してもらうことになるだろう。君に合うサイズのメイド服を取り寄せてあるから、後で着てみるといい」

「は、はい」

　緊きん張ちようしながらも健けな気げに返事をするウィラ。

　レティシアは改めて廃墟街を見回す。

「〝風ふう浪ろうの鉱山〟で今行っているゲームは月例祭として定期的に開かい催さいするらしい。〝金剛鉄アダマンテイウム〟の採さい掘くつと流通が整えば、纏まとまった資金が調達できる。居住区画が復活すれば以前のような賑にぎわいも取り戻もどせるだろう。〝六本傷〟や〝サウザンドアイズ〟のような大手の商業コミュニティなら、原石のままでも取り扱あつかってくれるはず」

「───と、私も考えていたんだがねえ」

　含ふくみ笑いを浮うかべる老紳士。レティシアは話の腰こしを折られてむっと眉まゆを歪ゆがませる。

「………なんだ？　何か異論でも？」

「いやいや、そういうわけじゃない。ただ今後の取引次し第だいでは、採掘した〝金剛鉄〟は当面、〝六本傷〟に専売してもいいんじゃないかと思っていてね」

　何？　と怪け訝げんそうに問い返すレティシア。

　クツクツと笑いを嚙かみ殺すクロアはしたり顔で瞳ひとみを細めた。

「参ったよ。今の十代は黄金期なのかな。あのガロロの息子むすこがあれほど才能に恵めぐまれるとは。枯かれ木だった蛟こう劉りゆうが弟で子し入りを引き受ける訳だ。いやはや、ポロロ君はいいねえ。実にいい。将来が本当に楽しみだ」

　皮肉でも何でもない賞賛を口にする。捻ひねくれ者の彼には珍しいことだ。

　レティシアとウィラは顔を見合わせて首を捻るが、クロアは意味ありげに笑うだけで答えない。樫かしの杖つえをクルリと回した彼は犬歯を見せて笑った。

「………そうだ。〝風浪の鉱山〟で思い出したが、例の捕ほ虜りよはどうするつもりなのかね？」

「ほりょ？」

「魔王連盟の───〝ウロボロス〟の少年だよ。捕とらえてあるのだろう？」

「あの状態を捕らえていると表現していいのならな。今は蛟劉殿の許もとに預けてあるよ」

　難しい顔を浮かべるクロアとレティシア。ウィラは不思議そうに小首を傾かしげる。

「ほりょって、誰だれですか？」

「〝ウロボロス〟の〝原典オリジン候補者〟………といっても分からんか。殿でん下かと呼ばれている幹部の一人が三か月前の戦いの後に投降してきてね。君は会ってるんじゃないか？」

　ポン！　と手を叩たたくウィラ。指を回しながら拉ら致ちされた時のことを思い出す。

「えっと、白はく髪はつ金眼の男の子………ですか？」

「その子だよ。そして今回の事件の発ほつ端たんでもある。処しよ刑けいするという意見も多かったのだがジン君とサンドラが向こうに捕らえられている現状、捕虜の交こう換かんが可能になるかもしれん。何せ相手にとって重要人物であることには変わりないからな」

　殿下───魔王連盟〝ウロボロス〟を率いて前線で戦っていた少年。

　三頭龍との戦いでも春日部かすかべ耀ようを救い、逆さか廻まき十六夜いざよいに力を貸した彼が、何を思って投降したのかは定さだかではない。この三か月間、口を閉とざしたままだ。

　困ったのは〝階層フロア支配者マスター〟たちだ。あれだけの実力者を閉じ込めておく牢ろう獄ごくとなると限られている。今は〝風浪の鉱山〟で〝金剛鉄〟に囲まれた天然の封ふう印いん牢ろうに閉じ込めているが、殿下がその気になれば破は壊かいして逃にげ出すことも可能だろう。

「人ひと質じち交換をするのなら早く交こう渉しよう人を寄よ越こして欲しいものだ。彼が我々の手の内にあっても利点が無い。最終試練が全すべて倒された今、競争相手だった彼を殺す理由が無い」

「そうなの？」

「そうなのだよ。そう遠くない未来に箱庭の中ちゆう枢すうから十六夜君に何らかのアクションがあるはずだ。表立った正面激げき突とつこそ無かったが、我々は〝ウロボロス〟に競せり勝ったのだから」

　競り勝った───そんな、まるでゲームで戦っていたかのような物言いに、二人はむっとする。事情を知らない彼女たちにはそう聞こえても仕方がないだろう。その辺りの事情を説明するには時間と場所が必要だ。

　樫の杖を回したクロアは先せん端たんを地面に突つき立てて告げる。

「さて！　下見は始まったばかりだぞ、侍じ女じよ頭がしらとメイド見習い殿！　近日中には簡単な見取り図を作り、再建に向けて具体的に動き出さねばな！」

「雑務が仕切るな。役職は今の私の方が偉えらいんだぞ。古参だからといって優ゆう遇ぐうされると思っているのなら大きな間ま違ちがいだ」

　レティシアに指し摘てきされて、肩を竦すくませるクロア。出戻ったからといって地位まで返ってくるわけではない。彼が失ったものはそれなりに大きい。

　有能な所を見せてコツコツやって行くかと苦く笑しようし、三人は改めて廃はい墟きよ街の見取り図を作る為に足を進めるのだった。
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　同盟の会合に足を向けていた十六夜と飛鳥あすか、そしてメルン三姉妹は、鉱山の数少ない憩いこいの場である〝六本傷〟のカフェ支店にまできていた。

　鉱山真下のカフェと聞くと衛生面に不安があるが、その辺に抜ぬかりはない。

　砂すな埃ぼこりがカフェテラスに入らないように気流を操あやつって作ったウィンドカーテンで店を覆おおってオープンテラスを広げているのだ。

　付近の河か川せんは上流に水樹でもあるのか、水は透すき通るほど綺き麗れいで新しん鮮せんだ。紅茶を淹いれるにも困らない。テラスを大きく展開できさえすれば穴場の店となるだろう。

　その中でも一ひと際きわ大きなオープンテラスに、二人は招かれていた。

　テラスには同盟相手である〝六本傷〟の幼き頭首・ポロロ＝ガンダックと、〝ペルセウス〟の頭首・ルイオスの二人が腰をかけて待っている。

　十六夜の姿を見るや否いなや、ゲッと腰を浮かせるルイオス。

　ルイオスと視線が合った十六夜は、新しい玩具おもちやを見つけた猛もう獣じゆうのようにニヤァ、と笑って素す早ばやく隣となりにかけた。

「よく来たなあ、ルイルイ。ゲームの予選通過おめっとさん。頑がん張ばったじゃねえか」

「五月蠅うるさい黙だまれ。お前に祝われてもキモイ。上から目線もやめろ。あとルイルイ言うな」

「そう言うなってルイルイ。俺も頑張って予選通過するから、本選でよろしく頼たのむわ。同盟の絆きずなでワンツーフィニッシュといこうじゃねえか」

　ニヤニヤと笑いながら肩を叩く。腰を浮かしていたルイオスはこれ以上ないくらい気まずそうな冷や汗あせを搔かいて視線を逸そらす。互たがいに失礼な態度を取っているが、ルイオスにはそれだけの理由があるから仕方がない。

　ルイオスにとって十六夜は、コミュニティ崩ほう壊かいの引き金を引いた相手なのだ。己おのれに責任があったのもそうなのだが、最後の一押しをしたのが十六夜であることは間違いない。

　そんな男と顔色一つ変えずに同席出来るほどルイオスの神経は図太く出来ていない。

　十六夜はそんな彼の心情を思いやって親しげに絡からむように努めているのだが、傍はた目めにはただのいじめっ子である。

　飛鳥はルイオスをいびって楽しそうな十六夜を見て、呆あきれたようにため息を吐ついた。

「十六夜君。彼は腐くさっても同盟相手なんだから、いじめるのは止やめなさい」

「ちょっと待て、そこの赤いの。ナチュラルに僕を腐ってるとか言うの止めろよ」

「そうだよな。ルイルイは腐りかけだもんな」

「腐る寸前!?」

「あら、言われてみればその通りね」

「即そく同意!?　っていうかほとんど意味一いつ緒しよじゃないか!?」

「馬ば鹿かね。今が一番美味おいしいってことよ」

　呆れ笑いを浮かべる飛鳥と、ヤハハと笑う十六夜。

〝ノーネーム〟と〝ペルセウス〟には軽くない遺い恨こんがある。

　が、共に魔ま王おうを相手にして死線を乗り越こえた相手でもある。

　ルイオス自身が真っ当になろうという意思を持っていることは同じ作戦に参加した春日部耀から聞き及およんでいた。故ゆえに過去のことを一度水に流し、旗本を共有し合おうということになったのだ。

　とはいえ、それは書類の上で行われた同意。人間の感情はそんなに簡単ではない。ルイオスが気まずそうな顔をしているのも仕方がないだろう。

　同じく同盟相手である〝六本傷〟の頭首ポロロは、笑いを嚙み殺しながらも話を戻す。

「仲がいいのは結構だけど、お互いにそれぐらいにしてくれよ。今日は仕事の話をしに来てるんだからさ。紹しよう介かいしたい人もいるんだし、今日はお行ぎよう儀ぎよく頼むぜ」

「紹介したい人？」

「おう。〝六本傷〟のこれからの事業に出資したいっていうパトロンが見つかってさ。折せつ角かくだからこの機会に顔合わせした方がいいと思って」

「へえ？　何処どこのコミュニティだ？」

「先方が着いたら紹介するよ。トラブルでも無い限りもう着く頃ころ合あいだし」

「あいよ。───それで、ネコミミ御おチビはどんな商談を持って来たんだ？　〝金剛鉄〟の専売契けい約やくとなると、此方こつちにも相応の旨うまみが無いと承しよう諾だくできないぞ？」

　十六夜が挑ちよう発はつ的に笑う。ポロロも同じように歯を見せて獰どう猛もうに笑う。この辺りは実に猫ねこ科らしい。まるで獲え物ものを前にした子供の獅し子しである。

　ポロロは荷から複雑な図面の描えがかれた紙束───設計図のような物を取り出した。

「実は〝金剛鉄〟の鉱山があると聞いた時から、ドワーフたちに設計を頼んでいたんだ。連中ほど鉄の扱いに長たけた種はいないからな」

「設計ってことは、やっぱり何かを造るつもりなんだな？」

「まあね。これがその設計図───通つう称しよう〝精せい霊れい列れつ車しや〟って奴やつだ」

　ドン、と設計図の紙束を叩いて得意げに話すポロロ。

　予想外の提案に、十六夜と飛鳥は顔を見合わせて驚おどろく。

「えっと───〝精霊列車〟、というと？　精霊の力で動く列車ということ？」

　小首を傾かしげて問い直す飛鳥。てっきり武具の製造や城じよう塞さいの建造に使うのかと考えていた彼女にとって、この提案は不可解なものでしかない。

　しかしポロロは瞳を光らせ、ネコ耳を張ってニヤリと笑う。

「そう、精霊の恩恵ギフトと彼らの通る道を奔はしる列車。それが〝精霊列車〟だ。箱庭ってめちゃくちゃ広いけど、利便性の問題とかあって、〝境界門アストラルゲート〟付近しか都市開発されていない事が多いだろ？　まだまだ未開発のまま野ざらしにされてる森や海、資源、そして未開の土地のゲームなんかもあるはずなんだよな」

「それを繫つなぐための〝精霊列車〟？」

　更さらに首を傾げる飛鳥の隣で、十六夜が腕うでを組みながら一考する。

「そりゃまあ、下層の円周だけでも数百万㎞もある都市だからな。未開の土地ぐらいあるだろうよ。でも列車なんか造ったところで、足をカバーできるとは思えないぞ」

「そうね。〝海馬ヒツポカンプ〟の貨物船や、怪かい鳥ちようたちの飛行船の方がいいのではなくて？」

　実際に箱庭ではそれらを生業なりわいにしているコミュニティが数多く存在している。

〝龍角をドラコ持つ＝鷲獅子グライフ〟の〝二翼〟などもそれに該がい当とうするだろう。運うん搬ぱんコミュニティは何時の世でも需じゆ要ようがあるものだが、大事な貨物を預ける以上、信しん頼らいと実績が必要不可欠と言ってもいい。何百年という伝統があるコミュニティが既すでに多く存在する箱庭で新規に参入するには難しい商業だ。

　しかしポロロは首を左右に振ふり、〝精霊列車〟の図面を指す。

「何か勘かん違ちがいしているみたいだけど、俺も普ふ通つうの列車を造ろうってわけじゃない。アンタたちは精霊や悪あく魔まなんかが使う道筋───霊れい脈みやくって知ってるか？」

「霊脈？」

「あ、それなら知っているかもしれないわ。もしかして〝ウィル・オ・ウィスプ〟がランプの炎ほのおを使って一いつ瞬しゆんで移動する時に使ってる恩恵のことじゃない？」

　飛鳥が右手を挙げて告げると、ポロロも頷うなずいて返す。

「少し違ちがうけど、まあ似た様なものだ。要するに自然界に流れる恩恵を円えん滑かつに流すために存在する、世界の血管みたいなものだと考えてくれていい。精霊や悪魔なんかはその霊脈を通って瞬しゆん時じに遠方まで移動することができる。赤い姉ちゃんが言ってるランプの恩恵は、蒼あおい姉ちゃんの力で霊脈に近いものを引いてたのかもな」

　ポロロの呼び方にむっとする飛鳥。

　赤い姉ちゃんが飛鳥で、蒼い姉ちゃんがウィラだというのは分かるが、ペストにしてもポロロにしても、どうして自分を「赤い人」呼ばわりするのだろう。

「まあ、いいけれども。要するに〝精霊列車〟というのは、その霊脈を高速で移動する為ための列車なのね？」

「そういうこと。〝金剛鉄アダマンテイウム〟は様々な恩恵を宿せる万ばん能のうの鉄だからな。加えて都合がいいことにこの霊脈───箱庭の血管が大集結して恩恵が大量に集まってきているのがここ、〝風ふう浪ろうの鉱山〟だったってわけさ！」

　興奮したように鉱山の地図を広げるポロロ。

　十六夜と飛鳥も釣つられて地図をのぞき込む。

「この鉱山の〝金剛鉄〟の埋まい蔵量は異常だ、って話はしたよな？」

「それなら御チビから聞いてる。神域でもあり得ない埋蔵量らしいな」

「そうなんだよな。〝金剛鉄〟や〝オリハルコン〟みたいな〝星の恩恵〟はこの霊脈が何百年何千年という月日をかけて生み出す恩恵。それがこんなに自然発生するはずがない。そこで考えたんだ。もしかしてこの〝風浪の鉱山〟は………誰だれかが霊脈の流れを弄いじくり回して、無理やり恩恵が集中するように、土地そのものを大規模に改造したんじゃねえかな、ってさ」

「土地を、改造？」

「そう！　強力な霊脈………所謂いわゆる、動脈に該当する霊脈は大きく分けて三種類ある。例えば河か川せんや海のような水の流れ。地ち殻かくを流れる溶よう岩がんや木々の腐ふ葉よう土ど。そして台風や天候なんかだな。これらを全すべて緻ち密みつに計算し、霊脈が集まるように山河や大海を人工的に造ることができるなら、恩恵の吹ふき溜だまりを造ることも可能かもしれない」

　はあ？　と素すっ頓とん狂きような声を上げる飛鳥。幾いくら何でも突とつ拍ぴよう子しもない話だ。

　確かに山や海を人工的に造ることができたのなら、天候も自在に操れるだろう。

　台風や大おお嵐あらしを育てるのは他ほかでもない海と山なのだから。

　其そ処こまで考えた十六夜はふと、何か思い当たる節があったかのように思い出す。

「もしかして………〝ヒッポカンプの騎き手しゆ〟の時に見た〝山の上に広がる海〟って、なにか関係があるのか？」

　十六夜が箱庭に来て初めて見た海の光景。

　それが〝アンダーウッド〟の大河の上流に広がっていた〝山の上に広がる海〟である。あの時は箱庭の構造の問題かと思ったが、アレが人造物だったのだとすればその頓とん珍ちん漢かんな土地にも一応の納なつ得とくはできる。

　ポロロは十六夜の質問にニヤリと笑って返した。

「旦だん那なは流石さすがに鋭するどいな。俺も山の上に何で海ができるほどの水が溜たまっているのかが気になって先生に聞いたんだけど、あの山海は〝世界の果て〟から流れ落ちるトリトニスの大おお滝たきとループしているらしい。つまり天から常に水が流れ落ちてるってことな」

「………ということは、〝世界の果て〟に落ちると、あの山海に落下するのか？」

「そういうことさ。そして南側から水樹を通って大河を渡わたり、年月かけて東側のこの場所、

〝風浪の鉱山〟に行きつき、またトリトニスの滝目指して流れていく」

　土地が富む為に必要なのは、巨きよ大だいな流れを断たち切らないことだ。

　清らかな流水、豊ほう潤じゆんな土地、吹き抜ぬける山海の風。

〝世界の果て〟を通じてその流れを造り出し、多大な恩恵を集束させる土地を造った人物がいるのだ。

「それってまさか貴方あなたの先生………〝覆海大聖海を覆いし者〟が造ったのでなくて？」

「おう、先生も一枚嚙かんでたらしいぜ。なんせ海千山千の霊格を持つ人だからな。その辺のノウハウを生かしながら旧〝ノーネーム〟の面々が造ったって話だ」

　ははあ、と呆れたように腕を組む。旧〝ノーネーム〟が造ったということは、金糸雀カナリアも絡んでいたのだろう。

　確かにあの女ならこれぐらい大がかりな事もやりかねない。

　外界でも大規模で大おお仰ぎような建造物が大好物で、何時いつも瞳ひとみを輝かがやかせていたくらいだ。

　もしかしたらイグアスの滝の上流に造られたイタイプダムを見て、自分たちが成した偉い業ぎようのことを思い出していたのかもしれない。

「まあ、霊脈が集中しているのはわかった。で、それをどうやって運搬に利用するつもりなんだ？───いや、率そつ直ちよくに聞こう。時速はどれぐらいだ？」

　運搬業に手を出すならまずはそこを聞いておかねば話にならない。広い箱庭を駆かけ巡めぐるとなるとかなりの速度が要求されるだろう。他のコミュニティの伝統と信頼を奪うばおうというのなら、それらを上回って余りある利便性がなければ始まらない。

　だがそれも心配はいらないとポロロは笑う。

「霊脈の移動は疑ぎ似じ的な空間跳ちよう躍やくに近い。実現さえすれば、霊脈が引かれている場所に限り、数秒から数分で移動可能になる」

「す、数秒………！」

「………物資も含ふくめてか？」

「じゃなきゃ意味ねえだろ。空間跳躍に加えて貨物列車の機能も捨てない予定だから、利便性では〝境界門〟を上回ると思ってくれていい。一度に目的地まで運べる物資も、一車両当たりの量は荷馬車と桁けた違ちがいになることは間ま違ちがいない」

　質問を想定していたかのように即そく答とうするポロロ。

　十六夜は腕を組んだままポロロの提案を熟考する。線路を敷しく手間が無いのなら、〝精霊列車〟の車体を造るだけで土地と土地の移動時間を飛躍的に縮めることが可能だということだ。

　もしもこの〝精霊列車〟が完成すれば箱庭の流通事情は大きく変わる。

　いや、流通だけではない。

〝境界門〟の有う無むに拘かかわらず自由な冒ぼう険けんが可能になれば───今まで知られていなかった、未知のギフトゲームに参加することが出来る機会も増えるかもしれない。

「まずは〝階層フロア支配者マスター〟のある本ほん拠きよがそれぞれ繫がる様に線路を敷く。具体的には〝サラマンドラ〟、〝龍角を持つ鷲獅子〟、〝ラプラスの悪魔〟、〝サウザンドアイズ〟、〝鬼おに姫ひめ〟連盟の五つだな」

「ふぅん………〝アンダーウッド〟と〝煌こう焰えんの都〟は分かるが、他は何処どこの街だ？」

「〝ラプラスの悪魔〟の本拠は北側四桁けたにある〝デイリーウォーカー〟。

　〝鬼姫〟連盟の本拠は北側五桁の〝根の国・殺生宮〟。

　〝サウザンドアイズ〟は本拠が二桁なんで、代わりに各支店を提供してもらう手て筈はずだ」

「あら、随ずい分ぶんと根回しがいいのね」

　感心半分、皮肉半分で飛鳥が告げる。全ての〝階層支配者〟と連れん携けいが取れるように話が通っているということは、彼らも同意済みと考えていい。

〝ノーネーム〟との交こう渉しようでのカードを増やすためだったのだろうが、同盟コミュニティとしてこれは面おも白しろくない。先に通すべき義理を欠いている。

　ポロロもそれを自覚していたのか、僅わずかに頭を下げて続ける。

「非礼は百も承知だ。だがこれは其方そちらに安心して納得してもらうための根回しだと理解して欲しい。治安の責任者である〝階層支配者〟もそうだが、大口の出資者も幾つか心当たりがある。土地の権利はまだ押さえていないが支配者たちの太たい鼓こ判ばんがあれば難しくはない。後は〝ノーネーム〟が〝金剛鉄〟を提供してくれれば、すぐにでも取り掛かかれる企き画かくなんだ」

　緊きん張ちようと熱を帯びた口調で現状を説明するポロロ。

　彼にとっては〝六本傷〟の命運を賭かけた一大企画に違いない。若すぎる頭首である彼がこれほど大きなマネーゲームに参加できる機会はそうそうないだろう。

〝ノーネーム〟としても此こ処こまでお膳ぜん立だてされてしまっては呆あきれを通り越こして感心してしまう。前の同盟会議からたった四か月でよくも此処まで好材料を揃そろえられたものだ。

（三頭龍との戦後処理で〝階層支配者〟が揃ったのが幸いしたのかもしれないわね。事の大きさからして普通にアポイントメントを取って動いていたら、企画を通すだけで数年はかかるもの）

　加えてマクスウェルの魔ま王おうが〝境界門アストラルゲート〟を破は壊かいした事件も効いている。

〝境界門〟を破壊されれば〝煌焰の都〟のような大都市でも隔かく離りされて救きゆう援えんが間に合わないという事例があったばかりだ。

　あの時も〝精せい霊れい列れつ車しや〟があれば各方面から戦力をかき集める事が出来ただろう。超ちよう長ちよう距きよ離りを移動でき、大量の物資の輸送を可能にし、尚なお且かつ大量の戦力を投入できる恩恵ギフトを売り込むには、魔王連盟〝ウロボロス〟の脅きよう威いが鮮せん明めいに記憶されている今が好機だ。

（ポロロ君が私たちへの相談を後回しにしたのは、全てのタイミングが一いつ致ちしたからかもしれないわね）

　商談に動くなら今しかない。この若き頭首はそう判断し、迅じん速そくに動いた。外見の幼さからは考えられない驚きよう愕がくすべきバイタリティである。

「なるほどね………分かりました。そういう事なら後回しにされた件は水に流しましょう。───私からこれ以上の質問は無いけど、十六夜君はどう？　私はいい話だと思うけど」

「………ふむ」

　横にいる十六夜に問う。彼の表情は相変わらず厳しい。

　事が事だけに、流石の十六夜も熟じゆく慮りよしているのだろう。もしも承しよう諾だくするとなると、完成した際の鉄道の利率や物資の卸おろし値ねも取り決めねばならない。かなり綿密な契けい約やく内容が必要になる。今の飛鳥にはまだその辺りに思考の手が伸のびない。

　口惜くやしいと思う反面、こういう時の十六夜はこれ以上ないくらいに頼たのもしい。

　軽けい薄はくな笑えみを浮うかべていない時の彼は、人間的にも魅み力りよく的だと思う。

　シリアスが長続きしないのは、十六夜の根っこが実は恥はずかしがり屋だからなのではないかと最近考え始めている。

　飛鳥もポロロも、それを理解した上で静かに答えを待つ。

「………一つ、確かく認にんしておかなきゃいけない」

「なんだ？」

　ポロロは身構えるように問い返す。此処が交渉の分ぶん水すい嶺れいだと悟さとったのだろう。

　十六夜の眼まな差ざしは何時に無く真しん剣けんだ。どんな質問が飛んできても瞬しゆん時じに対応できるように気合いを入れる。彼は今日の交渉に至るまで様々な手を講じてきた。既すでに資金を提供してくれるパトロンも捕つかまえてある。万ばん事じ抜かりない。

　しかし十六夜の口から出てきた言葉は、ポロロの想像を遥はるかに飛び越えた。




「お前───責任取れるんだな？」




　十六夜の質問に、はてと首を傾かしげる飛鳥とルイオス。

　だがポロロは息を吞のみ、思わず返答に迷った。

　まさかこの段階でこの質問をされるとは思わなかったと内心で舌打ちするが、その苛いら立だちを隠かくす様にとぼける。

「責任………か。何に対しての責任だ？」

「この起業によって起こる、副次的な環かん境きよう変化に対してだ」

「環境変化？　どういうことなの十六夜君？」

　飛鳥は話の核かくが見えないと首を傾げる。

　十六夜は設計図を指先でコツコツと叩たたいて説明する。

「現在、〝境界門〟の開門は一日に十二回。内訳は一いつ般ぱん向けの開門が朝昼晩にそれぞれ四回、積み荷の運うん搬ぱんが二回。これらは場所によりけりだが大きな差は無いはずだ。それは分かるな？」

「え、ええ」

　飛鳥は〝地域レギオン支配者マスター〟に成った時に渡された交通統計の資料を思い出す。それを確認した十六夜は頷うなずいてから続ける。

「荷馬車の交通が一度に二〇〇～五〇〇台。日に六回だから最大で三〇〇〇台の荷馬車が一つの〝境界門〟で交通できると仮定する。これに対して一台の〝精霊列車〟が一日に運搬できる物資の量は、一体何倍になると思う？」

　十六夜から質問を受け、飛鳥は神しん妙みような顔で考え始める。

「えーと………〝境界門〟と〝精霊列車〟の利便性の差は、一度に運べる量よね。ポロロ君の桁違いという言葉を借りるなら、一車両で荷馬車の一〇倍詰つめ込めることになるわ。列車を一〇車両繫つなげて運搬できると仮定した場合、一度の運搬は荷馬車の一〇〇倍？」

「いやいや、そんな単純な話じゃねえよ。実際には一車両に詰め込める物資はもっと増える予定だ。一日の稼か働どう回数も数十回の往復が可能になる。開かい拓たく地や都市部に直通で繫げることも可能だから、速度はもっと増すぜ」

　苦く笑しようするポロロに、飛鳥は驚おどろきで返す。

「それは………凄すごいわね。それが本当なら、〝境界門〟がお払はらい箱になる日も遠くないのではないかしら。単純計算でも数百倍の利便性があるのでしょう？」

「まあね。更さらに言うなら、荷馬車だと物量よりも重量限界の方がネックなんだよな。鉱石のように荷運びが大変な物資を大量に運べる様になれば、今の流通事情は大きく変わる」

「そうだ。その相乗効果で箱庭の開拓も尋じん常じようじゃない速度で広がるはず。そうなると今後百年………いや、十年で箱庭は大きく様変わりするに違ちがいない」

　霊れい脈みやくが通っていれば〝精霊列車〟は陸海空の何処にでも物資を運ぶことが出来る。

　ポロロの話通り霊脈が恩恵の集まる土地だというのなら、そこに住まう幻げん獣じゆうや土地神も多いだろう。

　だからこそ、十六夜はポロロの案に警笛を鳴らす。

「俺が一番懸け念ねんしているのはその点だ。〝精霊列車〟の性能がお前の言う通りのものなら、今まで交通の問題で未開拓だった土地に雪崩なだれ込むコミュニティが大量に現れる。大量の移民と急速な開拓が現地の先住者たちとの抗こう争そうに繫がることは容易に想像できることだ。流通の一極化によって仕事を奪われるコミュニティだって出て来るぞ。甘い汁しるを吸ってる〝地域支配者〟だって黙だまっちゃいない。そんな副次的な争いに、お前は責任取れるのか？」

「………それは、」

　十六夜の指し摘てきに、ポロロはしばし黙り込む。十六夜はあえて指摘しなかったものの、問題はそれだけではない。

〝境界門〟の使用料はその土地の〝地域支配者〟に分配されている。

〝ノーネーム〟が治めている〝境界門〟もそうだ。門の使用料は一人につき〝サウザンドアイズ〟発行の金貨一枚、荷馬車一台で五枚。門の使用料一五％が〝地域支配者〟に納められ、三五％が東西南北の〝階層支配者〟に納められている。残りの五〇％を地域復興や定例祭、魔王が現れた時の軍事資金として運用するのが支配者たちの仕事だ。

　しかし〝精霊列車〟の普ふ及きゆうが進めば〝境界門〟はその役割を終える。

　そうなれば各地の〝地域支配者〟の反発は必至だ。

　ポロロが〝階層支配者〟を先に押さえたのはその辺りの事情を考こう慮りよしていたからだろう。彼らを緩かん衝しよう材ざいにして予想される摩ま擦さつを無くそうと考えていたのだ。

「………なるほどね。旦だん那なも見える人間なわけか」

「それぐらいの見通しを立てられないで交渉になんかくるかよ。それに俺のいた世界じゃゴールドラッシュを筆頭に参考となる歴史は幾いくらでもある」

　十六夜も、ポロロが根回ししていた点は正しく評価している。

　だからこそより大きな視点で語りかけた。

　ポロロも彼が何を言わんとしているのかを察し、重苦しく奥歯を嚙かむ。

「………悪いけど、責任を取れるかどうかは答えられない。箱庭がゴールデンステイトの二の舞いになる可能性だって俺は否定できないんだからな」

　取り繕つくろっても仕方がないと諦あきらめたのか、ポロロは偽いつわりなく本心を告げる。

　───ゴールドラッシュとは、主に一八五〇年前後に北アメリカで起きた出来事を指す。

　当時、新しく発見された金脈に一いつ獲かく千せん金きんを夢見た採さい掘くつ者と開拓者が雪崩れ込んだ。結果として街は栄え、北アメリカは爆ばく発はつ的に人口を増やし、急激に発展していった。

〝精霊列車〟の製造ラインが整えば〝金剛鉄アダマンテイウム〟の採掘が進み、〝風ふう浪ろうの鉱山〟も同じような発展を遂とげていくだろう。

　鉱山を掘ほる工こう夫ふが増え、彼らを食わせる為ための商店が増え、消費が増え、民家が増える。上手うまく事が運べば史上空前の大バブル期の到とう来らいだ。

　しかし事はそれだけに留とどまらない。

〝精霊列車〟は、今の箱庭の文化そのものを大きく変えてしまう可能性があるのだ。

　数年後には都市を繫ぐ起点となるか、或あるいは兵つわものどもが夢の跡あととなることは間ま違ちがいない。

「人が増えれば需じゆ要ようが増える。需要が増えれば消費が嵩かさむ。あらゆるバランスを欠いたままにな。その結果、様々な地域で衝しよう突とつや摩擦が生まれる。絶ぜつ滅めつの危機に晒さらされる種族だって出てくるだろうよ」

「ゴールドラッシュで、土地を奪うばわれたヤヒ族の様に？」

（………ヤヒ族？）

　ポロロの呟つぶやきに一いつ瞬しゆん、十六夜の瞳ひとみに熱が籠こもる。飛鳥はその一瞬を見み逃のがさなかった。刹せつ那なにも満たない時間だったが、彼はその一瞬、怒いかりにも似た激情を瞳に宿していた。

　だがそれも一瞬のこと。

　髪かみを搔かき上げた十六夜は舌打ちと同時に熱を隠し、結論を口にする。

「………そうだな。ま、知ってるなら話が早い。俺が言いたいのは要するに、そういう事件を起こすなってこと。それに対して何らかの答えが提示できないなら、俺はこの交こう渉しようを支持しない」

　断固たる決意を感じさせる口調。

　此これには流石さすがの飛鳥も肝きもを冷やした。何せ今回のゲームの出資者は〝六本傷〟である。

　彼らを怒おこらせて手を引かせてしまえばゲームは台無しだ。

　その補ほ塡てんは〝ノーネーム〟が行うことになるだろう。しかし残念ながらそれだけの資産は〝ノーネーム〟には無い。

　飛鳥がフォローを入れようとすると、それを見計らったように十六夜は肩かたを竦すくめ、

「とは言っても、それは俺個人の意見にすぎねえけどな。〝ノーネーム〟内の一票ってことで聞き流してもいい。お嬢じよう様さまの考えは？」

「わ、私？」

「おう。お互たがいに代表なのは間違いないからな。お嬢様の意見も聞いておきたい」

　突とつ然ぜん意見を求められて言葉に詰まる飛鳥。このタイミングで話を振ふられるとは思わなかったのだろう。少し戸と惑まどったが、すぐに十六夜の意図に気が付く。

　彼は飛鳥に、緩衝役を求めているのだ。

「そ、そうね………純じゆん粋すいにコミュニティの利益を求めるのならこれ以上の話はないわ。なので専売契けい約やくに異論はありません。でも十六夜君が危き惧ぐしている点については考慮しなければいけないと思います。風評被ひ害がいだって考えられるでしょうし、鉄道の利率についても同盟の内外、それに支配者たちとも相談しないと。───なので専売契約そのものは前向きに検討しつつ、マイナス面も対策を考えて行くのがベストでしょうね」

「………うん。〝ノーネーム〟の意思は分かった。前向きに考えつつ、一ひと先まずは保留ってことでいいんだよな？」

「ああ。ゲーム開かい催さい中ちゆうには方針をまとめて、閉会式の夜に意見を出し合うってことで」

　ポロロの問いに、十六夜と飛鳥は共に頷く。この辺りが今の落としどころと判断したのだろう。急せいては事を仕損じると互いにわかっていた。

　何といっても話の規模が大きすぎる。今の箱庭の在り方そのものが変わるかもしれない規模のマネーゲームを始めようというのだ。〝六本傷〟も〝ノーネーム〟も〝ペルセウス〟も〝ウィル・オ・ウィスプ〟も、その場で二つ返事とはいかないだろう。

〝精せい霊れい列れつ車しや〟の設計図の模写を取り出したポロロは、十六夜とルイオスにそれぞれ一束ずつ手て渡わたして今後のスケジューリングに話を移す。

　しかし話が纏まとまろうとした矢先───彼らを嘲あざける様な、豪ごう快かいな笑い声が響ひびいた。

「プッ………クッ、ハ、ハハハハハ[image: !!!]」

「っ、誰だれ!?」

　無ぶ遠えん慮りよ極きわまりない嘲ちよう笑しようが鉱山の街に響き渡わたる。

　声の主は嘲りを含ふくんだまま声こわ高だかに続ける。

「全く、何をもめているのかと思えば………コイツは驚いた！　実に笑える！　呵か々か大たい笑しようだ！　身の丈たけに合わぬほど世界に視野を広げ、背負う必要の無い責任を背負い込むなんざ、増長も甚はなはだしい！　全くもって人間らしい愚ぐ行こうだなァ！」

　───何？　と、四人は一いつ斉せいに警けい戒かい心しんを強める。

　其それは何処どこから響いた声なのか。否いな、何処から聞いていたのか。

　十六夜も、飛鳥も、そしてルイオスも、決して油断していたわけではない。彼らの目を盗ぬすんで盗とう聴ちようしていたとなると並々ならぬ技術か相応の恩恵ギフトが必要だろう。

「………十六夜君」

「動くなお嬢様。鉱山に音が反はん響きようして相手の位置が把は握あくしにくい」

　山脈の谷間に造られた街である〝風浪の鉱山〟は、大きな音を反響させてしまう為に音源が何処かわかりにくいという特性がある。春日部耀が同席していたのなら把握するのは容易たやすかっただろうが、十六夜にそこまでの聴ちよう覚かくは無い。

（何処に隠かくれていやがる………？）

　感覚を研とぎ澄すまして出方を窺うかがう。交渉の内容が内容だ。間かん諜ちようを送り込んできたコミュニティがいてもおかしくはない。場合によっては捕つかまえる必要もある。

　何処から相手が現れてもいいように、腰こしを上げて臨戦態勢に入る三人。

　その時、山脈に悲鳴が響いた。




「うわああああああああ暴れ牛だああああああッ[image: !!!]」




　───はい？　と、一同は一斉に素すっ頓とん狂きような声を上げた。

　当然だが、こんな鉱山の真ん中に農畜があるはずもない。

　幾ら何でもそれは無いだろうと眉まゆを顰ひそめる四人。しかし大通りの向こうには、確かに蹄ひづめで巻き上げられたかのような土つち煙けむりが立っている。僅わずかだがカフェも揺ゆれている気がした。

　ズドドドド[image: !!!]　と鳴り響く爆ばく走そう音。

　車輪の回る音が聞こえるということは、荷車か戦車チヤリオツトを牽ひいているのだろう。

　しかも響いてくるのは地じ響ひびきだけではない。

　土煙の向こうからは稲いな光びかりと雷らい鳴めいのようなものまで鳴り響いている。幻獣かそれに類するものが暴れているのだろう。迫せまりくるその気配に、飛鳥がいち早く立ち上がった。

「どうやらのっぴきならない響きね………[image: !!!]」

「ああ。只ただの牛が暴れているわけじゃなさそうだ。───よし、ルイルイ任せた！」

「はあ!?　何で僕が!?」

「だって腐くさりかけだもの。消費期限も過ぎてるんだから使わないとね」

「それ腐りかけじゃなくて腐りきってるからなッ[image: !!!]　自分の発言ぐらい統一しろッ[image: !!!]」

　バン！　とテーブルを叩たたいてカフェを飛び出すルイルイ。

　ここで飛び出す辺り彼らのノリが分かってきたのだろう。或いは組織的パワーバランスを考慮したのかもしれない。力の無いコミュニティの長おさは体を張るしかないのだ。舌打ちをして、鉱山街の大通りの中心に仁に王おう立だちする。

　ハルパーを取り出した彼は土煙の向こうから来る暴れ牛を待つ。徐じよ々じよに近づく激しい地響きと稲光を前に、ルイルイは瞳を細めた。

（雷鳴………だけじゃないな。土煙が湿しつ気けを含んでる。水すい棲せい型か？）

　水棲型の牛の幻げん獣じゆう。しかも雷かみなりを携たずさえているとなるとそれほど種類が多いタイプではない。ルイルイはざっと頭の中で辞書を開く。雷を携えるだけでもかなり高位の幻獣だ。湿気を含んだ土煙ということは疾しつ風ぷうの恩恵も宿しているのかもしれない。

　雷鳴を響かせ。

　旋せん風ぷうを吹ふかせ。

　清水を身に纏う牛の幻獣となると───

「───三種複合属性………天候の恩恵？　え、ちょっと待て！　あれ土煙じゃなくて、雷らい雲うんじゃないのか!?」

　ルイルイが悲鳴を上げる。だがそれも仕方がないだろう。

　大地から巻き上がっていたのは土煙ではない。鉱山街の中心で雷鳴を轟とどろかせていたのは───大地から巻き上がった積乱雲である。

　牛が牽いているのは、積乱雲を纏った鈍にび色いろの戦車だ。

　そんな怪かい物ぶつじみた牛が只の暴れ牛なはずがない。

　神格の気配を感じ取ったルイルイは蒼そう白はくになって叫さけぶ。

「冗じよう談だんじゃない！　オイ、そっちの馬ば鹿かコンビ！　お前らも手を貸せ！」

「「え、やだ」」

「よし、やだ!?　え、やだ[image: !!?]」

「「断固やだ」」

「ＤＡＮＫＯＹＡＤＡ[image: !!?]　ええい、同盟の絆きずなは何処に逝いった[image: !!?]」

「絆の奴やつならさっき死んだよ」

「良い人だったのにね。合がつ掌しようしましょう」

　パンパン、と両手を叩く二人。ルイオスは血管がはち切れそうなほどに青筋を立てたが───もう、色々と遅おそかった。

「ＭＯＯＯＯＯＯＯＯＮ[image: !!!]」

「ぎゃああああああああ[image: !!!]」

　巨きよ大だいな天候牛に吹き飛ばされ絶ぜつ叫きようするルイオス。

　合掌する問題児。

　茶を啜すすっていたポロロはふと、何かに気が付いたように呟く。

「あ………茶柱立った」

「そう、よかったわね」

　小さな幸せを見つけてホクホクとネコミミを伸のばすポロロ。十一歳でこんなささやかな幸せを享きよう受じゆできてしまう程度には普ふ段だんの彼は苦労人なのだろう。

　そんな安あん穏のんとした空気を漂ただよわせるカフェに、積乱雲の中から呆あきれかえった声が響いた。

「───なんだァ？　仲間が撥はね飛ばされたっていうのに、随ずい分ぶんな反応じゃねえか」

　拍ひよう子し抜ぬけしたというような苦笑いを含んだ声。近くで聞くと随分幼く聞こえる。

　戦車の座席から立ち上がった男が手を翳かざすと、積乱雲が霧む散さんして晴れていく。それに合わせて二頭の天候牛が跪ひざまずいた。

　声の気配から先ほどの笑い声の主であることが窺える。

　靄もやの向こうからでもわかる並々ならぬ気配に、十六夜は不敵な笑えみを浮うかべた。

「そりゃこっちの台詞せりふだ。うちの同盟相手を轢ひき飛ばしといて詫わびの一つも無いとはどういう了りよう見けんだ？」

「そりゃ済まなんだ。だが飛び出してきたのは其方そつちじゃなかったか？」

「だからどうした。交通法じゃ問答無用で轢き殺した方が慰い謝しや料りようを払はらうっていうのが世界全土異世界共通の筋ってもんだろうが」

　まるで当たり屋の言い分である。ちなみにルイオスは死んでない。

「なるほどな。そいつは一理ある。なら出資者の一人としてその辺も御ご相そう談だんさせてもらおうじゃねえか」

　男は笑いを嚙かみ殺しながら戦車から降りる。其そ処こで十六夜と飛鳥は思わず目を丸くした。その男の衣服が余りにも突とつ飛ぴだったからだ。

　天候牛の戦車から降りてきた男───恐おそらくは東洋系と思われるその男は、意図的に着き崩くずしたワイシャツの上からジャケットスーツを着込み、煙草たばこに火を点つけながら此方こつちを見ている。煙草の銘めい柄がらを確かく認にんした十六夜はそれがマイセンだと知って二度驚おどろいた。

　歳としは三十代前半だろうか。見れば彼が着込んでいるジャケット、ワイシャツ、革かわ靴ぐつ、その全すべてが十六夜の知る有名ブランドだ。一体この箱庭のどこで手に入れたというのだろう。

　だがしかし、二人が本当に驚いたのはそんなことではない。

　二〇〇〇年代の文化を匂におわせるその男は───二人の見立てが正しいのであれば。

（………おい、お嬢様）

（何よ）

（コイツ、人間だよな？）

　そう───神格を宿しているだろう天候牛を率いていたこの男は、間違いなく人間だ。ルイオスの様に神しん霊れいの血が混ざっているというわけでもない。

　箱庭に来てから幾いく多たの修しゆ羅ら神仏と相対してきた二人だが、目の前の男から感じる気配はその何いずれにも該がい当とうしない。

　敢あえて似ている者を挙げるなら───三人の異邦人もんだいじのそれに近い。

　存在感も威い圧あつ感かんも破格の力を漂わせているものの、この男の気配は完かん璧ぺきに人間のもの。そんな謎なぞの男が神格を持つ牛の戦車から降りてきたのだ。如何いかに二人でも驚くだろう。

　飛鳥は十六夜の問いに答えない代わりに、出資者を名乗る男に問う。

「失礼ですがお名前は？　それとも轢き逃にげ犯とお呼びした方がよろしいでしょうか？」

「名前？───ああ、そうか。人間に降天すると名前も新しく考えにゃならんのか」

　面めん倒どくせえな、と呟つぶやきながら煙草を咥くわえる。考える、ということは偽ぎ名めいを告げるつもりなのだろうか。何にせよ今から考えるとは暢のん気きなことである。

　しかし偽名を考える素そ振ぶりにしては、男の目に真しん剣けんな輝かがやきがあった。

「名は帝たい………いやいや、流石さすがにまんまじゃ不味まずいよな。なら捩もじって御み門かど………ああ、此これなら霊れい格かくを落とし過ぎることもねえな。それに今の役割とも一いつ致ちする。よしよし、コレで行こう」

「───……？」

　あら？　と、久く遠どう飛鳥は其処で何かに気が付く。

　気のせいかもしれないが、この男の声を何処かで聞いたことがある気がした。何故なぜだか知らないがこの声の主と、何か重要な約束をしたような記き憶おくが頭の片かた隅すみにある。それが何時いつ何処で交かわされたのか思い出せなくて首を傾かしげる。

　一方、ガリガリと頭を搔かきながらしばらく考え込んだ男は、試行錯さく誤ごの末、己おのれの偽名を自じ慢まんするように名乗った。

「よし………決めた！　俺の名前は御門───そう、御門釈とく天てるだ！」

「───な、」

　全員が一斉に啞あ然ぜんとする。御門釈天はその反応に気を良くして続けた。

「所属コミュニティは上層を繫つなぐ〝忉とう利り天てん〟。この度たびは〝護ご法ほう十じゆう二に天てん〟の使者として、〝精せい霊れい列れつ車しや〟の開発に協力しにきてやった！」

　ドヤァ！　と、完璧な偽名だという自負を込めて名乗る帝たい───否いな、御門釈天氏。

　その仕草、その偽名、そしてその身に纏まとう黒くろウサギ系の残念オーラ。

　此れだけ推理する要素が揃そろっていて見破れない人間は、箱庭にはいないだろう。

「おい、ネコミミ御おチビ。まさかコイツ………」

「………はい。間違いないっす」

　露ろ骨こつに嫌いやな顔をする逆廻十六夜。

　唇くちびるの端はしをヒクつかせる久遠飛鳥。

　瓦が礫れきの下で顎あごが外れるほど衝しよう撃げきを受けるルイオス。

　痛い頭を抱かかえて後こう悔かいするポロロ＝ガンダック。

　四人は四人とも、目の前の人物の正体に心当たりがあった。

　気配こそ人間だが、その正体は隠かくしているつもりで隠せていない。何よりも黒ウサギさえ上回る圧あつ倒とう的残念オーラが正体を物語っている。

　そう───この男こそ黒ウサギの、そして〝月の兎うさぎ〟の主祭神。

　鵬ほう魔ま王おう曰いわく、〝動けばいらないことしかしない駄神〟。

　蛟こう魔ま王おう曰いわく、〝天界のヤンキー兄ちゃん〟。

　武神衆・〝護法十二天〟の長にして箱庭の都市を統すべる一人。

　最強の軍神（笑）〝帝たい釈しやく天てん〟その人である───[image: !!!]







[image: ]

　───〝風ふう浪ろうの鉱山〟居住区画の露ろ店てん街。

　山脈の谷間に造られた露店街は蛇へびの様に細長い道にずらりと店が並んでいる。

　衣類や食器類などの雑貨は勿もち論ろんのこと、鉱山で採れる鉱石を加工して作られた装そう飾しよく品も数多く売られていた。

「新しく拓ひらいたばかりなのに、色んな出店が出てるね。思ったより賑にぎわっててよかった」

「ＹＥＳ！　〝風浪の鉱山〟の初ゲームは大だい盛せい況きようなのです！」

　春日部かすかべ耀ようとアーシャ＝イグニファトゥス、そして黒くろウサギの三人は、アーシャの買い物に付き合う為ために露店街へと足を運んでいた。

　露店の中には無む銘めいの逸いつ品ぴんも多いのだろうが、こういう目め利ききは春日部耀の不得意な分野だ。曲がりなりにも芸術家の娘むすめとしてそれはどうなのかと思うが、才能が無いものは仕方がない。此こ処こは素す直なおに買い食いでも楽しむべきだろう。

　耀は瞳ひとみを輝かせながら露店を指さす。

「ゲームにエントリーしてたからお昼まだなんだけど、二人も食べるよね？　ね？」

「ＹＥＳ！　黒ウサギもお煎せん餅べいしか食べてないので大だい歓かん迎げいです！」

「審しん判ぱん業そっちのけだったけどな」

　グサリ、とアーシャが黒ウサギに言葉の棘とげを刺さす。耀とグリフィスの戦いを放置して差し入れのお煎餅を齧かじっていたのだから、これぐらいの報むくいは当然だろう。

　アーシャはやれやれと呆れてから、一つの衣服屋を選んだ。

「私はちょっと買うものがあるから、買い食いするならその辺で待ってろよ」

「わかった」

「ＹＥＳ！　ではお待ちしている間におススメの店を探しておくのです！」

　ウサッ！　とウサ耳アピールをしながらアーシャと別れる。

　二人は店から離はなれすぎないで出店を物色し始めた。

　鉱山の近きん隣りんで獲とれる食材は限られているが、幸いなことにこの近くには河も森もある。山頂から流れる河か川せんで獲れた〝金きん目め禿はげ〟の姿焼きを食べつつ、二人はアーシャを待つ。

　耀が三匹びき目を食べ終わった頃ころ、黒ウサギが耀に問うた。

「アーシャさんのご相談とは何なのでしょう？　やはりコミュニティの事でしょうか？」

「だと思うよ。ジャックが居なくなってからウィラも気落ちしちゃって、今後の方針も定まって無いみたいだし。やっぱり不安なんだと思う」

　そう言って七匹ひき目の〝金目禿〟を口に運ぶ耀。

　黒ウサギは一匹ぴき食べて満足したのか、串くしを手の上で回しながら持論を広げる。

「コミュニティの主力というのは戦せん闘とう力に限ったものではありません。執しつ務む、外交、工こう房ぼう整備ｅｔｃ．………様々な分野でその才を発揮するものが組織の主力と成りうるのです」

「そういう意味じゃジャックはオールマイティな人材だったんだろうね。参加者プレイヤーも主催者ホストも出来て内外全ぜん般ぱんを取り仕切っていたんだから」

　八匹目を食べ終わったところで耀は目を伏ふせた。彼ほど人徳の高い幽ゆう鬼きは箱庭広しといえどまず居ないだろう。

　子供を愛し子供に愛されたカボチャの道どう化け師し。ジャックの存在は〝ウィル・オ・ウィスプ〟のみならず〝ノーネーム〟にとっても大きかった。

　耀にとっては初めての敗北を喫きつした相手でもあるのだから。

「結局、ジャックには勝ち逃げされちゃったな。何時かはリベンジするつもりだったのに。〝アンダーウッド〟で助けてもらったお礼も出来ないままだった」

「………耀さん」

　ジャックには恩もあった。借りもあった。そのどれ一つとして返せないまま彼は光となって消えていった。明朗快活なあの笑い声を耳にすることは、もう二度とない。

　付き合いの長いアーシャならもっと思うところがあるのだろう。相談に乗ることでその傷が少しでも癒いえるのなら、いくらでも話を聞こうと耀は思った。

　耀が二十七匹目の〝金目禿〟に嚙かぶり付いた頃。衣服屋の中からアーシャが出てきた。

「よっ。お待たせ」

「ううん。そんなに───」

　待ってない、と。言葉は続かなかった。そしてポトリと金目禿が落ちた。

　耀は瞳を瞬しばたたかせて驚おどろき啞然とする。その驚き様は尋じん常じようではない。あの気持ちのいい大食娘の春日部耀のその手から、金目禿の姿焼きが落ちたほど衝撃を受けていた。

　隣となりに立っていた黒ウサギも同様だ。ウサ耳を跳はねさせて驚いている。

　それほどまでに、衣服屋から出てきたアーシャは異様だった。

「えっと………アーシャ、だよね？」

「おう。アーシャ様の初スーツ姿だ。似合うだろ？」

　言葉とは裏腹に物静かな立ち姿で答えるアーシャ。普ふ段だんのゴスロリツインテールから一転、今はタイトなスーツに身を包みネクタイを首に締しめている。ロングストレートに青あお髪がみを下ろしたその姿からは子供っぽさが消え、僅わずかだが洗練された雰ふん囲い気きを感じさせている。服装が変わっただけで人はこんなにも変わるのかと、耀は内心で呟いた。

　今まで遠方のギフトゲームに参加しに行くときは街中でも常にゴスロリ衣装を身に纏っていたというのに、どんな心境の変化があったというのだろう。

　そんな視線を感じ取ったアーシャは、表情を強こわ張ばらせてため息を吐ついた。

「………まあ、そういう反応になるよな。アンタ達の前ではずっとゲーム用の衣装を着ていたわけだし。あの服もあれで着納めだと思うと色々と感かん慨がい深いよ」

「着納め………え、え？」

　耀は意味が分からず混乱する。一方、黒ウサギは事情を察して息を吞のんだ。

「アーシャさん。もしや参加者を引退なさるのですか？」

「い、引退!?」

「そうだよ。ギフトゲームプレイヤー・〝アーシャ＝イグニファトゥス〟は店みせ仕じ舞まい。此れからはコミュニティの参さん謀ぼうとして運営に関かかわるつもりだから、よろしくな！」

　背せ伸のびした様子でネクタイを締めるアーシャ。耀は益ます々ます以もつて混乱した。

「う、運営って………そ、それはつまり、主催者側に回るってことだよね？　立ち位置が変わるってだけでギフトゲームには参加し続けるってことで、」

「なわけねえだろ。ギフトゲームは参加者より主催者をやるほうが難しいんだっての」

「ＹＥＳ。ギフトゲームの開かい催さいを生業なりわいとするには興行収入が得られるような大規模な施し設せつや恩恵ギフト、そして人材が必要となります。今の〝ウィル・オ・ウィスプ〟にギフトゲームを開催するための資本を集めるのは不可能なのです」

　珍めずらしく強い言葉で言い切る黒ウサギ。

　耀は対照的に、終始啞然としている。どうして突とつ然ぜんこんなことを言い出したのか見当がつかない。そもそもついさっきまで、彼女はギフトゲームに参加していたではないか。

「ま、まさか………わ、私の所為せいで？　さっきあんな勝ち方しちゃったから、それで、」

「ちーがーう！　勘かん違ちがいすんなっての！　引退は前々から決めてたんだよ。今回のゲームで成績を残せなかったら参加者は引退するって。だから………その、なんだ。耀に負けたのはある意味で良かったよ。逆に踏ふん切りがついた。やっぱりお前は凄すごいわ」

　パンパン、と耀の肩かたを叩たたいて明るく振ふる舞まうアーシャ。

　その様子を神しん妙みような顔で窺うかがっていた黒ウサギは、静かに問いかけた。

「………アーシャさん。よろしければ、事情をお聞きしても？」

「事情ってほどのことでもないけど………まあ、よくある話だよ。私が参加者をやってたところでコミュニティの食い扶ぶ持ちを稼かせげそうに無いからさ。───私、才能無いし」
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「そ、そんなこと！」

「耀さん。お静かに」

　黒ウサギが耀を制する。今は話を聞くべきだと思ったのだろう。アーシャの瞳は何時いつになく真しん剣けんだ。引退を決意するには、並々ならぬ決意があったに違ちがいない。

　近くの縁えん台だいに腰こしを下ろしたアーシャは、天を仰あおいで少し遠い目をする。

　青い長ちよう髪はつを山脈から吹ふき下ろした風に靡なびかせ、自分に言い聞かせるように呟つぶやいた。

「功績を多く残せるような一流の参加者っていうのはさ、箱庭の世界の花形なんだよ。幻げん想そう的な舞ぶ台たいに立って、難なん攻こう不ふ落らくの試練ゲームを越こえて、無理難題を解き明かす。大人たちは熱ねつ狂きようし、子供たちは憧しよう憬けいを込めてギフトゲームを見るんだ。………私も昔、憧あこがれたギフトゲームがあってさ。弱っちい癖くせに参加者であることに拘こだわったのはそういうわけ」

　それは以前、黒ウサギから聞いたことがあった。

　箱庭の子供たちはコミュニティの旗を見上げて育つ。

〝あの旗に見合う大人になりたい〟という願いを胸に、彼らは組織の参加者たちに憧憬の眼まな差ざしを向けるのだと。

「………アンタたち二人は、〝鬼おに姫ひめ〟連盟の収しゆう穫かく祭を見たことあるか？」

「〝鬼姫〟連盟？」

「北側の〝階層フロア支配者マスター〟ですね。六人の東洋系鬼姫が集まってできたコミュニティだとウサ耳に挟はさんだことがございます」

「そう、そのコミュニティ。そこで年二回、大だい楼ろう閣かく〝殺生宮〟を中心に開かれる東洋系の収穫祭があるんだよ。それが私が初めて見たギフトゲームだったんだけど、これがもう超ちようド派手なお祭りだったわけ！」

　両りよう腕うでを広げ、子供のように顔を輝かがやかせる。

　それは耀も見たことがないくらい輝いた笑え顔がおだった。有りっ丈たけの羨せん望ぼうと憧憬を込めて、アーシャは収穫祭の風景を思い浮うかべる。

「狐きつね火びで作られた七色の花火で夜空を飾かざって、仙せん薬やくの香こう炉ろで城下を満たしてさ！　酒しゆ宴えんの席では八つ首の龍りゆうが酒さか樽だるを賭かけ金に、昼夜問わずの決けつ闘とうを繰くり広げてんの！　そして茶席では命みよう婦ぶたちが自分たちのコミュニティで採れた新芽の茶を献けん上じようして、その年一番の茶ちや坊ぼう主ずを決めるのさ！　そんなお祭り騒さわぎを七日七晩ぶっ続けに開催して………収穫祭の最後には、大楼閣の屋根に鮮あざやかな六つの旗が靡くんだ。今思い出しても本当に、………本当に、夢の様な遊戯ゲームだったんだ」

　瞳を輝かせて語るその姿は、まるで幻想の国に迷い込んできた少女のようだ。

　だがそれも仕方ないだろう。

　ジャックと共に箱庭に召しよう喚かんされて来たのなら、アーシャが箱庭に来てから僅か三年ほどしか経たっていないことになる。

　西洋の国から東洋文化の色が濃こい〝鬼姫〟連盟のゲームに参加したのなら尚なお更さら、箱庭の世界の異文化が眩まぶしく見えたに違いない。

「───強く、思ったよ。私もあんな舞台に立ちたいって。だからウィラ姐ねえとジャックさんに無理言って、私もギフトゲームに参加させてもらって………あの青い衣装もさ、〝ヤホホホ！　ギフトゲームに出場するなら、素す敵てきな一いつ張ちよう羅らを用意しなければ！〟って、ジャックさんが手製で作ってくれたんだ」

「………そう、なんだ」

　耀は相あい槌づちを打ちながら、僅かに衝しよう撃げきを受けていた。アーシャの語りから、如何いかに彼女がギフトゲームの参加者に拘っていたかを感じたからだろう。

〝ウィル・オ・ウィスプ〟は主催者側がメインの活動だと以前に告げていた。

　それにも拘かかわらず遠方の〝火龍誕生祭〟や〝アンダーウッド〟に足を運んでいたのは、アーシャに経験を積ませようというジャックの親心だったに違いない。

　決して裕ゆう福ふくではないコミュニティの中で少しずつ功績を重ね、何時かは大成して欲しいという願いがあったはずだ。

　───なのにどうして。

　今になって引退を口にするのか、耀は理解できなかった。

「………アーシャ。それだけ強い想おもいがあるのなら、引退なんてするべきじゃない。ジャックと過ごしてきた日々を無む駄だにしない為ためにも、」

「でもそれじゃ、うちの子供たちが食べていけない」

　反論を一いつ切さい許さないほど鋭するどく、アーシャは即答した。

　耀は気き迫はくに押され、思わず言葉を飲み込む。その視線は、ゲーム中に彼女が見せたどんな表情よりも熱が籠こもっていた。

「───ジャックさんは、もう居ない。あの人は蒼そう炎えんの旗印シンボルに殉じゆんじて死んだ。なら私は組織の二番手として動き始めないと。私が夢を見ていられる時間は………終わったんだ」

　一流の参加者として、この修しゆ羅ら神仏の集つどう箱庭に名を刻む。この世界の住人なら誰だれもが一度は抱いだく本ほん懐かいを彼女は諦あきらめた。

　新しい道を歩むために、アーシャは青あお髪がみを下ろしてスーツ姿になったのだ。

「………なあ、黒ウサギ。アンタならわかるんじゃないか？　この箱庭で何十人って子供を食べさせる苦労ってやつがよ」

「ＹＥＳ。耀さんや十六夜いざよいさんたちが召喚されるまでの三年間は、二〇〇年の人生で一番辛つらい日々でございました」

「だろうなあ。うちはウィラ姐がいるからまだ参加者としての面めん目ぼくも守れそうだけど、アンタの所は実力者がいないまま一人でやりくりしなきゃいけなかったんだもんなあ。厳しさで言えばアンタの方が厳しかったか」

「いえいえ。黒ウサギは白しろ夜や叉しや様に審しん判ぱん業を斡あつ旋せんしていただいていたので、食べていくだけならまだ何とかなったのですよ」

　そっか、と呟いてお互たがい微笑ほほえみを浮かべる。それは〝守ら子れる側供〟から〝守る側大人〟になることを決意した者が浮かべる笑みだった。

　真正面から耀を見み据すえたアーシャは彼女の手を強く握にぎって夢を託たくす。

「───〝ウィル・オ・ウィスプ〟は、私が守る。才能が無い私なりにさ。だから耀。アンタは舞台の上で、一流の参加者プレイヤーとして輝けよ。そしたら私たちの唯ゆい一いつの勝ち星を、何時いつか子供たちに誇ほこれる時が来るだろうからさ」

〝火龍誕生祭〟でジャックと共に上げた勝ち星。

　その星に子供たちが新しい憧憬を抱けるように。

　耀は僅かに瞳ひとみを潤うるませながら、アーシャの手を強く握り返した。

「………わかった。約束する。私はもう………誰にも、負けたりしない」

「おお、これは大きく出たな！」

「ＹＥＳ！　それはつまり開かい催さい中ちゆうのギフトゲーム〝金こん剛ごうの鉄火場〟の優勝宣言と取ってもよろしいのでしょうか？」

　シリアスから一転、ニヤニヤと意地悪な笑みを浮かべる二人。

〝金剛の鉄火場〟の決勝には十六夜や飛鳥あすかを筆頭に見知った実力者も出場する予定だ。彼らの実力を知るのならばおいそれと優勝宣言は出来ないだろう。

　しかし耀は臆おくすることなく微笑んだ。

「うん。私は誰が相手でも負けない。それが例え───十六夜や飛鳥でも」

「ほ………!?」

「へ………!?」

　絶句する二人。まさかそう返すとは思わなかったのだろう。

　耀は気負うこともなく、逆に晴れ晴れとした表情を浮かべた。反射的に口にしておいてなんだが、その目標が気に入ったらしい。

　拳こぶしを強く叩き、天に向かって振り上げた。

「十六夜にも、飛鳥にも負けない。………うん。そうと決まったら作戦を立てないと！　鉱山で使えそうな恩恵が無いか露ろ店てんを見て回るから、二人も付き合って！」

「お、おい！　本気かお前!?」

「く、黒ウサギはそろそろ次の予選の準備に向かわないと───[image: !!!]」

　ウサ耳を跳はねさせて抗こう議ぎするが、走り出した耀を止められる者などこの場には居ない。耀はアーシャの手と黒ウサギのウサ耳を握り締しめて飛び出す。

　アーシャとの約束もあるが、急成長を遂とげた彼女は心の何処どこかで、ずっと試ためしてみたいと思っていたことに気が付いたのだ。

　逆さか廻まき十六夜と、久く遠どう飛鳥と、春日部耀。

　果たして今の三人は───誰が一番強いのか、と。




　　　　＊




　───一方、その頃ころ十六夜は。




「てい！」




「グアアアアアアアやられたあああああああああああ！」




　悲鳴を上げて岩がん盤ばんに突つき刺ささる参加者たち。頭から胴どう体たいの中ほどまで突き刺さった参加者たちは一目見て分かる様にゲーム続行不可能だ。

　耀は〝武力で勝つことはゲームの趣しゆ旨しから離はなれている〟と言って拒こばんでいたが、喧けん嘩かを売られた分にはその限りではない。

　初めは大地に関連する種族を相手に採さい掘くつで真っ向勝負を挑いどむのも乙おつなものかと思い、鶴つる嘴はしを片手に怒ど濤とうの勢いで掘ほり進んでいたが、予選の終しゆう盤ばんになれば採掘した鉱石を奪うばおうとして襲おそい掛かかる輩やからも増えてくる。上位争いをしていた十六夜も当然のように狙ねらわれ、結果として殴なぐり飛ばすことになったのだ。

「───ったく。採掘ゲームで奪い合いを始める馬ば鹿かがこんなに多いとは思わなかった。此これはルール内容も一考したほうがいいな」

　パンパン、と埃ほこりを払はらう。このギフトゲームは本選と予選とで主しゆ催さいの意図が異なる。

　予選は大量の鉱山夫を募ぼ集しゆうするのが目的だ。参加して鉱石を採掘するだけで賃金が発生するのは大量の鉱山夫を集める為だ。

　本選は〝金剛鉄アダマンテイウム〟で出来た武具を貸し出して、実力者にその性能を振ふるってもらう、いわば新商品のデモンストレーションを兼かねている。予選通過した者たちに武具の有用性を確かく認にんしてもらうことで幅はば広ひろくその性能を知ってもらおうというのだ。

（予選で遠回しに略りやく奪だつ行こう為いを了りよう承しようしたのは、本選に腕うで自じ慢まんが残り易やすいようにという狙いだったんだろうが………これじゃ逆効果だな。肝かん心じんの鉱山夫が二の足を踏ふむようなゲーム構成にするのはよろしくない）

　定例祭を狙っているのなら、安定して参加者を呼び込めるようにゲームバランスも一考する必要がある。主催者ホストの道は奥が深いな、と十六夜は腕うでを組んで笑った。

　同時に、ゲーム終しゆう了りようの銅ど鑼らが響ひびき渡わたる。何時まで経っても帰ってこない黒ウサギの代役として、狐きつね娘むすめのリリがマイクで終了を告げる。

『よ、予選Ｆグループ終了です！　現時点で一番採掘量が多いのは───え、えっと、釈とく天てる様！　お願いします！』

「おう。一番多いのは逆廻十六夜だな」

『や、やった！　十六夜様、予選通過ですよー！』

　ひょコン！　と狐耳を立たせて十六夜に手を振るリリ。

　十六夜は苦笑いでそれに応こたえる。

（しっかしあの野や郎ろう。黒ウサギと同じ〝審判権限ジヤツジマスター〟でも持ってやがるのかね）

　帝たい───否いな、御み門かど釈天氏が黒ウサギの代役を買って出てくれたのはありがたかったが、かといってそのまま協力させるわけにもいかず、世話係として同行していたリリを間に挟はさんで審判に立たせることになった。

　なにせ本人は正体を隠かくしているつもりだが、全く隠せていない。

　何者かバレて大おお騒さわぎになるくらいなら此こ処こはリリに頑がん張ばってもらおうという話でまとまったのだ。

　肩かたを回しながら退出していると、ポロロが少し緊きん張ちようした顔で労ねぎらいに来た。

「お疲つかれさん、十六夜の旦だん那な。圧勝だな」

「予選で負けたら話にならねえからな。───と言いたいところだけど、俺に言わせりゃラッキーパンチみたいなもんだ。喧嘩売られなかったら勝負はどう転んでたかわかんねえよ。ゲームのアンバランスさに助けられただけだ」

　大地の精せい霊れいやドワーフなど、採掘に特化した種族は何人もいたはずだ。十六夜は超ちよう身体能力を備えているものの、基本は鶴嘴一本で戦うしかない。

〝金剛鉄〟を多く含ふくんだ場所を選べる目め利ききがいたのならそれだけで苦戦を強しいられていたことだろう。

「ふーん………何か意外だな。旦那は〝勝負は何が何でも勝つ！〟っていう主義かと思っていたけど」

「そりゃ勝つさ。ただし、ルールと趣旨に則った上で圧勝するっていうのが一流のゲームプレイヤーってもんだろ。ゲームなんて所しよ詮せん、コミュニケーションツールだからな。本当は勝ったり負けたりするもんなんだよ」

　無論、中には例外がある。例えば敗北がそのまま組織の進退に関かかわるようなゲームは、あらゆる手段を使って勝たねばならないだろう。一流のゲーマーとは無敗の者ではなく、真に負けてはいけない戦いで負けない者を讃たたえる時に使う言葉だと十六夜は考える。

　そういう意味では、今回の十六夜に必勝の心構えが無かったというのは間ま違ちがいではない。採掘に役立つ恩恵ギフトを十全に調べて挑んでいたのなら、他ほかの参加者に圧あつ倒とう的な差をつけることが出来ただろう。

　それをしなかったのは慢まん心しん云うん々ぬんではなく、主催者側の意図に地域活性化の狙いがあったからだ。十六夜が本気を出して勝ちに行ったら、他の参加者が二の足を踏んでしまう可能性が高いのだ。

「採掘ゲームはあくまで俺たちがやってるマネーゲームの一いつ環かんでしかねえ。こんなもんに俺が本気になったら場が白けちまう。───だろ？」

「それはそうだけど………意外だな。旦那はそういう配はい慮りよをしない人間だと思ってた」

「時と場合によるんだよ。気分屋なもんで」

　言いながら大きく欠伸あくびをする。ポロロはそういうものかと小首を傾かしげる。

　───だが、十六夜らしくないと言えば確かにらしくない。

　少なくとも箱庭に召しよう喚かんされたばかりの頃の十六夜ならば勝ち方を選ぶこともしなければ躊ちゆう躇ちよもしなかったはずだ。あれこれと言い訳をしてはいるが、そもそも言い訳という行こう為いそのものが彼らしくない。今までの十六夜ならあれこれ言わずにスッパリと「つまらないからだ」と一言で断じていただろう。

　そうなると考えられる理由は一つ。

　要するに、ギフトゲームに対してモチベーションが低下しているのだ。

「………スランプかな」

「え？」

「いや、なんでもない。この後の予定は？」

「釈天さんの接待。あれでも出資者だからな、機き嫌げんは取っておかないと。今はルイルイとグリーさんが準備を進めてるよ」

　途と端たん、十六夜は苦い顔をした。グリーとは鷲獅子グリフオンのグリーのことだろう。人化の術を使えば接待も出来るかもしれないが、人型のマナーに関してはまだまだ不慣れな点が多い。この間も素すっ裸ぱだかで本ほん拠きよを歩き回って女性陣じんを怒おこらせたばかりである。

　御門釈天がどれだけ破は天てん荒こうな男かはまだ測れないが、初対面でも気にせず素っ裸になる男に接待を任せるわけにはいかない。

　此れは何か策が必要かと思考し始めたところで、ポロロが笑いながら首を振る。

「あー十六夜の旦那。何を不安に思ってるのかは大体わかるけど、それなら俺が布石を打っておいた。アンタが思ってるような事態にはならないっすよ」

「へえ？　あの脱ぬぎたがりを抑おさえる方法があると？」

「逆だよ。抑える方法を探したんじゃなくて、脱いでもいい場所を提供しただけ。なんなら旦那も参加してきたらいい。気晴らしになっていいと思うぜ」

　………ふむ、と顎あごに手を当ててポロロを見み据すえる。

　決して過小評価していたわけではないが、こうも行動や思おも惑わくを先読みされては評価を改めざるを得ない。このポロロという少年は、十六夜が想像していたより優ゆう秀しゆうな逸いつ材ざいだ。

　以前〝アンダーウッド〟で同盟締てい結けつの席を設けた時に、彼はジン＝ラッセルから後おくれを取ったと聞いていた。その所為せいか、無意識に彼を軽かろんじていたのかもしれない。

「ふぅん。なんつーか、アレだな。それだけ舌と頭が回る癖くせに、何でうちの御おチビに一本取られたんだ？」

「ああん？………ああ、同盟締結の件っすか。いやいや、あれはあれでいい勉強になりました。あの時は手札と情報の不足が敗因だったんで、今回は十分に手回ししてから、ぐうの音も出ない内容で商談に挑ませてもらったんすよ」

　眼鏡を掛かけなおしてニヤリと笑うポロロ。

　敗北も糧かてになると言い切る十一歳の少年などなんとも小こ憎にくらしいことこの上ないが、大口を叩たたけるだけの能力が彼にはある。此処は素す直なおに評価してやるべきだろう。

　この少年は、〝ノーネーム〟にとって替かえの利かない盟友になるだろうと。

「頼たのもしい話だ。それじゃ面めん倒どう事は優秀な盟友に任せて、俺も接待されてこようかね」

「おいおい旦那。アンタは接待する側だろ」

「なんだ、俺が接待していいのか？　別に構わないけど、俺が接待したらどうやっても俺流にしかならないぞ？」

「………。いや、やっぱり接待は此方こつちに任せて旦那はゆっくりしてくれ」

　ヤハハと笑う十六夜と、ヤレヤレと苦笑いを浮うかべるポロロ。

　その後、接待を行っている宿の場所について話してから二人は別れた。特に期待していなかった十六夜だが、ふと帝たい釈しやく天てんのルーツを思い出す。

　───帝釈天は元〝拝火教ゾロアスター〟の悪神だったという。

　ならば奴やつの話を聞くことも出来るかもしれない。

　───まあ、聞いたからどうなるというものでもないが。

　期待はしていないものの、胸の中に吹ふく乾かわいた風に何かしらの潤うるおいが得られるかもしれない。奴が本当に神しん霊れいだというのなら神しん託たくにでもあやからせてもらうというのも手だ。そのぐらいの功績は挙げている自負がある。

　それでも、この渇かわきが癒いやせないというのなら───

（その時は………最強の軍神様の手を煩わずらわさせてもらおうじゃねえか）

　雑ざつ踏とうの中で独り、拳こぶしを強く握にぎり締しめる。

　十六夜は僅わずかに笑えみを浮かべながら、御門釈天の宿しゆく泊はくしている宿に足を向けた。
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　───〝風ふう浪ろうの鉱山〟温泉街の旅館。

　天然温泉の噴ふき出る鉱山街の中心に、観光地としての開発を進めている区画があった。その中でも一ひと際きわ大きい建物に〝向かい合う双そう女め神がみ〟───〝サウザンドアイズ〟の旗印シンボルを掲かかげている旅館がある。

　鉱山で採さい掘くつした鉱石を加工して造られた旅館はまだまだ派手さに欠けるものの、今後モニュメントを設置する予定の土地をかなりの規模で保有している。大方、彫ちよう刻こくコンテストのギフトゲームでも開く算段なのだろう。

　そうなれば旅館の中庭や外観は一気に華はなやかなものになる。

　今は先行投資として土地だけを買った状態なのだろう。〝ノーネーム〟としても纏まとまった金額を戴いただいたのでこの件については双そう方ほうに利があった。

　名前はまだないが、この旅館を中心に観光客が訪おとずれるようになる日も遠くはないだろう。〝サウザンドアイズ〟の旅館に向かった十六夜いざよいは女性店員の案内で天然温泉に足を向ける。久しぶりに女性店員と再会した十六夜は、ヤハハと笑ってちょっかいを出す。

「よう、久しぶりだな。新しい仕事先でも元気にやってるか？」

「御心配には及およびません。何処どこの地域に移ろうと接客の質を落とすような教育は受けておりませんので」

「そりゃ何よりだ。聞けばヒラ店員から店長に大だい抜ばつ擢てきされる予定って話だが？」

「………相変わらず失礼ですね。私が白しろ夜や叉しや様の補ほ佐さを任されていたのは店長に就任する上で指導教育を受けていたからです。大抜擢というほどのものでもありません」

　ピシャリ、と突つき放す様に言い切る女性店員───改め、女性店長（仮）。

　聞いたところによると、彼女は一月前に東側店てん舗ぽから北側の新店舗に移い籍せきしたらしい。北側の復興に〝サウザンドアイズ〟が力を入れる為ために幾いくつか新店舗を設けたらしく、その店の一つを任される予定なのだろう。

　女性店長（仮）となった彼女に、十六夜は軽けい薄はくな笑みで祝辞を述べる。

「まあ、何はともあれおめでとさん。これで〝ノーネーム〟は〝サウザンドアイズ〟の内部に新たなコネを得たわけだ。この調子で出世してくれよ」

「出世に興味はありませんが、店の収益が増えれば我らの名も一層広がることでしょう。良き顧こ客きやくでありたいのなら、良き商談を持ってくるように心がけて欲しいものです」

　十六夜の戯たわ言ごとを涼すずやかに受け流す。以前まで二言目には「〝ノーネーム〟はお断りです！」と吠ほえていたものだが、今は慣れたものだ。

　それというのも、先の戦いの功績を〝サウザンドアイズ〟からも認められ、遂ついに〝ノーネーム〟は顧客名めい簿ぼにその存在を刻むまでに至ったのだ。

　此これは〝サウザンドアイズ〟という超ちよう巨きよ大だいコミュニティがこの箱庭で彼らの身元を保証したという意味である。最も早はや〝名無し〟という意味で彼らを〝ノーネーム〟と呼ぶ者は存在しないだろう。

「それはそれとして、北側の店長様がどうして東側に？」

「この度たびは帝たい釈しやく天てん様の接待ということもあって、知ち己きの私が参りました。酒乱で無類の女性好きと悪あく癖へきの多い方ですから、手た綱づなを握れる者が必要かと」

「へえ？　アンタ、知り合いなのか？」

「ええ。以前、〝天軍〟の会合を当店で開いた時に顔を合わせ、その夜に口説かれかけた経験があります」

　頰ほおを染めるでもなく告げる女性店長殿どの。十六夜は呆あきれたように肩かたを竦すくめる。

「アンタみたいな鉄てつ壁ぺきの女に手を出すなんて、流石さすがは好色の神様ってところか」

「全くですよ。しかしまあ、泥でい酔すいなされていたので相手は誰だれでもよかったのでしょう。………が、問題はその後です。同じく泥酔された白夜叉様とも鉢はち合あわせしてしまい『私の御お伴ともに手を出すとは何事だッ[image: !!!]』と激高され御お二人は大おお喧げん嘩かに。以来、私に対して苦手意識を持たれているのか、帝釈天様は目も合わせぬようになりました」

　ふふん、と胸を張る女性店長（仮）。もしかして黒くろウサギに対して態度が厳しかったのもその辺りの経緯いきさつが関係しているのかもしれない。

　武神と太陽神の喧嘩の結末など色々と聞きたいことはあったが、藪やぶを突つついて蛇へびが出る気配しかないので思いとどまる。

「しっかし〝サウザンドアイズ〟も手広いな。〝天軍〟の会合まで世話してるのか？」

「というより、我ら以外が受け持つと角が立つのでしょう。〝天軍〟に属しておらず、中立で巨きよ大だいなコミュニティとなると他ほかに思いつきません」

「そうなのか？」

「ええ。そもそも貴方あなたは、〝天軍〟の正式名めい称しようを知っていますか？」

　首を横に振ふって、少し考える素そ振ぶりを見せる。十六夜も正式な名称を耳にしたことはないが、〝天軍〟の正体はそれとなく察してはいた。




〝天軍〟───最強の武神集団と噂うわさされる神々の連合コミュニティ。此れに属している神群は仏門だけでなくオリュンポスの神々や天使など多種多様だと聞き及んでいる。

　十六夜の居た外界には、此れに良く似た概がい念ねんが存在した。

　其その名を〝天部deva〟。

　インド神群では神々を、ギリシャ神群では主神を、旧約聖書では唯ゆい一いつ神を意味し、

〝拝火教〟では悪神を意味する語源。それが〝devaデイヴア〟である。

〝天軍〟とは其そ処こにスラブ神群やケルト神群が加入した後に付いた名称なのだろう。




「本来、〝天軍〟は対ディストピアの為に組織された混成神群。その役目を終えた後は元より〝天部〟に属していた〝護ご法ほう十じゆう二に天てん〟が主にその役目を背負い、彼らが動けない臨時の際にのみ天使やオリュンポスの神々が出しゆつ撃げきする。………此れが今の〝天軍〟の仕組みです」

「ははあ。ディストピアについては色々と説明を受けたが、魔ま王おう一体を倒たおす為にそりゃまた大おお仰ぎような組織を作ったものだ」

「私もそう思います。しかしそれでも押し切られたというのですから、額面通りの大魔王だったのでしょうね。───ですが、それと同格の大魔王を倒したというのだから、貴方の幸運には恐おそろしいものがあります」

　皮肉を込めて女性店長が笑う。遠回しに〝貴方が魔王を倒したのは偶ぐう然ぜんに過ぎない〟と言いたいのだろう。

　しかし十六夜はその皮肉を否定するでもなく笑って受け止めた。

「ああ。俺もそう思うよ」

「殊しゆ勝しようで結構。その心こころ掛がけを忘れずに。───と、着きましたね」

　旅館の奥の一室に辿たどり着く。

　天然温泉の入り口に掛かけられた暖簾のれんには〝本日貸切〟の札が掛けられていた。

　なるほど、此こ処こならあの脱ぬぎたがりでも問題なく接待に応じることが出来るだろう。上手うまい場所を考えたものである。

　桶おけと手て拭ぬぐいを渡わたされた十六夜は其処で女性店長と別れる。

　その際、彼女はこんな言葉を残した。

「しかし───どんな英えい傑けつであれ、魔王退治とは古来幸運が絡からむもの。手にした勝利を疑う必要はないかと思われますよ、十六夜様」

　名前を呼ばれ、驚おどろいたように女性店長の背中を見送る。

　姿勢を正したまま去っていく彼女を見み据すえたまま、十六夜は肩を竦めた。

「………やられたな。初めて名前で呼ばれたと思ったら、同時に見み透すかされるとは」

　見事に一本取られてしまった。しかも勝ち逃にげと来た。此れでは立つ瀬せがない。

　次に出会ったら名めい刺しでもいただこうと胸に刻み、十六夜は男湯の暖簾を潜くぐった。




　　　　＊




　───〝サウザンドアイズ〟旅館銘めい湯とう〝少すくな彦ひこ名なの湯〟。

　服を脱いで手拭いを腰こしに巻き、桶を片手に湯ゆ殿どのに向かう。

　戸を開いた途と端たん、十六夜は感かん嘆たんの声を上げた。

「うお、こりゃすげえ」

　湯ゆ煙けむりと同時に檜ひのき造づくりの薫かおりが鼻び腔こうを刺し激げきする。

　戸を一枚隔へだてただけなのに森の中へ迷い込んだような錯さつ覚かくが起きた。

　露ろ天てん風ぶ呂ろにも拘かかわらず湯煙が濃こいのは塀へいの中で充じゆう満まんするような造りになっているからだろう。一いつ瞬しゆん視界を奪うばわれると同時に鼻腔から檜の薫りを含ふくんだ湯煙を胸むね一いつ杯ぱいに吸い込むことで森の中に居るかのような錯覚を生み出したのだ。

　大理石が敷しき詰つめられた湯殿を進むと、景観を彩いろどる為の植木が姿を現す。

〝アンダーウッド〟の巨大な水樹の幹を切り取って植えられたと思われるその植木は湯殿の景観を整えるに留とどまらず、幹の先から温水を噴ふん出しゆつして小さな滝たきを演出していた。

　瞳ひとみを閉じると流水の音と落水の音が相まって実に心地ここち良よい。

　視覚、聴ちよう覚かく、嗅きゆう覚かくの満足度は今のところ最高点。造形の中に洗練された配はい慮りよが感じられる。悔くやしいが、流石は大手コミュニティ〝サウザンドアイズ〟である。

　後は肝かん心じんの温泉が触しよつ覚かくを満たしてくれれば文句なしだ。

　鉱山のギフトゲームで体に付いた土つち埃ぼこりをかけ湯で流した十六夜は、久しぶりに心を弾はずませて湯船に足先を浸つける。

　その時、湯煙の向こうから大声が聞こえた。

「よーしよしよしよしよし、頑がん張ばったな！　見かけより飲めるじゃねえか、ギリシャの若人わこうど！　ほれ、仲居の娘むすめたちも拍はく手しゆ拍手！」

「きゃーすごーい♪」

「ギリシャの若人様すごーい♪」

「ギリシャの………ええと、名前はなんでしたっけ？」

「馬ば鹿かね。〝ペルセウス〟の若頭でルジーイ様よ」

「………うぇっぷ」

　キャー！　ルジーイ様すごーい！

　───と、接待の為に集められた娘たちの黄色い歓かん声せいが湯殿に響ひびき渡る。娘たちの姿は厚手の手拭い一枚で白い肌はだを隠かくしているだけとなんとも気前がいい。

　名前を間ま違ちがえられて最も早はや〝ル〟しか合ってないルイルイは、酔よいが回って訂てい正せいする元気もない様子。

　線の細い彼にしてはよく頑張ったほうだろう。

　温泉、女、酒と、一見して外界でもよくあるような接待をしているように見えるのだが静せい謐ひつな湯殿には似つかわしくない気配に、十六夜は先ほどまでの上じよう機き嫌げんな様子を一変させてゲンナリと肩を落とした。彼も健全な十七歳なので女遊びが嫌きらいというわけではない。むしろ好きな部類だ。しかし時と場合と場所とお水の娘の種類は厳選して欲しい。

　森林の気配を演出し五感を満たすように造られた湯殿を十全に堪たん能のうするのであれば、この場の接待は物静かに男を立てられるような女性を侍はべらせるべきだ。

　歌か舞ぶ伎き町ちよう辺りで水商売をしていそうな女性も悪くはないが、この場を引き立てられるのは間違いなく前者だろう。この静謐な空気漂ただよう湯殿ならば静かに微笑ほほえみながら酌しやくをしてもらうだけで十分ではないか。

（ったく。ネコミミ御おチビもこの辺はまだまだ勉強不足か）

　後でじっくり教授してやる必要があるな、と十六夜は反省項こうを一つ増やす。その時の花街の代金は〝六本傷〟に持ってもらおう。

　入り口で呆れていた十六夜だったが、彼に気づいたもう一人の男、グリーが声を上げる。

「おお、来たか十六夜。そんなところで立ってないで此方こつちに来い。お前も飲むだろう？」

「あいよ。グリーも楽しんでるか？」

「うむ。ラム酒も良いが、この御お神酒みきという酒も悪くないぞ」

　人化の術で人型に成った鷲獅子グリフオンのグリーが、一いつ升しよう瓶びんを片手に答える。

　改めてその姿を拝見すると、背の高い好漢の美び丈じよう夫ふにしか見えない。朗ほがらかで徳の高さが滲にじみ出ている笑え顔がおは正に王族のそれだ。黙だまって盛せい装そうすれば女の方から寄ってくるだろう。

　これが普ふ段だんは短パンとＴシャツで歩き回っているのだから勿もつ体たいない。正に薫るような男ぶりである。

（こんな好漢が同席していて目もくれないんだから、此処の女も商売人ってことか）

　接待をしている娘たちの評価を一つ改める。

　御み門かど釈とく天てるに気が付かれないようにグリーの隣となりへ腰を下ろした十六夜は、ヤレヤレと首を振った。

「しかしまあ酒池肉林とは言うけど、他に宴うたげを開く場所はなかったのか？　温泉宿なんて気を休めるのが目的だろうによ」

「これはこれは、十六夜よ。お前ともあろうものが浅狭な台詞せりふではないか。土地の用よう途とは皆みなそれぞれ違ちがうものだ。〝海馬ヒツポカンプ〟や〝一角馬ユニコーン〟は自身の好む水場を求めて千里を歩んだ末に、山奥の温泉を巣に選んだ者もいるという。それに比べれば温泉宿で派手に宴を開くという程度のこと、変わり種というほどでもない」

　土地の価値や捉とらえ方は人それぞれ。宴を開きたいのなら好きなだけ開かせてやればいいではないかと告げる寛かん容ような獣じゆう王おう。

　それもそうかと頷うなずいて盃さかずきを手にする十六夜。グリーは無言で盃に酒を注ぐ。

　なみなみと注がれた酒を一気に呷あおると、御神酒の酒気が胸を満たしていく。

　恐らくは開けたばかりの酒さか樽だるからすぐに瓶びんに移して持ち込まれたのだろう。市場に出回っているものより一層薫り豊かに思えた。

　味覚を含めた全すべての五感を満たされ、十六夜は気分よく湯船に浸つかる。

「それで？　随ずい分ぶんと盛り上がっているみたいだけど、何のゲームをしていたんだ？」

「うむ。一升瓶一本を空けるにつき、御門殿どのが武勇伝を一つ話すというような遊びをしていた。ルイオス殿が倒れたのは三本目だな」

「へえ？　ルイルイにしては頑張ったな。っていうか、神格を隠すつもりねえのな。んで、どの武勇伝だ？　太陽神との決けつ闘とうか？　阿あ修しゆ羅ら族との戦争か？」

「それはもう済んだ。今は〝七大妖王〟の征せい伐ばつについて皆で拝はい聴ちようさせていただいていた」

　盃を傾かたむけていた十六夜は、うげっと苦い顔をする。

「………それはまた荒あれそうな話題だな。蛟こう劉りゆうや迦か陵りようちゃんには絶対に聞かせられねえぞ。つかアイツらは御門釈天が誰だれなのか知ってんのかね」

「知っているはずあるまい。かの七兄弟にとって仏門は宿敵に他ほかならん。もしも御門殿が下層に現れたと知れば───」

「いや、七天の兄弟なら知ってるぜ」

　ハッと二人が視線を移す。見れば酒が回って顔を真っ赤にしている御門釈天が、二人の前で楽しそうに仁に王おう立だちしていた。

　その姿を十六夜は怪け訝げんな表情で見る。

　一見して親しみやすい物もの腰ごしだが、十六夜は警けい戒かいを解いていない。それというのも、未いまだにこの男が下層に降りてきた理由が見えてこないからだ。

　───〝軍神〟帝釈天。武神は数いれど、最も強く有名なものを問えば千人が千人口を揃そろえてこの名を挙げるだろう。雷らい神じん、軍神、英えい雄ゆう神、神々の王とも呼ばれ、インド最古の聖典〝リグ・ヴェーダ〟では実に三割が彼を賛美する内容で埋うめ尽つくされたという。後に仏門に入り仏神の一柱という側面で知られることが多くなったが、その霊れい格かくはギリシャの主神や唯一神にも匹ひつ敵てきするという最強最古の神の一人である。

　この男が影かげ武む者しやではなく本物の帝釈天だというのなら、ただ接待を受けに来ただけとは考えにくい。それほどまでに帝釈天という神しん霊れいは絶大な地位と力を持つ大神なのだ。

（……………）

　───そんな、頭に超ちようが三つは付く神様が。

　温泉でドンチャン騒さわぎをしてキャバ嬢じようたちを侍らせ商談先の新入社員を酔い潰つぶす悪社長みたいな真似まねをするのは、果たしてどうなのだろう？

（………。いや、よく考えたら帝釈天って伝承からしてこんな駄神か。酒好きで女好きで〝動けばいらないことしかしない〟とまで言われてるし）

　脳内で帝釈天の格付けを下げる十六夜。

　釈天は気づいた様子もなく一升瓶を片手に口元を拭ぬぐい、不敵に笑った。

「何だなんだ。聞きたいことがあるなら俺に聞けばいいじゃねえか。出資者だからって遠えん慮りよすることねえんだぞ。何せ一糸纏まとわぬ宴えん会かいだ。無礼講だ無礼講！」

「おお、これは痛み入ります」

　グリーが十六夜を庇かばうように前に出る。無礼講とはいっても十六夜の性格だ。下手に気を逆なでしないようにと配慮したのだろう。

「今しがた〝七大妖王〟の征伐の話をお聞かせいただきましたが、東の〝階層フロア支配者マスター〟は知っての通り〝覆海大聖海を覆いし者〟を名乗って御おん身みに歯向かった魔ま王おう。何かあらぬ言いがかりをつけてきたのではないかと思いまして」

「あーそれな。まあ色々ともめたが、大聖の義兄弟たちなら既すでに顔合わせてきたぜ。その上で〝精せい霊れい列れつ車しや〟について承しよう諾だくしている。懸け念ねんしているようなことはなんもねえよ」

「………へえ？　あの仏門大だい嫌きらいな迦陵ちゃんがよくすんなり会ってくれたもんだ」

　グリーの背後で十六夜が軽口を叩たたく。グリーは視線で彼を諌いさめたが、釈天は特に気にする素そ振ぶりもないまま続ける。

「すんなり行くわけねえだろ。黄龍の孫はともかく、金翅鳥ガルーダの姫ひめさんには会うなり殺されかけたんだぞ。何年経たっても全然変わってねえじゃねえかあのお転てん婆ば姫ひめ」

「………？　殺されかけた？　アンタが？」

「おうよ。今の俺なんて吹ふけば飛ぶ程度のものでな。ちょいと無理して眷けん属ぞくを助けたもんだから霊格を使い果たしちまった。おかげで此こ処こに来るまで五回も殺されかけたんだぞ。いやはや、人気者は辛つらいな！」

　フフフ、と酔ったまま笑う御門釈天。

　しかし十六夜は目を見開いて意外そうな声を上げた。

「眷属を助けたって………それまさか、」

「しかしそんなことはどうでも良いのだ。どちらにせよ外界に降天するため人間に転生する予定だったしな。───そんで話を戻もどすが、今回の戦いは〝クイーン・ハロウィン〟と〝七なな天てん大たい聖せい〟の加勢なくして勝利を得られはしなかっただろう。救きゆう援えんに駆かけつけた女王クイーンと蛟こう魔ま王おう、鵬ほう魔ま王おう、分身体を排はい除じよすべく動いていた酒しゆ天てん童どう子じ、そして牛ぎゆう魔ま王おう。彼奴きやつらにも相応の褒ほう美びを与あたえる予定だ」

「………ふぅん。でもあの仏門嫌ぎらいの迦陵ちゃんが素す直なおに受け取るか？」

「受け取るだろうよ。あのお転婆姫には初めから報ほう酬しゆうを提示していたからな。地じ獄ごくに囚とらわれている義兄弟の魂たましいを解放すると伝えたら、不承不承ながらも引き受けてくれた」

　御門釈天の言葉に、その場がざわめいた。

　丁度今しがた〝七天戦争〟について語っていたばかりだったということもあるが、仏門が司法取引のような交こう渉しようを持ちかけたという事実にも衝しよう撃げきを受けたのだろう。

　何せ相手は魔王である。一ひと度たび世に放てば災わざわいとして顕けん現げんする人外不ふ倒とうの怪かい物ぶつだ。それを地獄から解放したとなれば物議を醸かもすのは必定である。

　最悪の場合は〝七天戦争〟が繰くり返される可能性も考えられるのだから。

「………ハッ。そりゃまた随分と太っ腹な処置だな。万が一の時のことは考えなかったのか？」

「それは再戦を挑いどまれた時、ということか？」

「ああ。蛟劉はどうか知らないが、迦陵ちゃんの恨うらみは深そうだぞ？　また箱庭が荒れるんじゃないか？」

「それはないだろう。当時の奴やつらの目的は斉せい天てん大たい聖せいを助けることだったからな。そしてその目的は果たされた。金翅鳥のお転婆姫は少し危なっかしいが………何、その時こそ〝護法十二天〟が出張ればよいこと。心配するほどのことでもあるまい」

　盃を呷り、楽しそうに酒気を放つ御門釈天。遠回しに〝己おのれが居れば何の問題もない〟と言い放つ辺りはやはり軍神なのだろう。

「ふぅん。大口を叩く奴は嫌いじゃないけど、もう少し〝護法十二天〟が世間様の役に立っているところを見てみたいもんだがな」

「ハッハッハッ！　痛いところを突つくなこの野や郎ろう！」

「茶ちや化かすなよ。アンタ達はアジ＝ダカーハを倒たおそうとは思わなかったのか？」

　十六夜は少し語調を強めて問う。彼としては少しばかりの皮肉を込めた程度の言葉だったのだが、意外にも効果は劇的だった。

　御門釈天は表情を消し、ハッキリと首を横に振ふって断言する。

「昔ならともかく、今となっては此これっぽっちも思わんな」

「………なんだと？」

「あれは人類に未来を創つくる為ために、人の宿しゆく業ごうを背負って怪物に成ったのだ。故ゆえに人間が倒すのは責務である。───ふん、戦ったお前ならわかるんじゃないか？　あれが人間の勇者に倒されるその瞬しゆん間かんを、幾いく星せい霜そうもの間、願っていたことを」

　御門釈天の言葉を受け、十六夜は思わず黙り込んだ。それはアジ＝ダカーハと命を賭として戦った十六夜か、或あるいは死したジャックだけが知りえる願いのはずだ。

「アンタ、戦ったことあるのか？」

「あるさ。野郎が〝人類ラスト・最終試練エンブリオ〟に成る以前に封ふう印いんしたのは他でもない俺だからな」

　やってられない、と悪態を吐つく御門釈天。何処どこか親しげな物言いなのは、同じ世界の膿うみから生まれたというのが原因なのだろう。

「………ふぅん。ってことは〝拝火教〟で最初に奴を倒すのは、」

「ああ、あれは俺が人間に降天した時のものだな。霊格は今よりもうちょっと強かった。インド神群の悪龍ヴァリトラ退治と、アジ＝ダカーハ退治の起源が同じっていう説はその辺が関係してるんだけど、当事者に言わせればてんで別物だ。あの時点では間ま違ちがいなくヴァリトラの方が遥はるかに強かった」

　へえ、と意外そうな声を上げる。その辺の経緯いきさつを十六夜は聞いていない。どうやらアジ＝ダカーハは初めから絶大な力を保有していたわけではないらしい。

　御門釈天は盃を酒樽に突っ込んで無造作に掬すくって武勇伝（？）を続ける。

「問題はアジの野郎が封印の穴倉から出てきた後だ。いざ再戦に出向いたら出で鱈たら目めに強くなってやがんの。当時の〝天部〟のメンバーがたった一匹ぴきの魔王に駆く逐ちくされかけたってんだからもう驚きよう天てん動どう地ちよ」

「………。そりゃすげえな。常じよう軌きを逸いつしてるぞ」

「全くだ。そのあとに続くように八岐大蛇やまたのおろちや死眼のバロール、フェンリル、天の牡お牛うし、マヤの終末、世紀末王アンゴルモアなんかも強力に成って帰ってきやがったもんだからこりゃいけねえ、どういうことかと思って調査してみたら、それぞれの霊格が指し示す時代の終末論の謎なぞを解いた人間でない限り、全能領域箱庭三桁でも勝てねえときた。余りの反則的な強さに殲せん滅めつされた神群が幾いくつあったかわかりゃしない」

　彼ら最古の魔王は比ひ喩ゆではなく、百万の神群を滅ほろぼしたと聞いている。当時を知る帝釈天にとっては正に苦い記き憶おくなのだろう。

「そんな連中を封印する為に〝主催者ホスト権限マスター〟を作った………って話は聞いたか？」

「まあ、一応」

「ならその辺は省くけど、要するにあれだ。封印していられる間に様々な試練ゲームを人間に与えて、英えい雄ゆう英えい傑けつを育てよう！　っていうのが、ギフトゲームの普ふ及きゆうに繫つながったわけだが、しかしそれが上手うまくいったのは一九九九年迄までに生まれた魔王が限界でな。俺たちは俺たちでゲームの普及の際に発生した〝全能のオムニポテント・逆説パラドツクス〟や〝退エンド廃・エンのプテイ風ネス〟に権能の大半を封印されてもう踏ふんだり蹴けったりよ。まあ、それが切きっ掛かけで全権領域箱庭二桁の道が開けたんだけどな」

「………？　二桁はそれまで居なかったのか？」

「いんや、四人だけ居た。連中は生まれた時から存在してる宇宙真理ブラフマンの原型だったって話だからな。俺たちとは出来が違ちがうんだよ。今は釈シヤ○を含ふくめて一七人くらいじゃねえか？」

　つまり殆ほとんど空白ということになる。此れだけ修しゆ羅ら神仏が揃いながら、未だに第二桁は一七席しか埋まっていないのだ。

「んで話を戻すけど。───それら最終試練の最後に残ったのが魔王アジ＝ダカーハだったわけなんだが、これがどうあっても倒せなかった。………わかるか？　俺たちが人間に降天しても、どうあっても倒せなかったんだ」

　その含みのある物言いに、十六夜は怪訝そうに眉まゆを顰ひそめる。

「………それはつまり、心臓を貫つらぬいてもってことか？」

「そうだ。頭ず蓋がいと双そう肩けんの封印の杭くいは俺たち〝天部〟が降天した際に施ほどこしたものだ。同時に心臓も貫いたが、それでも奴は復活してきた。二〇〇年前も金糸雀カナリアとその仲間たちが奴を封印したが───それでも、命を奪うばうことは出来なかった」

　ガシガシと頭を搔かきながら、御門釈天は瞳ひとみを細めて見つめた。

「あれから三か月、俺の方も何かと知ち恵えを絞しぼってみた。逆さか廻まき十六夜よ。俺は〝アジ＝ダカーハ〟を打だ倒とうする為のクリア条件をこう読み解いた。

　①アジ＝ダカーハを倒し得る武力を持った人間の英傑。

　②アジ＝ダカーハが内包する終末論Ｘの謎を解いた賢けん者じや。

　③アジ＝ダカーハを不倒と知りながら挑む異世界の勇者。

　───これら三つを、お前は備えていたんじゃないか？」

　御門釈天は陽気な雰ふん囲い気きを消して十六夜に問いかける。彼が言う異世界とは十六夜たちが生活していた外界のことだろう。アジ＝ダカーハの霊れい格かくが人類史を終わらせる類たぐいのものだというのなら、その解決は外界の人間の手で行われるべき責務だと考えたのだ。

　そして十六夜たちは戦いに挑む前に、アジ＝ダカーハの霊格しようたいが何を示すモノなのかを考察もしていた。その中に解答があったとでも言いたいのだろうか。

　しかし十六夜は懐かい疑ぎ的な視線で問い返す。

「言いたいことはわかるけど、そんな大した考察してねえぞ？　強しいて言うならアジ＝ダカーハの霊格はＮＢＣＲ兵器なんじゃないかってぐらいだし」

「………ふむ。大量破は壊かい兵器か。方向性は似ているが俺の考察とは食い違うな」

　へえ、と十六夜は改めて本気で感心したような声を上げた。ＮＢＣＲ兵器を挙げただけで此方こちらの考察内容を察する辺り、この男もかなり確信に近いところに居るのだろう。

　十六夜は転がっていた酒さか瓶びんを手に取り、少し興が乗ったように笑えみを浮うかべる。

「それじゃ、此処は一つ帝釈天様の、」

「御門釈天な。俺はそんなイケ神じゃないから」

「はいはい。そんじゃ御門何某なにがし殿どのの考察を拝はい聴ちようさせてもらおうじゃねえか。アンタの考えじゃアジ＝ダカーハ………終末論Ｘは、どのような天災なのかを」

　ふむ、と大おお仰ぎように頷うなずいて酌しやくを受けた彼は、湯ゆ桶おけの中からギフトカードを取り出す。

「そうだな。本来なら四桁以上には知らされないことだが………お前は少し特別だ。箱庭の世界と外界のこと、そして〝歴史のパラダイム転換期シフト〟についても知っておいた方がいい。疑ぎ似じ的な〝契約書類ギアス・ロール〟を交えて一から説明してやるから心して聞け」

　そういって彼は、一枚の〝契約書類〟を召しよう喚かんしておもむろに語り始めた。




　　　　＊




　人類史の収束点───〝歴史の転換期〟と呼ばれるものには三種類ある。

　①超ちよう常じよう現象・概がい念ねんの発はつ掘くつによる収束。

　②国・宗教などの集団の動向の収束。

　③一個人の能力・判断による収束。




　これらの収束は前者ほど規模が大きく、後者は規模が小さくなる。歴史を紡つむぐ人間に及およぼす影えい響きようを考えれば当然だろう。人類が二足歩行を始めたのもとある地にて起きた大だい地じ震しんによる影響だと考えられている。

　国・宗教は云いうに及ばない。数が多いということはそれだけで必然的に歴史に与える影響が大きくなるということ。此れには国王や団体の長おさも含まれていると考えていい。神しん霊れいに成り上がる試練ゲームのクリア条件が〝一定数以上の信しん仰こう〟を集めるというものになっているのは、それだけ大きな影響を歴史に与えているからである。

　前者二つに比べて一個人の能力・判断は及ぼす影響が小さい。〝切り裂きジヤツク・ジャックザ・リツパー〟のような猟りよう奇き事件がドキュメンタリーの様に後に拡散された時に起こる程度だろう。

　しかし何事にも例外はある。

　その例外を示し唆さする為、御門釈天は一つのゲームを提示した。





『　─　信のぶ長ながの展望　─




　前提：織お田だ信長は日本史における巨きよ大だいな〝歴史の転換期〟の一つである。

　この前提を踏まえた上で以下の問いに答えよ。




　問①織田信長の出生は転換期に含まれるか否いなか。

　問②尾お張わり国の趨すう勢せいは転換期に含まれるか否か。

　問③織田信長が本ほん能のう寺じの変にて命を落とすのは転換期に含まれるか否か。

　問④では問③の理由について述べよ。


〝御門釈天〟印』








「………ふむ」

　顎あごに手を当てて十六夜は考え込む。

　題材に織田信長を持ってきたのは日本人である十六夜に理解しやすいようにという配はい慮りよだろう。織田信長でなくとも同様の条件に当てはまらなければ説明にならない。

　国の史実観が揺ゆるがない為ためにも問①と問②は必然的な事象と考える他ほかない。

　そして問③だが、これも同様の事象と思える。しかし此れが前者二つと同じであるならば問④の設問は無意味になる。

（………考えろってことか）

　出題の内容に少し感心した。此れは導く為に作られたゲームとして良くできている。出題者の意図が読み取れて、尚なお且かつ解答者に思考を促うながす問いになっているからだ。

（例えば、本能寺の変で織田信長が生き残ったとする。するとどうなる？　豊とよ臣とみ秀ひで吉よしと明あけ智ち光みつ秀ひでが山やま崎ざきの戦いを繰くり広げることもなくなる。豊臣の時代は当然ながら来なくなる。───となると、やっぱり織田信長は本能寺で死ぬ必要があるのか？）

　後に繫がる日本史が破壊される。一国の主あるじの生死とはそれ程ほどに大きな事件なのだ。本能寺の変以降に活かつ躍やくする主要国の大半が織田信長と関係を持っていることも大きい。

　織田信長が表おもて舞ぶ台たいから去らぬまま歴史を維い持じするというのは不可能だ───と、其そ処こまで考えて、十六夜は何かに気が付いたように文面を見た。

「〝問③織田信長が本能寺の変にて命を落とすのは転換期に含まれるか否か〟………ああ、なるほど。そういうことか」

「わかったのか？」

「ああ。答えは問①問②がＹＥＳ、問③がＮＯ。織田信長の死[image: ]〝歴史の転換期〟でファイナルアンサーだ」

　ほう、と御門釈天とグリーは共に声を上げた。

　グリーは小首を傾かしげながら文面を読み返す。

「だが十六夜よ。それでは後の歴史に矛む盾じゆんが生まれるのではないか？　私はお前の祖国の歴史には詳くわしくないが、信長という魔ま王おうのことなら聞いたことがある。それほどの人物の生死が揺らいでは後の世が困るのではないか？」

「そりゃそうだ。織田信長が何時いつまでも矢や面おもてに立っていては後の時代に差し支つかえる。だが織田信長の死は少し特別でな。この武将は、死体を誰にも観測されていないんだ」

　そう───〝ハーメルンの笛ふえ吹ふき〟の様に、織田信長には並列して語られる結末が複数存在している。本能寺の変を生き延びて落ち延びたという説は今でも支持されている説の一つでもある。

　死体が確かく認にんされていない＝死が確定していないということだ。

「つまり正しい転換期の内容は〝織田信長の死〟ではなく〝織田信長が歴史から退場する〟ことにある。まあ、イレギュラーなケースなんだろうけど。もし本能寺で生き残って尚なお、信長が野望を諦あきらめなかったら、箱庭に強制召喚でもされるんじゃねえか？」

「正解。過去に信長は魔王として三度召喚されているが、その何どれもが〝本能寺の変で生き残った信長〟だった。この場合は本来なら明智光秀に恩恵ギフトを与あたえて必ず殺せるように歴史的バランスを取るのが筋なんだが、そうなると豊臣秀吉には更さらに強力な恩恵を与える必要が出てくる。そんなわけで生き残った信長は歴史の修正によって箱庭に召喚されるんだが………三回召喚されて三回とも魔王になった人間なんて奴やつぐらいのものだろう」

　流石さすがは第六天魔王。軍神を呆あきれさせるとは中々の器うつわである。

「こういった〝史実に存在しながら誰にも観測されなかった事象〟っていうのは箱庭内でも閲えつ覧らん規制が入る。〝ラプラスの悪あく魔ま〟であったとしても観測できない領域となり、これらは総じて観測不ブラツク可領域ボツクスと呼ばれているんだが………さて。此こ処こで本題だ」

　御門釈天は湯船から上がって縁へりに腰こしかける。

「逆廻十六夜。我々〝天軍〟はアジ＝ダカーハの霊格が大量破壊兵器だという点についてハッキリと否定できる。何故なぜならその大量破壊兵器の開発者から、主権を預かっているからだ」

「………は？」

「この箱庭の中では事象や概念などの主権は全すべて恩恵の上位に該がい当とうする力、〝権能〟に置き換かえて譲じよう渡とすることが可能なのだ。星の主権を預け合うところを、お前は今まで見てきただろう？　あれと似たようなものだと考えてくれればいい」

　太陽の主権や食変光星アルゴルの主権。確かにそれらは形あるものとして渡わたしあうことが出来る。今の十六夜も、殿でん下かを名乗る少年から太陽の主権を一つ預かっているのだから。

「その開発者たちが特定の神群を信仰している場合、その神群を通して預かる、或あるいは監かん視しすることが可能になる。故ゆえに断言する。ＮＢＣＲ兵器は、アジ＝ダカーハとは無む縁えんだ」

　───逆廻十六夜の考察は間ま違ちがっていた。

　それを示唆する言葉に、十六夜は息を吞のむ。

「ちょっと待て。じゃあアジ＝ダカーハは生きて、」

「いいや。奴は死んだ。それは間違いない」

　御門釈天の言葉に、十六夜は小さな落らく胆たんを抱いだく。そしてそのことに気が付いて、己おのれがあの日から無自覚に抱いていた願いを自覚してしまい、苛いら立だたしげに舌打ちした。

「逆廻十六夜よ。俺はな。〝人類最終試練〟の最後の二体、〝魔王アジ＝ダカーハ〟（終末論Ｘ）と〝魔王ディストピア〟（終末論Ｙ）は、観測不可領域から現れた魔王だと確信している」

「というと？」

「これら二つは天災とは違い、人災であることは間違いない。だが二〇〇〇年代以降にそんな規模の人災や技術の発掘が二度も起こり得るだろうか？」

「……………」

「そこで我々の導き出した答えはこうだ。終末論Ｘと終末論Ｙは表ひよう裏り一体であり、その中ちゆう核かくを成す技術・概念は同一である。そしてそれらを生み出した人物もまた同一である───が、それが誰であるかは歴史的なミステリーとなっているのではないか、とな」

　ほう、と十六夜は意外そうに声を上げる。なるほど、そう来たか。

　御門釈天の解かい釈しやくはこうだ。

　終末論Ｘ／Ｙを引き起こす近未来的超技術が存在するというのは確定しているが、それが誰によって造られたのかという根本的な問題が未来に於おいても未知のままなのだ。

　逆に何時どこで誰がその超技術を造ったのかさえ分かれば、神群の手で管理することも可能だと考えたのだろう。

（個人的には〝第三永久機関〟が怪あやしいとは思うけど………あれは別に〝第三永久機関〟を造ってクリアしたわけじゃないからなあ）

　十六夜は決して〝第三永久機関〟を造れるような人間ではない。裏うら技わざでクリアしただけだ。

　コッペリアに聞こうにも、彼女はアジ＝ダカーハとの戦い以降、意識を失ったまま眠ねむり続けている。御門釈天の語る〝真の創造者〟が現れるまで眠っているのかもしれない。

「んー………解釈はわかるけど、それだとよ。なんで俺はアジ＝ダカーハを倒せたんだ？　その歴史的ミステリーを解かないと倒せないように思うんだが」

「それだ、我々の最大の謎なぞは。俺はてっきりお前が観測不可領域の謎を解いたものだとばかり思っていたが、実際はどうやら違ったらしい。───逆廻十六夜。お前はどうして、アジ＝ダカーハを倒すことが出来たのだ？」

　御門釈天の真しん剣けんな言葉に「そんなもん俺が聞きたいわバーカ」と内心で投げ返す。

「神様が知らねえことを俺が知るわけねえだろ。倒して損はねえんだから棚たなボタ程度に受け取っておけよ」

「そうはいかんのだなコレが。その人物が特定できないと新たな終末論が発生しないとも限らない。或いはお前が開発者なのかとも思ったが、」

「なわけねえだろ」

「だよな！　しかしそうなるともう考えられるのはお前が間接的に───」

　御門釈天はそこでふと、何かに気が付いたように十六夜を見た。その瞳ひとみは驚きよう愕がくに染まり、信じ難がたい事実に直面したような色を浮うかべている。

　苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶすように歯ぎしりした彼は、誰にも聞こえないほどの小声で呟つぶやいた。

「───或いは。お互いが知らないうちに出会っていたのか？」

　御門釈天の言葉は誰の耳にも届かないまま宙に消える。

　仲居の娘むすめが声を上げたのは、丁度そのころだった。

「御門様。そろそろ夕食の準備が………」

「ん………ああ、もうそんな時間か。誰かその若い奴を連れて行ってやれ。茹ゆだってるぞ」

　御門釈天は真っ赤になって湯船に浮いているルイオスを指す。泥でい酔すいしている上に長時間温泉に浸つかっていたのだ。これ以上は危険だろう。

「続きは後ほどだ、逆廻十六夜。お前もまだ聞きたいことがあるのだろう？」

「ん？　いいのか？」

「おう。今回は休きゆう暇かだからな。食事の後でよければ付き合ってやんよ」

　そこで御門釈天は元の態度に戻もどる。如何どうやら神様タイムは終しゆう了りようらしい。

　二人の話を静せい聴ちようしていたグリーはルイオスを担かついで立ち上がった。

「それでは上がるか。この接待娘たちはどうするのです？」

「ばっか、連れていくに決まってるだろ！　天界でこんなに遊び倒せる機会なんてめったにないんだぞ。俺だってたまには………む、そうだ。肝かん心じんの用件を聞くの忘れてた」

　用件？　と首を傾げる二人。

　御門釈天は得意げに腰に手を当てて告げる。

「七天や女王たちだけに褒ほう美びを与えるわけにもいくまい。お前こそが大だい魔ま王おう討とう伐ばつの立て役者ではないか。相応の褒美を与えねば不公平というものだろ？」

「褒美？　俺に？」

「おお、それは素す晴ばらしい。この男、これで中々無む欲よくでしてな。召しよう喚かんされてからの様々な功績が報むくわれるべきだと常々思っていたのです」

　パン、と十六夜の背中を叩たたいて朗ほがらかに笑うグリー。

　十六夜が何か言おうとする前に、御門釈天が続く。

「そういうわけだ！　逆廻十六夜よ！　今ならこの帝たいしゃ」

「ん？」

「御門釈天が、直々に褒美を授けてやろう！」

　ドヤ！　と何事もなかったかのように言い直す御門釈天氏。この傲ごう岸がん不ふ遜そんな一面を抑おさえることが出来れば、もう少し神様として信しん仰こう厚く語られただろうに。

（………いや。或いは、こういう人間っぽいところがいいのかもな）

　今朝の話ではないが、帝釈天も負けず劣おとらず内外の神群からプロパガンダで醜しゆう聞ぶんをまき散らされた神しん霊れいである。鵬魔王の父である大たい鵬ほう金こん翅じ鳥ちようも、本を正せば帝釈天の霊れい格かくを落とすために生まれた神霊だ。

　最強の神霊でありながら無類の女好き。極度の酒しゆ豪ごう。

　傲ごう慢まん、豪ごう快かい、兎うさぎの死にすら涙なみだを流す、神々の中でも最も情に厚い神霊。

　帝釈天は人間の善悪や喜き怒ど哀あい楽らくを含ふくめ、清せい濁だく併あわせ吞む神霊なのかもしれない。

「………ぬ。何か言いたいことがある様子だな。いいぞ、言ってみろ。今ならこの御門釈天が大体の願いを叶かなえてやる」

「そりゃまた気前がいい話だ」

「おう。どっちにしてもお前には褒美を与える予定だったからな。欲しい物があるのならねだっても良いのだぞ」

　ヒック、と酒が回った様子で笑う御門釈天。その笑いを見て十六夜は肩かたの力を抜ぬいた。初めは演技か何かだと思っていたのだが、これは本格的に酔いが回っている。

　軍神としてそれはどうなのだろうとも思うが、そんな口くち煩うるさくしても場が白けるだけだ。

「褒美………褒美ねえ。特に欲しい物があるわけじゃないんだけどな」

「なんだ、本当に無欲か貴様。つまらんやつだ。この帝たい───いや、御門釈天が褒美を賜わすと言っているのだ。今ならノリと勢いで大体の願いは叶えてやるぞ？」

　流石は神々の王。褒美を渋しぶる様子はない。

　しかしそんなことを言われても困る。此処に来る前は喧けん嘩かでも吹ふっかけてやろうかと思ったが既すでにそんな雰ふん囲い気きでもない。となると他ほかに願いなんて───

「………あ、そうだ。一つあった」

「うむ、言ってみろ」

　腰に手を当てて尊大に告げる御門釈天。

　十六夜は顎あごに手を当ててしばし考える素そ振ぶりを見せる。

　褒美とは少し違うかもしれないが、十六夜がかねて求めていたものがあった。本当は自分の力で探そうかと思っていたのだが、元々当てが無い恩恵だ。

　この男が本当に帝釈天ならば、造作もなく叶えることができるだろう。

　それじゃあ遠えん慮りよなく、と一言断った十六夜は、グリーを親指で指し。

「この男───鷲獅子グリフオンの英えい雄ゆうに、相応ふさわしい獣じゆう王おうの翼つばさを」

　───願いを口にした瞬しゆん間かん。

〝サウザンドアイズ〟の湯殿は、眩まばゆいほどの極光に包まれた。
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　───〝風ふう浪ろうの鉱山〟温泉街の旅館。

　時を少し遡さかのぼって。

　春日部かすかべ耀ように振ふり回されていた黒くろウサギとアーシャが解放されたのは、十六夜いざよいの参加していたギフトゲームの終了を告げる銅ど鑼らが鳴らされた頃ころ。アーシャはくたくたになった様子で宿に戻り、黒ウサギはウサ耳を萎しおれさせて耀に連行されていた。初めて仕事をサボタージュしてしまった黒ウサギは、心の底から恨うらめしそうに耀を睨にらむ。

「うう………憂ゆう鬱うつなのです。十六夜さんに何と言われるか………」

「ま、まあまあ。私もちゃんと弁護してあげるから」

「弁護も何も、十割十分十厘りん全すべて耀さんの責任なのですよッ！」

　スッパーン！　と、ハリセンと同時にウサ耳を伸のばして耀の頭を叩く黒ウサギ。

　どうやら新しくなって伸しん縮しゆくツッコミ機能が追加されたらしい。

　ウサ耳ハリセンとは実に多機能である。

「と、とにかく！　飛鳥あすかたちと一度合流しないと！　温泉街に来てるんだよね？」

「ＹＥＳ、そうウサ耳に挟はさんでおります。飛鳥さんとアルマさんは接待の為ために此方こちらに来ているはず………」

　黒ウサギが辺りを見回した、丁度その時だった。

　久く遠どう飛鳥とアルマテイアが温泉街のお土産みやげ屋で声を上げる。

「あら、二人とも。丁度いいタイミングね」

「飛鳥さん！　アルマさん！　御お二人はお買い物ですか？」

「ええ。マスターと遊覧に勤いそしんでおりました。黒ウサギ殿どのもゲームお疲つかれ様でした。その様子だと春日部殿も無事に勝ち抜けたようですね」

　飛鳥はメイド姿のアルマテイアを連れて温泉街で買い物をしていたらしい。両手にお土産グッズや温泉饅まん頭じゆうを下げている。

　アルマテイアの人型を初めて見た耀はその姿を不満そうな表情で見た。

「………意外。アルマって、人型に成れたんだ」

「そうですが、何か問題でもありますか？」

「うん。山羊やぎの姿の方がカッコいいのに、何で人型になんかなるの？」

　耀の直球な物言いに、アルマは思わず吹き出しかけた。

　元女め神がみである彼女にとって人型も山羊の姿も正体であることに違いはない。どちらに優ゆう劣れつを付けるかなど考えたこともないだろう。

　だが他人の目を通した時、称しよう賛さんされることが多いのはやはり人型の時だ。

　眼鏡の奥に隠かくされた理知的な瞳。

　美び麗れいで整った面おも立だち。

　そして官能的を通り越こして最も早はや造形美とでも言わねば形容できない肢し体たい。

　厳おごそかなメイド服の下に隠されているその女性的な身体からだは同性であっても思わずため息が出てしまうだろう。

　そんな美麗な人型を差し置いて、山羊の姿の方が素晴らしいと口にされたのだ。褒ほめられ慣れていない姿をこんな直球で褒められてしまえば、つい楽しくなってしまうのは当然のことだろう。

「ありがとうございます、春日部殿。ですがマイマスターはこの通り純度の高い箱入りお嬢じよう様さま属性の持ち主。なればその傍かたわらで従事する者は世間知らずなお嬢様をサポートする、物静かで理知的な女性であるべきだとは思いませんか？」

「あら、随ずい分ぶんと自己評価が高いのね。穏おだやかとか理知的とか言う前に、まず皮肉屋の看板を付けるべきだと思うわ」

　ムッと睨む飛鳥と、口元を押さえて上品に笑うアルマ。こうしてみると主従関係というよりは姉妹の様な仲なか睦むつまじい雰囲気である。

　耀も小さく微笑ほほえみながら二人に問う。

「二人も温泉目的？」

「ええ。もうすぐ日が暮れるから丁度いいと思って」

「御二人も土つち埃ぼこりを落としに来たようですね。ご一いつ緒しよしますか？」

「ＹＥＳ！　〝ノーネーム〟のお風ふ呂ろ女子会を開くのですよ！」

　ウサッ！　とウサ耳を伸ばして提案する黒ウサギ。特にアルマとはまだこういう場を設けたことが無かった。アジ＝ダカーハとの戦いの戦後処理や今回のゲームの進行などに追われていた為、そのような時間を設けることが出来なかった。いい機会だとウサ耳を横に振ふる黒ウサギだが、何故なぜか飛鳥とアルマは神しん妙みような顔を共に見合わせる。

「………そうね。これはいい機会かもしれないわ、アルマ」

「いいのですか？」

「ええ。そう遠くない先のことだもの。まずは二人に聞いて欲しいわ」

　畏かしこまりました、と恭うやうやしく頭を下げるアルマ。

　さて何のことかと今度は黒ウサギと耀が顔を見合わせたが、宿の前で話し込むことはない。まずは温泉に浸つかってからにしようと共に合意し、温泉宿に入る。

　しかしいざ女湯の入り口に着くと、〝本日貸切〟の札が出ていた。

「あやや？　どなたかが借り切っているご様子なのですよ？」

「きっとポロロ君でしょう。御み門かどさんの接待に使うって言っていたから」

　男湯から響ひびく歓かん声せいを聞いて納なつ得とくして頷うなずく一同。〝六本傷〟が借り切っているのなら入ってしまっても問題はないだろう。

　女湯の脱だつ衣い所に入った飛鳥たちは各おの々おのの衣服を脱ぬいで籠かごに入れる。

　其そ処こでふと、飛鳥は誰だれかの衣類があることに気が付いた。

（女性ものの浴衣ゆかた………？　誰か先に入っているのかしら？）

〝ノーネーム〟か〝六本傷〟縁ゆかりのコミュニティだろう。飛鳥は特に気にしないまま服を脱ぎ終えて布を体に巻く。耀と黒ウサギとアルマも速すみやかに脱衣を済ませて用意を整える。

　それぞれが用意をして湯ゆ殿どのに入ると、全員が感かん嘆たんの声を上げた。

「これは素す晴ばらしい………！」

　一番に声を上げたアルマが早足で進み出る。西せい欧おう出身の彼女にとって露ろ天てん風ぶ呂ろという文化は物もの珍めずらしいのだろう。物静かな彼女には珍しく熱の籠こもった声だった。

「もしかしてアルマ、露天風呂は初めて？」

「ええ。話には聞いたことがありましたが実際に入るのは初めてです。屋内の浴室とは違ちがった趣おもむきがあってとても良いですね。少し湯気が濃こいので足元には気を付けねばなりません───っ、マスター下がって！」

　突とつ如じよ、アルマは声を荒あらげて三人を庇かばった。

　右手から稲いな光びかりを発した彼女は湯ゆ煙けむりの向こうから伸びる蛇だ蝎かつの剣けん閃せんを弾はじき飛ばす。視界が不ふ明めい瞭りような為に何者の斬ざん撃げきか定さだかではないが、その剣の冴さえにアルマは瞳ひとみを尖とがらせる。

　今の剣閃は直ちよく撃げきを狙ねらったものではない。

　恐おそらくは、彼女たちの肢体を隠している布だけを切り裂さこうとしたのだ。

「連接剣………！　此これだけの剣けん技ぎを持ちながら婦女子の素す肌はだを晒さらそうとするとはなんという破は廉れん恥ちな！　一体何者です!?　大衆浴場とはいえ許されぬ行こう為いがあります！………ありますよね、マスター？」

「え、ええ。でも落ち着いてアルマ。今の連接剣って………」

　薄うす布ぬの一枚を的確に狙う蛇蝎の剣閃。

〝ノーネーム〟の三人は今の一いち撃げきに見覚えがあった。いやむしろ、此れだけ研とぎ澄すまされた剣技をこんなお馬ば鹿かな行為に使う騎き士しは一人しかいない。

　湯煙の向こうを見つめながら、飛鳥は静かに問うた。

「もしかして………フェイスレスさん？　こんな所で何をしているの？」

「───。それは此方の台詞せりふです。この時間帯は私が貸し切っていたはずですが？」

　華カ蘭ラン、と桶おけを叩たたきつける音が湯殿に響く。湯煙の向こうで姿は確かく認にんできないが、その声は紛まぎれもなく女王騎士フェイスレスのものだった。

　何処どこか静せい謐ひつな雰ふん囲い気きを漂ただよわせている彼女だが、今の声こわ音ねには何故か焦しよう燥そうらしきものが感じられる。それなりに付き合いのある飛鳥たちだが、こんな彼女の声音を聞くのは初めてだった。

　しかし何はともあれ、勘かん違ちがいして入ってきたのは飛鳥たちの方だ。

　まずは入浴していいかどうかを問うべきだろう。

　飛鳥は視界を覆おおい隠すほどの湯煙を搔かき分けて進む。

「───っ[image: !!??]　待ちなさい、貸し切りだと言っているのに何で此方に来るのですっ」

「無断で入ったことは謝罪するわ。でもいい機会だし、貴女あなたとも少し話したいことがあるの。よく考えると私、貴女には助けられた経験しかないと思って」

　思い返せば、〝アンダーウッド〟で初めて会った時からそうだった。

　巨きよ人じん族との戦いで彼女は三度も飛鳥を助けてくれた。

　アジ＝ダカーハとの戦いでも救きゆう援えんに駆かけつけてくれた。そして前線に出られない飛鳥とは違い、最前線で戦い抜ぬいてみせた。

　これだけ多く借りがあるというのに、未いまだに礼の一つも言えていない。

「ＹＥＳ！　フェイスレス様には黒ウサギも助けられた覚えがございます！　お礼になるかどうかはわかりませんが、背中の一つも流させてくださいな！」

「結構です。貸した覚えはないので返さずとも───いえ、そんなことよりまずは人の話を聞いてください………[image: !!!]」

　バシャッと、湯水を搔き分けて離はなれる音。慌あわただしい彼女など益ます々ます以もつて珍しい。此こ処こで問題児の最年少・春日部耀の悪戯いたずら心に火が付いた。

　耀はもしやと思い、湯煙の向こうに向かってそっと聞いてみる。

「フェイスレスさん。もしかして今………仮面を付けてないんじゃない？」

「───っ[image: !!??]」

　その瞬しゆん間かん。湯殿に居合わせた全員に衝しよう撃げきが走った。

　そう、それ故ゆえの貸し切りなのだ。

　どんな時でも仮面を外さなかった彼女が今、その素す顔がおを晒している。こんなおいしい状じよう況きようを問題児たちが見み逃のがすハズがない。

　身の危険にいち早く気が付いたフェイスレスは舌打ちしてすぐに飛び離れようとしたが、僅わずかに遅おそい。飛鳥と耀は刹せつ那なのアイコンタクトで頷き合う。

「春日部さん！　湯煙を吹ふき飛ばして！」

「合がつ点てん承知！」

「っ、自由にもほどがあるでしょう───[image: !!!]」

　女王騎士の焦燥、此処に極きわまる。

　彼女の身体能力なら顔を隠したまま外に飛び出ることぐらいわけもなかっただろうが、如何いかんせん今は布一枚の状態である。

　流石さすがに全ぜん裸らで往来に飛び出るわけにもいかない。騎士号剝はく奪だつは確実だ。

　しかしだからといって身を隠す場所もない。湯煙は耀の巻き起こす旋せん風ぷうによって瞬またたく間に消え去っていく。

　───これは、完全に詰つんだ。

「さあ！　最後に仮面の下の素顔、大衆浴場で晒してもらいましょうか───[image: !!!]」

　視界が晴れていく。

　息を吞のむ一同。

　万ばん策さく尽つきたフェイスレスの姿が湯煙の向こうで遂ついに───




　───湯ゆ桶おけを被かぶっていた。




「………っ、その手があったか………！」

〝仮面の騎士〟改め、〝湯桶の騎士〟此処に爆誕。首から下は素肌を隠す素そ振ぶりすらないのに、どうあっても顔だけは見られたくないらしい。

　飛鳥たちは傍はた目めから見ても一目でわかるほど落らく胆たんする。こんな千せん載ざい一いち遇ぐうの機会は今後何時いつ訪おとずれるかわからない。此処まで来たならいっそ力押しに出るのもありかという考えが脳のう裏りを過よぎる。

　しかしそんな邪よこしまな心は───昇しよう龍りゆうの如ごとく立ち上る覇は気きによって押しとどめられた。

「皆みなさんに聞いておきますが。この度たびの無礼、決死の覚かく悟ごがあってのことと受けとっても構わないでしょうか？」

　カチャリ、と連接剣の繫つなぎ目を緩ゆるめる湯桶の騎士。檜ひのきの湯桶でスッポリと首から上を覆っているので表情は読み取れないが、今まさに怒ど髪はつ天を衝つくが如く怒いかり狂くるっているのは間ま違ちがいない。しかも最悪なことに、ギフトカードは脱衣所の籠の中。

　飛鳥たちは今、丸まる腰ごしのまま湯桶の騎士に斬きりかかられそうになっているのだ。

「ちょ、ちょっと待って！　ただの冗じよう談だんだから！」

「Ｙ、ＹＥＳ！　問題児様方の何時ものおふざけなのです！　後でお説教しておきますから此処は黒ウサギの、」

「ウサ耳を差し出すから」

「ご勘かん弁べんを、って耀さん!?」

「わかりました。ウサ耳二つで許しましょう」




　カチャリ。




「なにゆえ!?　何故に悪くない黒ウサギのウサ耳が質に!?」

「死地だけに？」

「ＹＥＳ！　って別に上手うまくはございませんからこのお馬鹿様！」

　スパーンッ！　とウサ耳を伸のばして耀の頭を叩く黒ウサギ。

　フェイスレスはしばしそのやり取りを聞き取りつつ、ため息を吐ついた。

　彼女にとっては仮面を外して静かに静養できるまたとない機会だったというのに、どうしてこんなに姦かしましくなってしまったのだろう。

「……………」




　カチャリ！




「はいお待ちを！　天てん丼どん芸をしている余よ裕ゆうは今の黒ウサギにはございませんので！　お詫わびに御お背中流しますから、ささ、此方こちらに此方に！」

　黒ウサギは前進に脱だつ兎とするという斬ざん新しんな戦術でフェイスレスの手を握にぎり、流し台に連行する。彼女が本気で怒おこっている気配に感づいたからだろう。

　予想外の展開に飛鳥とアルマは共に苦笑いを浮うかべる。

「………まあ、丁度いいかもしれないわね。彼女にも話しておきたかったもの」

「本当によろしいのですか？」

「ええ。そういう約束だものね」

　飛鳥はアルマを見つめ、黒ウサギたちの許もとに歩み寄る。

　女性陣じんは共に背中を流し合い、湯船に浸つかるのだった。




　　　　＊




　華カ蘭ラン、と鹿しし威おどしの音が湯殿に鳴り響く。姦しかった女性陣は一ひと先まず落ち着きを取り戻もどし、今は仲良く寛くつろいでいる。黒ウサギは背筋とウサ耳を伸ばし、蕩とろけそうな声を漏もらす。

「何とも麗うららかな時間なのです。最近の激務が噓うその様なのですよ」

「そうね。此れだけ素す晴ばらしい温泉なのだから、みんなで堪たん能のうするのが一番だと思わない？」

「……………」

　飛鳥の問いかけに黙だまり込む湯桶の騎士。如何どうやらまだ怒っているらしい。

　皆が苦笑いを浮かべる中、コホン、とアルマが咳せき払ばらいをして注目を集める。

「外部の方がいますが、こうして裸はだかの付き合いが出来る場を設けられたのも何かの縁えん。此処は一つ、〝ノーネーム〟の現状について少し話し合いませんか？」

「現状？」

「といいますと？」

　小首を傾かしげる耀と黒ウサギ。素振りだけで耳を傾かたむけるフェイスレス。

　アルマは指を三本立てて問題を提議した。

「まず、〝ノーネーム〟は長らくリーダーが不在の状態です。此れによって滞とどこおっている執しつ務むが多々あります。一番大きい案件は、新たに加盟したいという申し出を保留にさせていただいていることでしょうか？」

「ＹＥＳ。対魔ま王おう、対〝ウロボロス〟を目的とした大連盟の案件でございますね」

　ピッとウサ耳を立てる黒ウサギ。

「此方は盟主を〝ノーネーム〟とし、〝六本傷〟、〝ペルセウス〟、〝ウィル・オ・ウィスプ〟を中心に締てい結けつ。保留とさせていただいているのが〝サラマンドラ〟、〝覆海大聖海を覆いし者〟、〝ラプラスの悪あく魔ま〟、〝龍角をドラコ持つ＝鷲獅子グライフ〟でございます」

「………凄すごいわね。〝階層フロア支配者マスター〟揃そろい踏ぶみじゃない」

「いえ、そうでもないのですよ。北の守護者である〝鬼おに姫ひめ〟連盟は今回の大連盟には参加しないとのお返事をいただきました。あそこは四桁けたの下部組織が集まって出来た少し特とく殊しゆなコミュニティなので………事情が込み入っているのです」

　そう、と相あい槌づちを打つ。対魔王の大連盟を組むのであれば全すべての〝階層支配者〟に参加して欲しいというのが本音だが、参加できない事情があるのであればそれは仕方がない。

「そして此方から誘さそいをかけているのが〝混天大聖天を混沌せし者〟、〝酒しゆ天てん童どう子じ〟、〝ケーリュケイオン〟───そしてかの大魔王〝クイーン・ハロウィン〟です」

「は？」

　此処で湯桶のフエイス騎士レスが素すっ頓とん狂きような声を上げた。

　黒ウサギはウサ耳を伸ばして神しん妙みように頷うなずく。

「白しろ夜や叉しや様が不在の今、やはり下層の秩ちつ序じよを守るには三桁の〝階層支配者〟の力が必要不可欠だという話が上がりまして………ならば今回の戦いでいち早く立ち上がった女王クイーンにまず話を通すのが良案ではないか、という話でまとまったのです」

　黒ウサギの言葉に、アルマも頷く。

「そうですね。南側の〝階層支配者〟だった〝アヴァロン〟は女王直ちよつ轄かつの騎士団だったはず。女王自身の力を借りずとも、下部組織を派兵してもらうことは可能ではないでしょうか？」

「………。なるほど。それで私にも話をしておきたいということになったのですね」

　呆あきれながらも得心がいったようにため息を吐くフェイスレス。彼女は〝クイーン・ハロウィン〟の直轄の騎士〝女王クイーンズ騎士団ナイツ〟の第三席に籍せきを置いている。

　もしも女王が〝階層支配者〟に相応ふさわしい人材を派兵してくれるというのであれば、その第一候補は間違いなく彼女になるだろう。

　耀はこっそり持ち込んだ温泉卵を食べながら小さく頷く。

「そっか。フェイスレスさんだったら私たちにも顔が利きくし、連れん携けい取りやすいもんね」

「ＹＥＳ！　実力も折り紙付きでございます！　〝女王騎士団〟で第三席ということは、ケルト神群の中で三位の実力者ということ！　〝階層支配者〟の資格は十二分にあるのですよ！」

　期待を込めて瞳ひとみを輝かがやかせる黒ウサギ。

　しかしフェイスレスは小さくため息を吐いて首を振ふる。

「なるほど。お話は分かりました。しかし期待していただけるのは嬉うれしいですが………二つ、残念なお知らせがあります」

「へ？」

「まず一つ。私が第三席に居るのは私自身の力量によるものではありません。剣けん技ぎなら上に四人、槍そう技ぎならば上に二人います。本来の私の席次は九番目がせいぜいでしょう。それでも尚なお、私が第三席を戴いただいているのは………私が所有している、恩恵ギフトの評価ですから」

「恩恵？　というと、連接剣けんや剛ごう弓きゆうのこと？」

　飛鳥が首を傾げて問う。

　しかしフェイスレスははっきりと首を振った。

「いえ、あれは恩恵ではありません。物質こそ妖よう精せい郷きようのものですが、基本的には只ただの武具です。あれらとは別にある固有の恩恵………そうですね。春日部さんの〝生命のゲノム・目録ツリー〟と同格か、或あるいはそれ以上の恩恵を私は所有しています」

「………なっ、」

　フェイスレスの告白に一同は息を吞む。

　最高クラスの恩恵である〝生命の目録〟に匹ひつ敵てきする恩恵を所持しているということにも勿もち論ろん驚おどろかされたが、真に驚くべきは其そ処こではない。

　何せ飛鳥たちはこれまで幾いく度どとなく彼女が戦うところを見てきた。

　その戦せん闘とう能力は正に一いつ騎き当とう千せんと呼ぶに相応しい。彼女の振るう巧こう緻ちな剣けん術じゆつの冴さえは数倍の身体能力を持つ十六夜と互ご角かくに渡わたり合えるほどだ。

　しかし今の話が本当なら、更さらに評価を改めざるを得ない。

　巨きよ人じん族、巨龍、そして魔王アジ＝ダカーハとの戦いに於いてこの稀き代たいの女王騎士は───今まで、只の一度も恩恵を使わなかった、ということなのだから。

「ちょっと待ちなさい。それ程ほどの恩恵を持っていながら、どうして今まで隠かくしていたの？　貴女あなたが本気を出していたら、巨龍やアジ＝ダカーハとの戦いを有利に進めることだって出来たかもしれないのに」

　飛鳥は瞳を鋭するどく光らせて糾きゆう弾だんする。

　その二つの戦いは多くの死者も出した、正に死し闘とうと呼べる戦いだった。それだけの恩恵を持っていたというのなら、出さなくてもよかった犠ぎ牲せいもあるかもしれない。

「………巨龍との戦いについては弁明するつもりはありません。あの場で私の恩恵を使わなかったのは私自身の判断です。ですがアジ＝ダカーハとの戦いは別です。もしも逆さか廻まき十六夜がアジ＝ダカーハを倒たおせずにいた時は───」

　しばし逡しゆん巡じゆんする。言葉を選ぼうとしたフェイスレスだが、やはり改めて言い切った。

「───最悪の場合。アジ＝ダカーハは、私が倒す覚かく悟ごでいました」

「っ………!?」

「ですがそうならずに済んでよかった。あの剣を抜ぬくことで私の出生が知られることになりますし、何より抜いたところで勝算も決して高くはないでしょう。彼の示した勇気には、只ただ々ただ感服します」

「な、なるほど。ですがそれ程の力をお持ちなら、益ます々ます以もつて〝階層支配者〟に就任して欲しいのですっ！」

　ズイッ、と前に出る黒ウサギ。諦あきらめるどころか更に関心を集めてしまったらしい。新たに生まれた期待に申し訳なく思いつつも、フェイスレスは首を横に振る。

「それこそ不可能です。私は既すでに女王の勅ちよく命めいを受けています。同盟締結の成否に拘かかわらず、私が〝階層支配者〟に派兵されることはないでしょう」

　女王からの勅命。彼女が直轄の騎士であることを考えれば、それがどんな命令よりも優先されることは間ま違ちがいない。

　黒ウサギはウサ耳をヘニョらせてため息を吐いた。

「そうですか………そういうことなら無む理り強じいはできないのです。女王騎士は曲くせ者もの揃ぞろいとウサ耳に挟はさんでおりましたので、比ひ較かく的常識人であるフェイスレス様ならと思ったのですが………」

「それには同意します。私も幾いく人にんかに手て解ほどきをしていただきましたが、あの人たちは常人と感性が少しずれている。───これは助言ですけど、槍やり使つかいのメイドが派遣されたら逃にげ出すことをお勧すすめしますよ。強制的に達人にまで鍛きたえられますから」

　フッと明後日あさつての方向を見つめる湯桶のフエイス騎士レス。

　何か嫌いやな思い出に触ふれてしまったのだろう。

　アルマは話が一段落したことを確かく認にんして手を挙げる。

「女王の件はわかりました。ですがその返答を受け取ったとしても、対応できる者が今の〝ノーネーム〟には居ません。頭首不在となれば女王の機き嫌げんを損そこねる事も考えられます。………黒ウサギ殿どの。私が云いわんとしていること、理解していただけますか？」

　直接的な言葉を避さけてアルマが告げる。

　本題に入ろうとしていることを察した黒ウサギは、ウサ耳を伸のばして頷く。

「………此これ以上、ジン坊ぼつちゃんの帰りを待つことは出来ない。そういうことでございますよね？」

「ええ。此れだけ巨きよ大だいな大連盟を築くとなれば、盟主は代行を立てるわけにもいかないでしょう。新たな頭首を選出する段階に移らねばなりますまい」

　厳しいアルマの言葉に、一同は黙り込む。捕ほ虜りよの交こう換かんに一いち縷るの望みを託たくしてはいたが、〝ウロボロス〟から連れん絡らくを受けないことには動きようがない。大連盟の盟主に代行を立てることは容易たやすいが、ジンが帰って来た時に改めて頭首の座に戻ることは不可能だろう。

「ジン殿は己おのれの意思で〝ウロボロス〟に残ったと聞き及およんでいます。きっと彼にしか成せぬ何かがあったのでしょう。なればこそ〝ノーネーム〟はその意思を汲くみ取るべきです」

「………ＹＥＳ。少なくとも、今の様にコミュニティの動きが停てい滞たいすることをジン坊ちゃんは望んではいないのです。それに───」

　黒ウサギはウサ耳をパタパタさせつつ、耀を見た。

「───ジン坊ちゃんは、前々から頭首を退くおつもりでした」

「え？」

「〝もしも自分に何かあった時は、コミュニティの正統な後こう継けい者しやに頭首の座を譲ゆずる〟と。〝煌こう焰えんの都〟に巨人族が現れる前に、ジン坊ちゃんはそう告げていました」

　コミュニティの正統な後継者。

　その言葉を受け、一同の視線が一いつ斉せいに春日部耀に集中する。

　耀は思わず温泉卵を丸まる吞のみして驚いた。

「え………ぇ、え!?　う、噓うそ、ちょっと待って！　正統な後継者って、私のこと!?」

　突とつ然ぜん話の中心に引きずり出されて焦あせる耀。自分には縁えん遠どおい話だと思って静せい聴ちようしていたのだが、まさかこんな形で話を振られるとは思っていなかったのだろう。

　黒ウサギの提案を、アルマは嚙かみ砕くだきながら頷く。

「なるほど、それは妙みよう案あんです。前頭首の娘むすめである彼女が〝ノーネーム〟を継つげば、大連盟の創設に旧〝　　　　　　〟同盟を誘う大義名分が出来る。女王への謁えつ見けんも容易く済むかも」

　前頭首にして〝ノーネーム〟の最強戦力と称しようされた男───春日部かすかべ孝こう明めいの娘。黒ウサギたちがコウメイの苗みよう字じを知らなかったことで召しよう喚かんされた時には気が付かなかったが、知っていたのならもっと違ちがう対応をしていただろう。そしてそれは十六夜や飛鳥にも言える。

　ジンは金庫番の家系である己より、彼女こそ〝ノーネーム〟を継ぐに相応しいと考えていたのだろう。

　だが当の本人には堪たまったものではない。

　耀は手を振りながら慌あわてて声を上げた。

「ちょ、ちょっと待って、無理に決まってる！　私にリーダーなんて出来っこない！」

「そうでしょうか？　耀さんは実力も急きゆう上じよう昇しようしておりますし、頭の回転も速い方です。何より、とても仲間想おもいではございませんか。黒ウサギとしては適任かと思うのですよ」

「で、でも、」

「それに！　ジン坊ちゃんもきっと、今のような状じよう況きように陥おちいる可能性も考えていたが故ゆえにそのような言葉を残していたのではないでしょうか？」

　ウサ耳を伸ばして推すい薦せんする黒ウサギ。

　彼女たちは知らないが、ジンがペストと約束を交かわしたのもそういう事情が裏にある。〝ノーネーム〟の頭首を正統な者に譲り、名と旗を取り戻もどした後、ペストの願いを叶かなえる旅に出るつもりだったのだろう。

　しかしそんな事情を知らない耀は、助けを求めるように飛鳥を見る。

「そ、それに、新しいリーダーを任せるならそれこそ他ほかに居ると思う！　十六夜や飛鳥の方が私よりもずっとしっかりしてるし、」

「あら、そんなことないと思うわ。今朝も十六夜君が言っていたわよ。『もう俺でも勝てるかどうかわからない』って」

　ほへッ[image: !!?]　と奇き声せいを上げる春日部耀。

　アーシャにはああ言ったが、まだまだお互たがいの実力差は大きいと考えていたのだろう。まさか十六夜の評価がそんなに上がっていたとは微み塵じんも思わなかった。

「い、十六夜が？　本当に？」

「ええ。何方どちらにしても、春日部さんが十六夜君に大きく劣おとるとは思わないわ。私としては二人の中から新しい頭首を選出して欲しいと思ってるわ」

「でもでも、だったら私は飛鳥を推薦する！　私よりずっとしっかりしてるし、がんばり屋だし、仲間想いだし、お転てん婆ばだけど上品で礼れい儀ぎ正しいし！」

「いえ、春日部殿。申し訳ありませんがマスターが頭首を引き受けることは出来ません。───マスター。そろそろ、本題をご説明するべき時かと」

　何やら大おお仰ぎような物言いに一同の注目が集まる。

　飛鳥は静かに瞳ひとみを閉じ、勢いよく湯船から立ち上がった。

「みんな。落ち着いて私の話を聞いて欲しいの」

「………？　うん」

「はいな。なんでございましょう？」

　耀と黒ウサギは小首を傾かしげて問う。彼女がこんな形で全員に語り掛かけるのは珍めずらしい。行動力こそあるが、発案をするタイプではない。

　湯ゆ煙けむりが僅わずかに晴れた夕雲を見上げ、飛鳥は強い意志を込めて告げた。




「私、久遠飛鳥は───この〝金こん剛ごうの鉄火場〟を最後に。

〝ノーネーム〟から、独立したいと思います」
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　───山さん岳がくに出来た天然の地ち下か牢ろう。

　鉱山街の賑にぎわいとは対照的に、人の気配は露つゆ程ほどにも感じられない洞どう穴けつの最さい奥おうに殿でん下かは投とう獄ごくされていた。定刻に食事を持ってくる者が現れるまで、彼は一人きりで過ごしている。

　捕ほ虜りよの扱あつかいというよりは、罪人の扱いだ。鎖くさりにこそ繫つながれていないが、小さな水樹の苗なえから流れる水で渇かわきを癒いやし、土つち埃ぼこりを僅わずかに洗い流すという過か酷こくな環かん境きようにある。本来なら個室を与あたえられて最低限の衣食住は保障されるのが正しい扱いなのだろう。

「……………」

　だが───そのように持て成すには、彼は余りに多くの罪を犯おかしてきた。

〝アンダーウッド〟を始めとした箱庭の〝階層フロア支配者マスター〟が治める主要都市を三つも襲おそい、壊かい滅めつ的な打だ撃げきを与えてきたのだ。鷲獅子グリフオンのグリーもその戦いの中で相棒である騎き手しゆを失っている。殿下を取り巻く怨えん嗟さの渦うずは下層の至る所で燻くすぶっている。報復の拷ごう問もんにかけ残ざん忍にんな方法で処しよ刑けいすることを望む声も少なくない。そうなっていないのは、アジ＝ダカーハを倒たおす為ために彼が十六夜いざよいに協力したのが理由である。

　殿下の力ちから添ぞえが無ければアジ＝ダカーハを倒すことは出来なかったと、当事者である十六夜が進言したのだ。もしそうでなければ、彼は早々に処刑されていただろう。

（………まあ、それはそれでいいけどな）

　岩いわ肌はだの地面で寝ね返がえりを打つ。熱の籠こもった感情を見せることの少ない殿下だが、今の彼の瞳ひとみは殊こと更さらに冷めていた。遊興屋ストーリーテラーと交かわした〝アジ＝ダカーハを倒す〟という契けい約やくは間接的に果たすことが出来た。彼の手助けが無ければ〝ノーネーム〟とその仲間たちは壊滅していたに違ちがいない。これでジンやペストの身み柄がらは一ひと先まず守られたことだろう。

　真っ直すぐ彼らの許もとに帰らなかったのは、自分に捕虜としての価値がまだあると計算してのことだ。〝ウロボロス〟がまだ殿下に利用価値があると考えているのであれば、捕虜の交こう換かんに乗り出すのは当然のことだからだ。

　しかしあれから三か月。その様子は今のところ全く見られない。

　見限られたのか、利用価値が無くなったのかは定さだかではない。〝ウロボロス〟側に何か劇的な変化があって彼を必要としなくなったのは間ま違ちがいないだろう。

　これで晴れて自由の身。好き勝手に人生プランを立てていいなんて素す晴ばらしいことだ。

　おかげ様、何もやる気が出てこない。

（出て行くのは簡単だ。〝金剛鉄アダマンテイウム〟の鉱山とはいえ未加工のままでは多少固いってだけの鉱石に過ぎない。俺なら小細工する必要もない）

　或あるいはそれが十六夜の意思なのかもしれない。

　自分の意思で捕つかまったのだから好きな時に出て行け。これで貸し借りなしだ、と。しかし此こ処こから出て行っても別段やりたいことがあるわけでもないのだ。

　殿下が〝ウロボロス〟に反旗を翻ひるがえそうとしたのは、単純に好き勝手に自分の人生を誰だれかに決められるのが嫌いやだったからだ。それ以外に崇すう高こうな願いがあるというわけでもない。

　それでも敢あえて行動すべきことを挙げ連ねるのであれば………リンやグライア、そしてアウラたちの安否を知りたいという程度のことしかない。

　だが彼女たちを探そうにも、旅立つ当てが無いのだ。

（遊興屋に見つかったのは痛つう恨こんの痛手だ。接せつ触しよくしてきたのが星せい霊れいや神しん霊れいの類たぐいだったのなら〝虚きよ星せい・太たい歳さい〟を使って完かん封ぷうすることが出来たのに）

　鍾しよう乳にゆう洞どうから垂れる水すい滴てきを苛いら立だたしげに払はらう。普ふ段だんの殿下ならそんな些さ細さいなことは気に成らなかっただろうが、そんなことが気になってしまうぐらいには暇ひまなのだろう。

〝虚星・太歳〟は龍りゆう種しゆ以外の最強種を虚きよ構こう世界に封ふう印いんすることが出来る〝疑似アナザー・創星図コスモロジー〟だ。最強種以外には霊格を半減させる程度の力しか発揮しない代わりにその二種が相手ならばあらゆる実力差を乗り越こえて勝利するという限定的な用よう途とに特化している。

　本来なら、追っ手として送り込まれた〝ウロボロス〟のメンバーをこの〝虚星・太歳〟で捕ほ獲かくして情報を引き出しつつ連中を遊ゆう撃げきしていく作戦だったのだ。

　だがその計画も破は綻たんした。速すみやかにマクスウェルを始末出来ていたのなら此処までの事態にはならなかったかもしれないが、全すべては後の祭りだ。

（出て行ってもやりたいことがあるわけじゃない。それに箱庭の何処どこに行っても俺たちはお尋たずね者だ。………自由って奴やつは、存外に面おも白しろくないもんなんだな）

　鍾乳洞の先せん端たんを冷めた瞳で見つめる。

〝ウロボロス〟に命令されるまま生きてきた殿下に、人生の目的など無い。かといってリン達の為に出来ることも何も無い。リン達の方から接触してくるのを待つしかないのだ。

　牢ろう獄ごく内の灯あかりを見つめてもう幾いく度ど目に成るかわからない舌打ちをする。

　地上に繫がる階段から人の気配がしたのは、丁度その頃ころだった。

「………ヒハハハ。よう、坊ぼう主ず。元気にしてたか？」

　下げ卑びた男の笑い声が地下牢に響ひびき渡わたる。予想外のその声に、殿下は思わず身を起こす。

「その声………混こん世せい魔ま王おうか？」

「応よ。元気そうで何よりだ。リン嬢じようちゃんたちが心配してたぜ？」

　カツカツと、軽い足取りで牢獄に近づく混世魔王。その姿はサンドラ＝ドルトレイクのものではなく、出会った頃の猿えん鬼きのものになっていた。

「………？　ゲームを解除したのか？」

「いんや。ゲームルールの一部を〝サラマンドラ〟がクリアしたんで、主催者ホストと参加者プレイヤーの痛み分けってことで先方に話を通した。お前の身柄と引き換かえによ。これで暫しばらく〝階層支配者〟から追っ手がかかることもねェぜ。ヒヒ、火か龍りゆうの先代は話が早くて助かるなァ！」

　牙きばを見せて笑う混世魔王。本来なら〝サラマンドラ〟にそんな権利はない。

　殿下を捕つかまえたのは他ほかでもない〝ノーネーム〟である。独断で行動に移したというのならば、此これから締てい結けつする予定の大連盟にも差し支つかえが出てくるだろう。

　だが殿下が真に驚おどろいたのは其そ処こではない。

「………わからないな、混世魔王。お前はどうしてまだ俺たちに協力する？〝ウロボロス〟がどんなコミュニティなのか聞いていないのか？」

「おいおい、そんなもん聞かなくてもわかってるに決まってんだろ。俺様は生きつ粋すいの魔王なんだぜ？〝ウロボロス〟が魔王連盟じゃねェことぐらいとっくに察してるっての。大方、何処かの超ちよう巨きよ大だいな神群なりなんなりが背後に居て糸引いてるんだろ？」

　ヒハハと笑いながら牢ろう屋やの前に立つ混世魔王。だがそれを聞いて益ます々ます殿下は訝いぶかる。

　この魔王と殿下たちの利害関係は一いつ致ちしていない。殿下たちはこの魔王を利用しようとしただけだ。それに気づかぬ凡ぼん愚ぐというわけでもない。

　さて、と殿下に向き直った混世魔王は、顎あごの髭ひげを触さわりながら彼を見み据すえる。

「まァ、俺様が直々に足を運んだのは他でもねェ。お前さんを品定めしに来たのさ」

「品定めだと？」

「ああ。何、難しいことはしねェよ。少しばかし質問したいだけだ」

　ニヤニヤと厭いやらしい笑えみを浮うかべてその場に座り込む。すぐに牢屋の鍵かぎを開けないということは、回答次し第だいでは逃にがさないという意思表示かもしれない。

　───舐なめられたものだ。この程度の牢獄、その気に成ればいつでも逃げ出すことが出来るというのに。大方、コミュニティを離はなれる前に報ほう酬しゆうか何かをせびりに来たのだろう。元より傭よう兵へいの様に連れてこられた外部の魔王だ。手切れ金代わりに〝虚星・太歳〟を寄こせとでも吹ふっかけに来たのかもしれない。

　殿下は呆あきれながらも僅かに腰こしを浮かせて質問を待つ。もしも下らない申し出ならば即そく座ざに牢を破って首をへし折ればいい。

　だがそんな殿下の予想とは裏腹に、混世魔王はフッと笑みを消し、




「お前───本当の魔王連盟を造る気はないか？」




　それは、下卑た笑みを浮かべる野や卑ひな猿鬼のものではなく。

　生粋の魔王が持つ、威い風ふうの籠った問いだった。

「本当の………魔王連盟？」

「応よ。嘗かつてこの箱庭の世界で〝七なな天てん大たい聖せい〟と呼ばれる最大規模の魔王連盟があったことは知っているよな？」

　それは知っている。むしろ知らぬ方がおかしいだろう。

〝七天大聖〟───或いは〝七なな大だい妖よう王おう〟とも呼ばれた、洋の東西を問わず〝斉せい天てん大たい聖せい〟の下もとに旗本を共にし合った七人の魔王たち。天てん帝てい、道教、仙せん道どう、仏門などといった力のある神群を一度に敵に回した彼らは幾いく星せい霜そう経たった今でも箱庭で語り種ぐさとなっている。

「そうさ。俺様が言っている魔王連盟っていうのは、要するに七天のような多た国こく籍せきの魔王を集め、一つの旗本に集めるということだ。そしてお前には旗はた頭がしらに足るほどの器うつわがある。───そうだろう？　アヴァターラ最後の化け身しんにして、退たい廃はいの終末論を終わらせる最新最強の英傑魔王さんよォ」

「………。ふぅん。それ、誰から聞いたんだ？」

「聞くまでもねェよ。霊格を完成させるのに複数の太陽主権を集める必要がある英傑なんてこの世にそう何人もいるもんじゃねェ。アルスター最強の戦士や太陽神スーリヤの息子むすこでさえ一つあれば事足りるっていうのに、お前さんは二つあってもまだ足りぬという。しかも刃は物ものを通さない獅し子し座ざの恩恵ギフトを顕けん現げんできるとなれば、符ふ合ごうするのは史上で二人だけだ」

「……………、」

「一人は獅子座の伝承の元になったギリシャの英傑ヘラクレス。此奴こいつはまあ一つあったら召しよう喚かんできるようだが、神霊や星霊として完全な霊格を保つためには五つもの太陽主権が必要だ。───だが恐おそるべきことに、お前さんの完成形はその更さらに上を行く。赤道と黄道を合わせ、十匹ぴきもの太陽の星せい獣じゆうが必要になるのは異世界を含ふくめてお前さんだけだろうよ」

　混世魔王は確信の籠った笑みで殿下の霊格を暴あばく。

　そして恐ろしいことに、彼の推論は九分九厘りん正解していた。

　───〝アヴァターラ〟とはインド神群に於おける〝疑似創星図〟の一つであり、今後外界に顕現するであろう退廃の終末論〝カリ＝ユガ〟を食い止める伝承を内包した、極きわめて強力な力を持つ〝疑似創星図〟だ。

　元々の創星図は対象の世界観コスモロジーを破は壊かいする力の他に、全能領域箱庭三桁すら超こえる能力を持つ。

　アジ＝ダカーハが使用した〝アヴェスター〟はその典型だろう。あれは自身を善悪の最さい右う翼よくと定義した上で対象の世界観を模も倣ほうし反面鏡としてその身に宿す二元論の極きよく致ち。身も蓋ふたもなくいってしまえば、一対一では絶対に勝てず、一対多数であっても人間の血を引かぬものが相手であれば己おのれの恩恵を上乗せ出来るという全能領域を超えた力を持っている。例外があるとすれば、〝拝火教ゾロアスター〟に内包されている恩恵か神霊ぐらいのものだろう。

　殿下の持つ〝アヴァターラ〟は所持した黄道・赤道の星獣の伝承に適応した能力を得る。以前、闘とう技ぎ場で黒くろウサギの〝疑似神格プラフマーストラ・梵釈槍・レプリカ〟を防いだのもこの力だ。元々は〝ノーネーム〟に所属していた日天の獅し子しが保有していた獅子座の主権を奪うばったものだ。

　神造星造を問わず〝この世の全ての武具を弾はじき返す〟アヴァターラ第四の化身〝獅子の神しん獣じゆうナラシンハ〟をその身に宿して敗北の運命を覆くつがえした。

　この恩恵の加護を用いて殿下は神しん槍そうから逆さか廻まき十六夜を守り、勝機を作りだしたのだ。

「赤道龍の太陽主権で顕現したのはアヴァターラ第二の化身〝世界龍クールマ〟だな。瞬しゆん間かん的に霊格を大だい膨ぼう張ちようさせる力のようだが………ヒヒ、とんでもねェとんでもねェ！　本来ならあれ一個で創星図たり得るっていうのにその規模の世界を十も内包してるとはなァ。お前さんの〝原典オリジン候補者〟としての資質は大聖すら凌りよう駕がするだろうよ」

「………なるほど、よく調べている。俺を旗頭に立てたいという理由はそれか？」

　斉天大聖すら上回るというその資質。それを以もつて新たな魔王連盟を造り上げ、己はその参さん謀ぼうに収まる。だが違うと、混世魔王は苦笑いを浮かべて首を横に振った。

「いやなに。実を言うと確たる理由があったわけじゃねェ。ただお前さんなら、箱庭を滅め茶ちや苦く茶ちやにしてくれそうだと思っただけだ」

「………それだけか？」

「それだけだ」

　他に何も要いらない。余りにも自然に出た即そく答とうに、流石さすがの殿下も驚いた。

　何かを企たくらんでいるのかと勘かん繰ぐる必要すら感じさせない、そんな空っぽの応答。噓うそを吐つく必要が無いのは、この男の目的が単純明快で虚きよ飾しよくする意味がないからだ。

　この魔王は………混世の霊格を授さずかったこの矮わい小しような悪神は己を偽いつわることなく、心の底から、箱庭を破壊するという願いの為ために殿下を旗頭に立てようというのだ。

「ヒヒ………どうだ？　一考の余地はありそうかい？」

「………理由が分からない。そんなことをしてお前に何の得がある？」

「得なんぞ無ねェさ。そんなもんは微み塵じんもない。それでも理由が必要だっていうなら……」

　ふと、笑みを消す。一いつ瞬しゆんだけ冷めた瞳ひとみを浮かべた混世魔王は、顎の髭を触りながら、吐き捨てるように呟つぶやいた。

「………そう望まれたから、だな」

「望まれた？　誰に？」

「世界そのものに」

　混世魔王は瞳を揺ゆらすことなく宣言する。

　己の生まれてきた理由が、正しく〝不俱戴天世界の敵〟であったことを。

「俺様の伝承を知ったものとして語らせてもらうがな。身も蓋もねえことを言っちまえば〝混世魔王〟っていう魔王は成長した斉天大聖に倒たおされるためだけに、星の地ち殻かくで糞くそ手て抜ぬきの突とつ貫かん工事で造られた魔王なのよ。───この意味が分かるか？　要するに俺様は、星の継けい承しよう者様である斉天大聖にブチ殺される為だけに生まれてきた、劣れつ等とう半星せい霊れいなのさ」

　吐き捨てるように告げられた事実に、殿下は耳を疑った。

　斉天大聖が未成熟な半星霊として使命を授からぬまま生を受けたという話は聞いたことがある。彼女は星の地殻の中から土石流と共に地上へ運ばれ、不完全な形での顕現となってしまったのだ。

　その斉天大聖に正規の星霊としての霊格を目覚めさせるために送り出された試練ゲームこそ、この混世の魔王だという。

　だがそれは同時に、もう一つの事実を意味している。

「じゃあお前は………斉天大聖の、実の姉弟きようだいなのか？」

「そうなるな。ヒヒ、何ともえげつねえ話じゃねェか。ええ？　出来のいい姉は生まれついて才能と善性を宿し、愚ぐ弟ていは非才の体と悪性を強要された。星の継承試練にしちゃ悪あく趣しゆ味み極まりない。そもそもそれを知ったせいで、あの野や郎ろうは俺様を殺せなくなったのによ」

　人間にも成れず、神しん霊れいにも成れず、化け生しようにも成りきれなかった斉天大聖。

　天てん涯がい孤こ独どくの筈はずだった己の前に現れた生粋の魔王おとうとを、彼女は殺すことなく放ほう逐ちくしてしまった。星霊として開花せず使命を果たせなかった彼女は世を正しく平定に導くこともできないまま、後に〝七天戦争〟という史上空前規模の神話戦争を引き起こしてしまう。

　全すべては、この混世の魔王を斬きらなかったが故ゆえの過あやまちだった。

「………だがな。悪いのは何も大聖だけじゃねェんだ。当時の俺様は魔王としては腑ふ抜ぬけていたからな。人間の女や化生のガキを攫さらってきては侍はべらせて、豪ごう族ぞくどもから金銀を強ごう奪だつしたりしてはいたが………どうしても、出来なかったことがある。魔王としてその行こう為いに強制観念を抱いだかされていたのに、どうしてもそれだけは出来なかった」

「それは？」

　即座に問う。そして殿下は知る。

　己が今まさに、この魔王の昔語りに聞き入っていたことを。

「───童わらべの臓物を、生きたまま喰くらうこと。童心に宿る放ほう蕩とうの魔王として、その血肉と魂たましいを喰らうことで俺様は混世の魔王としての怪かい物ぶつ性を完成させるはずだった。………だがまァ、変なところで大聖と俺様は似通っちまったみたいでよ。どうしても〝肉を喰らう〟ということが俺たちは出来なかったのさ」

　斉天大聖は粗そ暴ぼうでこそあったが、その心身は曇くもりなき星空より眩まばゆく、その吐と息いきは澱よどみのない山さん岳がくの大気のように透すき通って清らかであったという。その清らかな心身は血肉を取り込むことを拒こばみ、決して喉のどを通らなかった。

「捨て鉢ばちに悪逆を重ねちゃいたが、それだけはどうしても出来なかった。そしてそれを知った大聖は、俺様を斬れなくなっちまった。馬ば鹿かな奴やつだ。糞みたいな実じつ弟ていを斬らなかったせいで………あの大おお馬ば鹿かは、本当に大事だったはずの七人の義兄弟の絆きずなを失いやがった。全ては、俺様が魔王として半はん端ぱな愚王だったからだ」

　討うたれる為に生まれてきた。

　………討たれる為だけに生まれてきた。

　そんな彼に、遠い昔、黄金の穂ほ波なみのような笑顔で彼女は告げた。

〝大だい丈じよう夫ぶ。魔王にだって他ほかの生き方もあるさ！〟、と。

　明るくそう言ってくれた姉の言葉の意味を咀そ嚼しやくすることなく、彼はその温情に縋すがった。

　そして姉は愚弟を斬らなかったことで地じ獄ごくを見た。彼女自身に降りかかった災わざわいとしてではなく、彼女を取り巻く世界そのものが地獄と化したのだ。

「斬られておけばよかった、とは思わねェ。俺様は別に殺されたくて仕方がないってわけじゃねェんだ。アレはアレで一つの結末だからなァ。………でもよ。そんな糞みたいな天命でも背を向けちまったら後はもう人生に何も残らなかった。己の力で捥もぎ取らなかった自由ほど薄うすっぺらいものはなかったんだ。………今のお前なら、理解できるだろ？」

　混世魔王の言葉に反射的に頷うなずきそうになったのを、我が慢まんして堪こらえる。この男の言葉が逐ちく一いち自分の胸に刺ささっていることを認めそうになったからだ。

「だから俺様は腹を括くくった。〝汝なんじ、悪であれかし〟───そう願われたのなら、テメェの持てる手札の中で極限を目指してやるってなァ！　それこそこの世の全てを……その悉ことごとくを百億万度で焼き尽くしてやると[image: !!!]　混世の魔王を生み出した全ての存在に、六ろく道どう輪りん廻ねを巡めぐりても忘れられぬ後こう悔かいを植え付けてやるしかねェッてなァ………[image: !!!]」

「……………、」

　五ご臓ぞう六ろつ腑ぷに燻くすぶり続けていた憤ふん怒ぬを、激情のまま吐き出す混世魔王。

　その姿に、殿下は大きく息を吞のんだ。この飄ひよう々ひようと雲のように生きている化生にこれだけの激情が宿っていたことに、今まで気づくことが出来なかった。

　そしてこの魂の熱量こそ、今の殿下に足りないものだと知る。

　生きつ粋すいの魔王として為なすべき事を模も索さくし続けたこの人生を、星の意思が嬲なぶるのであれば、その時こそ混世の魔王は真の覚かく醒せいを遂とげてみせるだろう。

「お前の目的は………復ふく讐しゆうか？」

「それもある。俺様はきっと、どんな真実を知ったとしても納なつ得とくしねェだろうしな。だがよ、だからといって背を向けるのは論外だ」

　己の人生は、斉天大聖と決着を付けたその先にこそある。

　その為に、彼はまず七天大聖に匹ひつ敵てきする魔王連盟を造らなければいけない。

「………アジ＝ダカーハが暴れている間でさえ、大聖が現れる気配は無かった。如何どうやらあの野郎を取り巻く状じよう況きようは俺様が思っているより複雑らしい。ならアジ＝ダカーハ以上の脅きよう威いをこの世に振ふり撒まいて、大聖を天界からおびき出すしかねェ」

　今こそ魔王としてより巨きよ大だいな混世の渦うずを箱庭に巻き起こす。

　仏門も、それ以外の神群も、それこそ天軍すらも動かざるを得ないほど巨大な大連盟を───七天すらも超える〝魔王連盟〟を造ることによって斉天大聖を引き摺ずり出す。

「悉くだ。悉くの神群を敵に回せるほどの大連盟を俺様とお前で造る。それはお前にも益のある連盟に成るぜ。〝ウロボロス〟は今でこそお前を放逐しているが、必ずお前を捕ほ獲かくしにくる。俺様はお前を旗頭に魔王を集つどい、お前さんは〝ウロボロス〟を滅ほろぼすために利用する。………どうだ？　悪くねェ契けい約やくだろ？」

「………。〝ウロボロス〟がすぐにでも俺を捕つかまえに来たら？」

「それはない。───いいか？　絶対にそれはない。但ただし、見み逃のがすということもない」

　確信を持って宣言する混世魔王は、人差し指を立てて告げる。

「これは星霊に纏まつわる者と一部の神霊しか知らぬことだ。よく聞け。〝人類ラスト・最終試練エンブリオ〟が倒された今、箱庭の実力者たちはざわめき立っている。それは脅威が去ったからじゃない。太陽の主権を用いた大規模なギフトゲームが開かい催さいされるからだ」

「太陽の主権を使った………大規模なギフトゲーム？」

「そうだ。詳しよう細さいはまだ不明だが、太陽主権さえ持っていれば参加資格は神様も英えい傑けつも魔王も平等に与あたえられる筈だ。神群はその参加者の選出にてんてこ舞まいって状態。俺たちはその間に魔王連盟を築いて同じ舞ぶ台たいに立ち、連中の横っ面つらを殴なぐりつけるッ[image: !!!]」

　ガンッ！　と牢ろう屋やの鉄てつ格ごう子しを蹴けり付けて混世魔王は吼ほえる。

　修しゆ羅ら神仏の誰だれもが平等に参加できる大おお舞ぶ台たいで、真正面から神群に挑いどみかかり、己の全存在の意義を問おうというのだ。

　野望と利害を語り終えた彼は、最初の問いに戻もどって殿下を睨にらみつけた。

「───俺様と組もうぜ、殿下。そして神群共を、お前の人生を縛しばろうとした輩やからの全てを百億万度の焰で焼き尽くしてやろうぜ………[image: !!!]」

　真正面から、同じ舞台で挑み蹂じゆう躙りんする。

　混世魔王は己おのれの使命を全まつとうする為に。

　殿下は己の本当の自由を手に入れる為に。

「……………、」

　混世魔王の話を聞き終えた殿下は、岩いわ肌はだに身を預けて思考する。

　今まで考えることの無かった己の人生の指針を、初めて模索する。今まで命じられるまま生きてきた殿下は、命令を遂すい行こうする為の思し慮りよはあっても、自分自身の為の人生を考えたことは唯ただの一度もなかった。

　肌はだ寒ざむい風の吹ふく地ち下か牢ろうを、沈ちん黙もくが支配する。

　混世魔王に急せかす様子はない。彼はその気に成ればいつでも逃にげることが出来る。

　向かい合った二人が睨み合ってから一〇分以上経たった頃ころ。

　フッと殿下は口元に笑えみを浮うかべた。

「混世魔王。なんだかんだと言ってるが………要するに、俺の持ってる〝龍りゆう〟の太陽主権にあやかりたいだけだろ？」

「ヒハハ！　それも無いと言ったらウソになるな！」

　二人は緊きん張ちようを解ほぐす様に共に笑った。だが二人が口にしたことが全てというわけではない。殿下は混世魔王の復讐心は本物だと思った。

　この男の持つ魂の熱量を、素す直なおに羨うらやましいとも思った。

　立ち上がった殿下は無言で牢ろう獄ごくの鉄格子に手をかけて泰たい然ぜんと笑う。

「唆そそのかされているようで癪しやくだが、小気味のいい甘言だった。いいぜ、乗せられてやるよ」

「………ヒヒ。後あと戻もどりはできねェぜ？」

「構わないさ。どうせ目的の無い人生だ。………ああ、いや。一つできたか」

　ほう？　と、混世魔王が意外そうに声を上げる。

　鉄格子を握にぎる手に力を込めた殿下は、一いつ瞬しゆんだけ瞳ひとみに激情を宿し、

「奴らの───俺を縛ってきた〝ウロボロス〟の横っ面を、全力で殴りつける。それが出来たら最高に気分がいいのは間ま違ちがいない………！」

　華きや奢しやな腕うでからは想像できない剛ごう力りきが殿下の右みぎ腕うでに宿る。星の地殻に比するというその剛力を受けた鉄格子は、為す術すべもなく容易たやすく撓たわんで崩ほう壊かいした。

　鍵かぎを他所よそに投げ捨てた混世魔王は、盛大に下げ卑びた笑い声を上げて彼を歓かん迎げいした。

「ヒハハハハハッ[image: !!!]　よォし、ならお前さんのモチベーションは其そ処こに決定だ！　俺様は大聖の野郎をぶん殴る！　お前は〝ウロボロス〟をぶん殴る！　複雑な事情説明なんざいらなかったな！………ヒヒ、何だよやっぱり俺様の思った通りだ！　俺様達は、上手うまく嚙かみ合うだろうよ！」

「目的が嚙み合っただけだろ。───それで、これからどうする？　その太陽主権のゲームとやらに参加するような魔王に声をかけに行くんだろう？」

「ああ、それなら、」

「それは僕に考えがある」

　階段から、予想外の声が響ひびいた。今まで気が付かなかったのは話し込んでいたからだろう。ジン＝ラッセルと彩あや里ざと鈴りんの気配が殿下の前に出ると彼は意外そうに瞳を見開いた。

「やっほー、殿下。地下の暮らしは快適だった？」

「そんなわけないだろ。………でも驚おどろいた。リンはともかくとして、ジン。お前も俺達と組むのか？」

「─────、」

「ヒハハ！　この坊ぼう主ずの持つ〝精ジ霊ー使ニ役ア者ー〟は便利だからなァ！　誘さそいを断った魔王共を俺様達で倒たおし、此奴こいつに従わせるって戦法よ！　上手く嚙み合えば一年で戦力が調ととのうぜ！」

　下卑た笑みを浮かべて笑う混世魔王。

　だが殿下が問いたい意図は其処ではない。

「混世魔王の台詞せりふじゃないが、後戻りはできない道だぞ。まず間違いなく〝ノーネーム〟に帰ることは一生出来ない。───それでもいいんだな？」

　殿下は念を押す様にジンへ問う。混世魔王の作戦で行くのなら、彼は連盟の要かなめに成るだろう。生半可な覚かく悟ごで参加させるわけにはいかない。

　しかしそれは杞き憂ゆうだった。

　ジンは笛ふえ吹ふき道どう化けの指輪にそっと触ふれると、揺ゆれることの無い覚悟を秘ひめて頷いた。

「僕には………僕らには、太陽主権のゲームに参加しなきゃいけない理由がある。それが巡り巡って〝ノーネーム〟を助けると信じている。君が心配するようなことは何もない」

　───へえ、と感心した声を上げる。ジンは既すでに太陽主権のゲームについて何かを知っているらしい。

　ならばこれ以上の問答は不要だろう。

　それを見計らったようにリンが一歩前に出る。

「残念だけど、アウラさんは先生の許もとに残ることになりました。グーおじ様は私たちと一いつ緒しよについてきてくれるそうだから、これからも一緒だよ。まずは身を隠かくそうと思うから、北側に潜せん伏ぷくしよう」

「そうか。………ゲームメイカーは継けい続ぞくでいいんだよな？」

　殿下は当たり前の様に問うて、リンは当たり前のことを笑顔で答えた。

「当然！　殿下みたいな世間知らずを放ほうり出すわけにはいかないものね！」

「ありがたくって涙なみだが出るぜ。でもいいのか？　お前が箱庭に来た理由って、家族を助ける為ためじゃなかったか？」

「その辺は変わらないけど、その為には頑がん張ばって詩人にならないといけないからね。殿下にはその辺り協力してもらうからヨロシク！」

　ビシッとふざけて敬礼をするリン。

　殿下は呆あきれながら苦く笑しようを浮かべて了りよう承しようした。




　　　　＊




　───此これは、その後の話。

　殿下が投とう獄ごくされていた牢屋が破られたことが知られたのは、半はん刻ときほど経った後のこと。此れより数年間、彼らが表立ってコミュニティを襲おそったという記録は存在しない。

　だが不可解なことに、これよりすぐ旧〝　　　　　　〟が封ふう印いんしていたと思われる魔王の封ふう印いん塚づかが次々と破は壊かいされるという事件が発生した。

　激しく争った跡あともあれば、封印塚が壊こわされただけというものもあったが、これらの事件には共通の出来事が重なっていた。

　封印を解かれたはずの魔王は、何処どこのコミュニティを襲うこともなく人知れず姿を消していたのだ。

　この封印塚が壊されるという珍ちん事件は目立った被ひ害がいもなかったことで調査は一年程ほどで打ち切られ、それから半年後には誰の記き憶おくにも残らなかったという。







[image: ]

　ザザッ───と、雑音ノイズが響いた。釈とく天てるは一瞬だけ警戒心を強めて霊格を開放する。

（………。気のせいか？）

　霊格を抑え、食後の酒を一気に飲み干す。大方、中庭の木々が揺れたのだろう。

　御み門かど釈天は夕食を済ませた後、すぐに十六夜いざよいと会うことはせず、盟友である〝ラプラスの小こ悪あく魔ま〟に連れん絡らくを取っていた。湯ゆ殿どので行き当たった考察を検証しておきたかったのだろう。浴衣ゆかたに着き替がえた御門釈天は畳たたみの上で胡坐あぐらをかいて腕を組む。

　訪おとずれた〝ラプラスの小悪魔〟を膝ひざに乗せ、用件を告げた。

「───そういうわけだ。逆さか廻まき十六夜の居た時代に繫つながる門を開く。アイツは既に〝第三永久機関〟の開発者に接せつ触しよくしている可能性がある。すぐに素す性じようを洗ってくれ」

　御門釈天の話を聞きながら膝の上でしゃくしゃくと斑まだら梨なしを食べるラプラスの小悪魔。

　彼女はコマンダーラプ子Ⅲと呼ばれる個体である。マゼンダ色の服を着た彼女はワンピースの裾すそを揺らしてトッタカトッタカと歩いて意見を述べる。

「〝第三永久機関〟の開発者と接触………。ええ、しているでしょうね。まず間違いなく」

「何だ。既に気づいていたのか？」

「気づいていた、という表現は間違っています。私も偶ぐう然ぜん知ってしまっただけですから。………ですが帝たい釈しやく天てん。それらは終わったことです。今いま更さら掘ほり返すようなことでもないのではないでしょうか？」

「終わってなどいないだろう？　永久機関の年代記と開発者を明確にしないとまた新たな最終試練が現れないとも限らん」

「ははあ………しかしそれは無いと思いますよ。〝人類ラスト・最終試練エンブリオ〟は間違いなく全すべて倒されたのですから」

〝人類最終試練〟───世界を終末に陥おとしいれる最後の神話が形になった魔王。

　そう、最古の魔王は全て倒された。箱庭を脅おびやかす存在は潰ついえたのだ。

　まだ〝ウロボロス〟という脅きよう威いが残ってはいるものの、彼らの目的が箱庭の破壊ということは流石さすがに無いだろう。それに奴やつらと決着をつける舞ぶ台たいはそう遠くないうちに訪れる。

「最終試練を全て倒した今、第二次太陽主権戦争の開かい催さいが当初より大おお幅はばに早くなりました。まさか起点アルフアよりも終点オメガのアカシックレコードが先に決まるとは思いませんでしたけど」

「それについては俺も同意するぜ。主権戦争は最終試練を倒す者の選出でもあったからな。

〝ウロボロス〟が秘ひ密みつ裏りに太陽主権を集めていたのは暗あん躍やくを知られぬように開催直後にスタートダッシュを決めるためでもあったんだろうが、これで連中も身分を隠す必要がなくなった。───第二次太陽主権戦争では、小細工なしの正面対決になる」

「当然、ギフトゲームでですけどね。我々が進行委員を任されそうで胃が痛いです」

　淡たん々たんと語るラプ子Ⅲに、御門釈天は苦笑する。彼女が精神的な負担を感じているところが想像できなかったからだろう。

　ラプ子Ⅲはしゃりしゃりと梨なしを齧かじって続ける。

「各界では早さつ急きゆうに太陽主権の委い譲じようと〝原典オリジン候補者〟の選出が行われています。斉せい天てん大たい聖せいやカルキ、逆廻十六夜を超こえる駒こまとなると簡単には見つかりませんからね。我々もゲーム制作や舞台創設で忙いそがしくなるでしょう。永久機関や最終試練の考察については後になってもよいのでは？」

「そうはいかんだろ。〝第三永久機関〟は危険すぎる。管理しようとまでは言わないが、正しく活用できる担にない手に開発主権が渡わたるようにするのも神群の務めだ」

　両りよう腕うでを組みながら持論を述べる釈天。一ひと角かどの神しん霊れいとして、最終試練と戦い続けた者として、人類が最後まで道を踏ふみ外さぬように見守らねばという義務感が胸にあるのだろう。

　ラプ子Ⅲは「こうやって真ま面じ目めに働いていればちゃんとした神様に見えるのに」という言葉が喉のどまで出てきたが、口にしても誰だれも幸せにならないことに気づいて飲み込む。

「まあ………そうですね。永久機関の顚てん末まつは、十六夜君がどうして〝原典候補者〟に選ばれてしまったのか、という謎なぞとも直結しています。天軍の長おさである貴方あなたは知っておいた方がいいかもしれない」

「逆廻十六夜が選ばれた原因？」

「ええ。クロアは彼が〝原典候補者〟に選ばれたのは偶然だと思っているようですけど、私は彼に纏まつわる神話の全容が見えました。此こ処こまでにピースは全て転がっていましたからね。最終試練や第三永久機関の所在を含ふくめて、ざっと講こう義ぎして差し上げましょう」

　しゃり、と最後の欠片かけらを食べ終わった彼女は、御お皿さらの上に立ち、人差し指を立てる。

　御門釈天は腕を組んだまま姿勢を正し、彼女の語る真実に耳を傾かたむけた。




　　　　＊




「まず前提の話を。貴方はアジ＝ダカーハを構築する霊れい格かくを知っていますか？」

「何を今さら。ペルシャの叙じよ事じ詩しで語られたザッハーク王の顚末を近代史とすり合わせて語られる終末論だろう？　少なくとも、俺はジブリールの奴からはそう聞いているぞ」

　御門釈天は呆れながら彼女の問いに答える。

　───ザッハーク王とは、ペルシャの叙事詩にて魔王アジ＝ダカーハに変へん貌ぼうすることを確約された王のことだ。悪神に見み初そめられた彼はその姦かん計けいによって王位を簒さん奪だつし、両りよう肩かたから醜しゆう悪あくな二匹ひきの龍りゆうを生やして国民を恐きよう怖ふで支配したという。時代の英えい雄ゆうが魔王を敗り追いつめるが、どうあっても殺し切ることが出来ない。其そ処こで現れた天使ジブリールに〝この絶対悪を滅ほろぼすのは今ではありません〟と告げられ、巨きよ峰ほうに封印するという処置を取る。

　そして復活した魔王は世界に終末を齎もたらす為に顕けん現げんし、この世の三分の一を滅ぼす。その終末論を防ぐために現れるのが〝未来を救うことを確約された英雄〟である。

　釈天は其処まで踏まえた上で続ける。

「この〝世界の三分の一を滅ぼす〟という伝承から鑑かんがみるに、魔王アジ＝ダカーハが顕現したのは長らく〝太陽の異常活性によって永久凍とう土どが崩ほう壊かいした時期〟であると誤解されてきた」

「ええ。南極などの永久凍土が溶とけて水面が上じよう昇しようした場合、地球の陸地はその三分の一を失うとされています。………ですが実態は違ちがいました。永久凍土が崩壊するのはあくまで終末論の副次的なものでしかありませんでした」

　そう───御門釈天がＮＢＣＲ兵器を否定した理由はもう一つある。純じゆん粋すいに、これ等の兵器では星の環かん境きようを破壊しつくすのは不可能なのだ。

〝拝火教ゾロアスター〟に記された終末論はインド神話のカリ＝ユガに近い内容の終末論だと推察されている。此れは発達し過ぎた文明が、善性の衰すい退たいした時代に滅び去るという暗示である。

「故ゆえにアジ＝ダカーハが示す年代記───それは即すなわち〝星の環境すら破壊する超ちよう兵器〟と〝超兵器を使う悪意ある権力者〟という結論となった。………だよな？」

〝世界の三分の一を滅ぼす〟伝承＝〝星の環境すら破壊する超兵器〟の開発。

〝悪神によって王位を得た〟伝承＝〝超兵器を使う悪意ある権力者〟の出現。

　この二つが重なり合うことでアジ＝ダカーハという〝人類最終試練〟が顕現したのだ。

「ええ。前者は〝第三永久機関〟。後者はアジ＝ダカーハの伝承発ほつ足そくがペルシャであることから〝動力エネルギー開発に出資した中東諸国の何いずれか〟という推察が有力でした」

　永久機関の完成は、イコール一次エネルギーである石油原産国の壊かい滅めつを意味する。

　中東諸国には致ち命めい的な発明だ。彼らは新たな利権を得るため、高確率で永久機関の開発者とされる謎の人物に出資すると予想されていた。伝承の現地であることも含め、アジ＝ダカーハの霊格を持つ魔ま王おうは、中東諸国の中から生まれると危き惧ぐされていたのだ。

「ずっと問題視されていた〝永久機関の開発者〟だけが俺たちの情じよう報ほう網もうにかからなかった。しかし十六夜の話を聞いて遂ついに糸を摑つかんだ。聞けば十六夜は金糸雀カナリアと共に世界中を旅していたというではないか。ならばその痕こん跡せきを辿たどれば、」

「いいえ。その必要はありません」

　ラプ子Ⅲはカタン、と音を立てて、極小のギフトカードから一つの小こ瓶びんを取り出した。

　中には乾かわいて凝ぎよう固こした血けつ塊かいの粒つぶが転がっている。

「………血塊？　何だこれは？」

「逆廻十六夜の血液です。蛟こう魔ま王おうから彼が本当に人間であるかどうかを確かめて欲しい、と依い頼らいを受けていたので」

「蛟魔王が？　何故なぜだ？」

「もし彼が新しい半星霊だとした場合、斉天大聖が破は棄きされるのを危惧したのでしょう。放置されている混こん世せい魔ま王おうの件もありましたしね。ですが調査した結果、彼は混じりっ気なしの人間でした。その上で彼の素性を洗ったのですが………帝釈天。今からする話をどうか落ち着いて聞いて欲しい」

　ふむ、と大おお仰ぎように頷うなずく御門釈天。呼び名を訂てい正せいしないのは互たがいが旧知の間あいだ柄がらだからだろう。二人は共に西側で魔王ディストピアと激しく戦った仲だ。お互いの能力については信しん頼らいしている。その彼女が〝覚かく悟ごして聞け〟というのであれば、それは相当に重要な案件だ。

　ラプ子Ⅲは動どう悸きを抑おさえるように大きく深呼吸し、十六夜の血塊を指さす。

「まず一つ。彼の本当の姓せい名めいは〝逆廻十六夜〟ではありません」

「ほう？　では何という名だ？」

「………〝西さい郷ごう〟。それが彼の本当の姓です」

　西郷───聞いたことの無い名前だった。日本史にそれっぽい名前があった気がするが、流石に無関係だろう。

　ならばこの名前そのものに何か記号的な意味があるのか───と、そう考えた瞬しゆん間かん。

　御門釈天の表情が劇的に変わった。

「西郷………西業？　いやまさか、」

「二つ目。彼の、西郷家の両親は立体平行世界線上に於おいて必ず死亡します。金糸雀が赤子の彼を誘ゆう拐かいするまでもなく、十六夜君はその時点で必ず所在不明となる運命なのです」

　御門釈天は絶句した。それはつまり〝十六夜の両親の死亡〟と〝十六夜の所在が不明となる〟ことが歴史上における転てん換かん期きであることを示している。金糸雀は己おのれの取った行動に自責を感じていたが、それすらも収束点の中に含まれた行こう為いでしかなかったのだ。

　だがしかし、只ただの一いつ般ぱん人であるはずの十六夜の両親が転換期に含まれるはずがない。

「まさか………第三永久機関の開発者は、」

「実際にその時代に足を運ばねばわかりませんが、ほぼ間ま違ちがいないでしょう。大学の教授であったことは十六夜君とクロアの会話で判明しています。十六夜君の両親は研究を狙ねらう組織の手によって謀ぼう殺さつされるのです。そしてその死亡と同時に、第三永久機関の開発方法が不特定多数に渡ってしまい、観測不可領域となるのです」

　───何ということだ。大本と成った開発者の所在は分かったが、此これでは〝十六夜の両親の死亡〟という収束点を変へん更こうしない限り、開発者を一人に絞しぼることは不可能ということになる。だが収束点の変更はアカシックレコードの改変を意味する。第三桁けたであってもそう簡単に行えるものではない。全能は創造は出来ても、創造したものを容易に改変することはできない。それは〝全能のオムニポテント・逆説パラドツクス〟の一部に抵てい触しよくしてしまう。

「不特定多数に開発方法が渡る………そうか。〝魔王アジ＝ダカーハ〟は国や王のような個人でも集団でもなく、群体だったわけか！」

「そうです。我々は此れまでザッハーク王のような一個人の権力者だと推測していましたが、アレはあくまで訓くん戒かいでしかなかったのです。超兵器と権力、そして僅わずかばかりの悪意さえあれば………人間は誰だれしも、アジ＝ダカーハに堕おちる可能性があるのだ、と」

　人類は誰しもがアジ＝ダカーハに成る可能性を魂たましいに秘ひめている。

　彼が背負った〝絶対悪〟の御み旗はたは、正に人類そのものに課せられた試練だったのだ。

「そして三つ目。〝逆廻十六夜が世界を救うことになるのは、直接的と間接的で分ぶん岐きする〟。………この一方の未来がディストピアの終末論を乗り越こえた時代、即ち春日部かすかべ耀ようの存在する年代記であると予想されます。これ以降の時代は恒こう久きゆう的な世界平和が確約される年代記になるのですが………我々はディストピアを〝乗り越える〟のではなく〝消去する〟という手段で倒たおしたため、彼女の居た年代記は限りなく希き薄はくなものとなってしまった」

「………そう、か。あの孝こう明めいまでもが〝ノーフォーマー〟の烙らく印いんを受けてしまったのはそういうことか。だが、いや、だがちょっと待て！　つまりその………どういうことだ？」

　想像以上の情報量に御門釈天は眉み間けんを押さえて整理する。

　その様子を見て神しん妙みように俯うつむいたラプ子Ⅲは、簡潔に告げた。

「逆廻十六夜が未来を救う伝承の内容は、おそらくこんな所なのでしょう。

〝第三永久機関の開発方法を得た国家or組織の手で世界は滅めつ亡ぼうの危機を迎むかえる〟が、

〝同様に第三永久機関の力を得た英雄の存在によってそれが阻そ止しされる〟ことになる。

　そして〝間接的英雄である場合は開発者として世界を救う〟か、

　或いは〝直接的英雄である場合は被験体として世界を救う〟のでしょう」

「な………ひ、被験体だと!?　永久機関のか!?」

「そうです。彼は生まれた直後に〝第三永久機関〟───周囲の環境情報により無からエネルギーを生み出す人類最後の秘ひ奥おう〝3S, nano machine unit第三種星辰粒子体〟を体に宿していたのです」

　カラン、と血塊の入った小瓶を叩たたく。

　今度こそ、御門釈天は驚きよう愕がくに言葉を無くした。

　御門釈天は震ふるえる手で十六夜の血塊が入った小瓶を摑み取る。

「な、なら………こ、これがそうなのか？　かつては魔王ディストピアに力を与あたえ、後に魔王アジ＝ダカーハを生み出す根源が、この血塊の中に………？」

「ＹＥＳ。逆廻十六夜が開発者として永久機関を継つぐ場合、永久機関の完成は二一二〇年代。この場合、彼が長ちよう寿じゆになる可能性もありますが、子孫が世界を救うとも考えられるでしょう。被験体としてその身に恩恵ギフトを宿す場合は、この完成まで数分の一の経過年数で済みます。何せ完成品が、既すでに彼の体内に潜せん伏ぷくしているのだから」

　十六夜は〝アンダーウッド〟で神しん珍ちん鉄てつを使いコッペリアを永久機関に仕立て上げたが、〝退エンド廃・エンのプテイ風ネス〟を本当に退かせたのは彼の体に宿る恩恵であった。〝退廃の風〟はそれを見み抜ぬいたからこそゲームクリアを認めて去ったのだ。

「───キハハハハッ[image: !!!]　なァるほどなァ！　そういうことだったのかい！　流石さすがはラプ子大先生、俺の推論より百万倍深い読みだ！」

　突とつ如じよ、軽快な笑い声とともに燕えん尾び服ふくの影かげ絵えが座ざ敷しきに現れた。

　一いつ瞬しゆんだけ警けい戒かいした二人だが、その特とく徴ちよう的な笑い声とこの影絵のことはよく知っていた。釈天は立ち上がって両手を広げ、嘗かつての戦友を迎える。

「クロアロリコン！　久しいなこの野や郎ろう、元気にしていたか!?」

「キハハハハ！　そりゃコッチのセリフだぜ帝釈天人妻好き！　あんないいケツの女によう房ぼう貰もらっときながら相変わらず節操がねえなァ！　火遊びが過ぎるとまた半殺しにされるぜ!?」

「おいおい脅おどすなよ震えてくるじゃねえか、いや本当に！　今の俺はガチで人間だから嫁よめが切れたら助からねえよ！」

　違いねえ！　と、笑いながら共に肩かたを叩き合う蛮ばん神しん二人。神群としての関かかわりは薄うすいが、彼ら二人は魔王ディストピアと最も苛か烈れつに戦った戦友である。

　彼らの信徒は共に命尽つきるまで〝閉鎖世界デイストピア〟と戦う宿命にあったのだ。轡くつわを並べる伝承こそないが、互いの霊れい格かくを認め合っているのだろう。

　主に女好きなところとか酒好きなところとか、神様と思えない言動とか。

「しかし驚おどろいたな。ディストピアを倒した後になって、ディストピアの最後の霊格が暴あばかれることになるとは………クロアは知っていたのか？」

「いいや、知ったのは随ずい分ぶん後だ。十六夜のクソガキに霊格の九割ぐらいを吹ふっ飛ばされて、そのあと復活した時分だな。久しぶりに起きたら、永久機関も殆ほとんど完成してやがった。それを見て思ったね。『ああ、こりゃ理想郷ユートピアにも閉鎖世界デイストピアにもなり得るな』ってよ」

　遠い瞳ひとみを浮うかべる影絵の賢けん神しん。彼が近未来に於いて何を見たのかは二人には測れない。

　だが理想郷の定義と閉鎖世界の定義は表ひよう裏り一体であることは知っている。

　ある学者は、理想郷の定義を簡潔にこう告げた。

『国民の凡およそ全すべての人間が平均的な所得を貰もらい、差異の無い家屋を建て、胸にささやかな信しん仰こう心を秘め、日々を安あん寧ねいに過ごせる場所である』と。

　此れらに〝全てのエネルギー問題を解決し競争社会を緩かん和わし得る永久機関の発達〟と、〝中世に於いて啓けい蒙もう思想・自由主義が未発達〟である事を年代記の条件に加えたことで、最強の神殺し〝ディストピアの魔王〟が顕けん現げんしたのだ。この魔王に与くみする神群が現れたことも大きな原因の一つではあったが、主な原因はやはり永久機関の使い方の問題なのだ。

「真の理想郷は閉鎖世界を超こえた先に在ったのかもなあ。俺たちは黒死病ペストや疱ほう瘡そうの大流行の歴史を創つくることで啓蒙思想の発達を促うながし、年代記の収束点を消す手段をとっちまったが………今となっちゃ分からず仕じ舞まいだな」

「………そうか。他ほかに方法があったのかもしれないのか」

　釈天、クロア、ラプ子Ⅲは共に苦々しい顔で黙だまり込む。

　如何いかんせん魔王ディストピアは強すぎた。神殺しという点に於いて奴やつはアジ＝ダカーハを上回っていただろう。とてもではないが手段を選んでいる余よ裕ゆうも時間も無かったのだ。

　しかしそんなことは、病の大流行の犠ぎ牲せい者しやたちに関係ない。彼らの怨えん嗟さが世界から消えることは決してないだろう。

「………キハハ。まあ、〝人類最終試練〟は滅ほろんだんだ。此れからは時間がたっぷりある。機を見て違ちがう方法や年代記がないか、また考察し合おうじゃねえか」

「そうですね。その時は〝黒死斑ブラツク・の御子パーチヤー〟の意見も是ぜ非ひ参考にしたいところです」

「ああ。この件についてはあの娘むすめこそ時代の生き証人だ。あの時代の支柱となる可能性を秘めているのは間違いない。何としても奴らの手から取り戻もどさねば」

　三人の神しん霊れいと悪あく魔まは共に頷き合う。

　かつて彼らは、己の未熟を人類に押し付けてしまった。

　人が人の手で滅ぶだけならばそれは必定だが、神々の世界の干かん渉しようで命が零こぼれるのは間違っている。今はまだ予断を許さぬ状じよう況きようが続いているため動けないが、全てが落ち着いてから救いを齎もたらすことを共に誓ちかい合う。

　彼らにできるのは事の顚てん末まつを見守ることだけだ。

　箱庭が彼らの目指していた神しん魔まの遊ゆう戯ぎ場となる日もそう遠くないだろう。

　下手に御お節せつ介かいを焼いても〝本当にいらないことしかしないなこの駄神！〟とか言われるのが落ちなのだから。




　───……まあ、尤もつとも。

（ペストを救うには、既に手て遅おくれなのだけどな。相変わらず詰つめが甘い奴らだ）

　ザザッ───と、雑音が僅かに漏れる。

　盗ぬすみ聞きをしていたとある詩人ノイズは、神魔の誓いを嘲あざ笑わらってその場から席を外す。彼がこの場に居合わせたことで後の大局を大きく左右することになるのは、これより数年後の話。




　　　　＊




　そういえば、と釈天は思い出したようにクロアに視線を投げた。

「ところで変態クロア」

「なんだよ不倫魔帝釈天」

「それ洒落しやれにならねえからマジ止やめろ。せめて色情魔にしてください。………で、お前の用事はそれだけか？」

「そんなわけねえだろ兄弟ブラザー。実は太陽主権のゲームプランの提案と、十六夜の報ほう酬しゆうの件でちょっと相談が、」

「ういーっす。釈天はまだ起きてるか？」

　ハッと二人は障子の向こうに視線を向ける。ラプ子Ⅲはすぐに姿を消し、クロアは簞たん笥すの陰かげに擬ぎ態たいする。

　釈天はすぐに顔をだらしないオヤジに変えた。

「来たか。入っていいぞ！」

「Ｙ、ＹＥＳ！　そ、それではお邪じや魔まいたします！」

「同じく、失礼します」

「………失礼します」

　おや？　と意外そうな声を上げる御門釈天。

　彼の部屋に足を運んだのは十六夜だけではなかった。同じように湯上がりの浴衣ゆかたに着き替がえた久く遠どう飛鳥あすかと、機き嫌げんが悪そうな雰ふん囲い気きを漂ただよわせている女じよ王おう騎き士しフェイスレス、そしてかなり緊きん張ちようしてウサ耳をそわそわさせている黒くろウサギが同どう伴はんしていた。

　黒ウサギは障子を開けるや否いなや、その場に跪ひざまずいて頭こうべを垂れる。

「こ、こ、こ、この度たびは下界までご足労いただき、ま、誠まことに感謝いたします！　た、大した御持て成しは出来ませんが、せめて酌しやくの一つでもと思い！」

「おお、噂うわさの〝月の兎うさぎ〟か。話は聞いているぞ。此こ処こに居るのは人間の出資者、御門釈天でしかない。そんなに緊張せんでいいぞ！」

　ガチガチに体を強こわ張ばらせている黒ウサギを見てさしもの釈天も苦笑いを浮かべる。主神を前に緊張しているのはわかるが限度があるだろう。

　同伴していた十六夜も呆あきれながら笑った。

「まあ、少なくとも恩義があるのは間ま違ちがいないな。何せこの主神はお前を救うために、」

「十六夜よ。無ぶ粋すいな軽口は男の値打ちを下げるぞ」

　釈天は十六夜を睨にらみながら釘くぎを刺さす。

　だがこの話題には久遠飛鳥も神妙な顔で応じた。

「やっぱり………黒ウサギを煉れん獄ごくから助けてくれたのは貴方あなただったのね」

「あわわわわ！　な、なんとお詫わび申せばよいのか………！　戒かい律りつを破って鎧よろいと槍やりを使ったのは黒ウサギですのに………[image: !!!]」

「ええい、良いと言っているだろう！　元より〝月の兎〟には借りがあったのだ！　それを返しただけでしかないわッ！　ほれ、湿しめっぽい話をするぐらいなら酌しろ酌！」

　バツが悪そうに頭を搔かいて猪口ちよこを前に出す御門釈天。

　女性に軽けい蔑べつされることには慣れていても、感謝されるのは慣れていないのだろう。十六夜はその様子を見てニヤニヤと笑えみを浮かべてはいたが、そこで話を切った。からかうのも楽しそうではあるが臍へそを曲げられては意味がない。

　此処まで黙っていたフェイスレスは、飛鳥を横目で見て皮肉げに告げる。

「………助けられてばかりですね、貴女あなたは」

「そ、そんなこと………！」

　………あるかもしれない。飛鳥は悔くやしそうに歯は嚙がみした。




　　　　＊




　十六夜、飛鳥、フェイスレスの三人は座敷の中に足を運んで下座に座る。

　黒ウサギは釈天の隣となりに座り、緊張しきった様子で酌をする。十六夜と飛鳥はその様子を眺ながめながら、用件を切り出した。

「そういえば、〝月の兎〟の故郷を破は壊かいしたのもアジ＝ダカーハだったらしいな。奴も倒たおしたわけだし、これを機に再建する予定とかはないのか？　黒ウサギもそれぐらいの功績は挙げたと思うんだが」

「ちょ、ちょっと十六夜さん！」

「うむ、落ち着いたら再建してみたいとは思っている。だが兎の一族は各地に散っていて数も少ない。俺が把は握あくしているのはこの娘を合わせて三匹びきしかおらん」

「へえ？　主祭神でも眷けん属ぞくの正確な位置はわからないのか？」

「そういうわけではないが、結界や他の神群に居場所を隠かくされては此方こちらからでは手の施ほどこしようがない。逆にそれ以外ならば大まかな位置はわかる。それこそ外界であってもな」

　御門釈天の言葉に、飛鳥は瞳を光らせて問う。

「それは、他の主祭神にも同じことが言えるの？」

「そりゃそうだろう。それぐらいわかるに決まって………ああ、なるほど」

　釈天は得心がいったように頷うなずいて顎あごに手を当てる。

「外界に飛ばされた旧〝　　　　　　〟のメンバーを迎むかえに行きたい、ということか………ふむ、よく見れば其そ処この娘の霊格、色々と知り合いの血が混ざってるなぁ」

　顎を撫なでながらマジマジと飛鳥を見る御門釈天。飛鳥は一目で己おのれの素す性じようを看破されたことに緊きん迫ぱくしながらも、益ます々ます以もつて前に出て問い続ける。

「御ご慧けい眼がん、感服いたします。私も従者のアルマから己の素性は聞き及およびました。故ゆえに一度コミュニティを離はなれ、久遠家の系けい譜ふを遡って辿たどり同士の救出に向かおうかと思うのです」

　飛鳥の申し出に釈天は少し驚いた。

　コミュニティを離れて外界を旅するとなると、相当の年月を費ついやす必要が出てくるだろう。事実上の脱だつ退たいに等しい行こう為いだ。

「………飛鳥よ。それは同士も納なつ得とくの上での旅立ちか？」

「はい。まだ全員に納得してもらったわけではありませんが………厳しい旅になることは承知の上です。私自身、この度の戦いで力不足を痛感いたしました。心身ともに鍛きたえ上げるためにも、コミュニティを離れようと思うのです」

　つまりは武者修しゆ行ぎようの旅に出る、ということだ。

　飛鳥も決して弱いわけではないが彼女の持つ力は状況に対してムラが多い。今のままでは何時いつか本当に足を引っ張ると思ったのだろう。

「黒ウサギ。お前は納得してるんだな？」

「………ＹＥＳ。勿もち論ろん寂さびしいと思う気持ちはあります。しかし黒ウサギに彼らの進退をどうこう言う権利は御ご座ざいません。在るがまま、望むままを受け入れ、その背中を応おう援えんしたいと思うのです」

「そうか。十六夜は？」

「お嬢じよう様さまが言い出したことだからな。止めたところで出ていくのわかってるし」

「あら、よくわかってるじゃない」

　小気味よく笑って共に視線を交かわす。十六夜は彼女が召しよう喚かんされる前、家出しようとしていたという話を聞いている。

　そんなお転てん婆ば娘むすめを繫つなぎとめることなど不可能だと思ったのだろう。

「そういえば、昔言ってたな。家出をしたらハロウィンを見に行く予定だったって」

「ええ。子供のころからの夢だもの。何時かは〝クイーン・ハロウィン〟にも会いに、」

「………お待ちを。それは、どういうことですか？」

　此処で何故なぜか、フェイスレスが声を上げた。

　飛鳥と十六夜は意外そうに彼女を見る。

「女王に会いに行く………って話か？　それなら此処に来る前に、」

「違います。その前です。貴女は召喚されていなければ、家を出て何処に向かう予定だったのですか？」

　予想外の質問に、飛鳥は瞳ひとみを瞬またたかせた。

「何処にって………見聞を広める意味でも、ハロウィンでも見に行こうかなって………」

　何故そのようなことを問い返すのかわからず、飛鳥は戸と惑まどったような視線を浮うかべる。それほどフェイスレスの様子はおかしなものだった。

　その様子は先ほどの温泉とはわけが違う。

　仮面の上からでも分かるほどの動どう揺ようを見せるなど、彼女らしくない。

　顎に手を当てたまま考え込む彼女は、苦々しい口ぶりで何かを吐はき捨てた。

「………そうか。女王と久遠家には、そういう繫がりが生まれる予定だったのですね」

「フェイスレスさん？」

「いえ、失礼しました。話を戻しましょう。御門殿どのは先ほどの件………外界に〝ノーネーム〟を救いに行く話を、どう思いますか？」

「ん………まあ、追放者の再召喚も女王の力を借りれば不可能ではないがなあ。此これも色々なパラドックスゲームの隙すき間まを縫ぬう必要があってだな………」

　複雑すぎて説明するのは面めん倒どうくさい。そんな視線を釈天は十六夜に向け、十六夜は面倒くさそうに受け持った。

「本当に箱庭が可能性に偏へん在ざいする空間なら、〝箱庭に帰き還かんできなかった同士〟と〝箱庭に帰還できた同士〟という二律背反する事実が存在しても問題はねえ。時間的な問題は起きないはずだろ？」

「うむ。この場合問題になるパラドックスゲームは〝Time paradox時間的矛盾〟ではなく救出する側の〝Liar paradox自己言及の矛盾〟でな。詳くわしい説明は省くが、一つの時代に対し機会は一度しか得られないし、追放者の死を観測した者が箱庭に居る場合は救うことは不可能だぞ？」

「一度あれば十分です。可能性があるというのに、このまま何もせずに見捨てることなどどうしてできますか？」

〝ノーネーム〟を支える子供たちを両親に会わせてやりたい。そう考えるのは何も十六夜だけではなかった。リリや年長組の献けん身しんには何時か報むくいたいとずっと思っていたのだ。

「そこでもし可能であれば、釈天さんに女王への謁えつ見けんを取り成して欲しいのですが……」

　うげ、と釈天は悲鳴のような声を上げた。

「女王………女王かあ。悪いけど、〝クイーン・ハロウィン〟とは面識ねえな」

「そうなのですか？」

「かなりの美人と聞いているし是ぜ非ひともお近づきになりたいところだが、俺は昔っから太陽神とは相あい性しようが悪いんだよ。仲ちゆう介かい人がいれば話も通せるかもしれないが………ああ、そうか。だから女王騎士が居るのか」

　フェイスレスに視線が集まる。此処に彼女を連れてきたのは仲介人の役をお願いしたかったからだろう。黒ウサギは酌をしながら、御門釈天に懇こん願がんする。

「無理は承知でございます。如何いかに女王が大だい魔ま王おうといえども帝たいしゃ」

「ん？」

「み、御門釈天様の申し出であれば無下には出来ないはず。我らが同士の為ため、そのご威い光こうに縋すがらせてはいただけないでしょうか………？」

　ふむ、と御門釈天は考える素そ振ぶりを見せる。

「他ほかならぬ英えい雄ゆうたちの頼たのみだ。それぐらいなら引き受けても問題はない。女王騎士の仲介があればさほど問題なく話も通せるだろう」

「あ、ありがとうございます！　これで遂ついに同士たちの帰還が叶かなうのですよ！」

　ウサッ！　とウサ耳を伸のばして喜ぶ黒ウサギ。長い苦難の道のりだったが、これでようやく全すべてが報むくわれる。後はコミュニティの名前を取り戻もどせば、三年前以上のコミュニティとして復活を遂とげるだろう。

　しかし歓かん喜きする黒ウサギを遮さえぎり、フェイスレスが急に立ち上がった。

「───いえ、お待ちください」

「？　フェイスレスさん？」

「此こ処こに来る前は協力してもいい、と言いましたが………訂てい正せいさせて欲しい。このまま無む償しようで協力するわけにはいかなくなりました」

　ほう、と御門釈天は意外そうに声を上げる。姿を消していたラプ子Ⅲとクロアも此れに続く。彼ら三人は、この鉄の仮面を付けた少女を一目見て何者か看破していた。

「無償では、といったな女王騎士。ならばどのような報ほう酬しゆうがあれば仲介を買って出る？」

「報酬は必要ありません。………本当は、黙だまって箱庭を去るつもりでしたが。ゲームクリアの道筋が見えてしまった以上、私も私の目的を諦あきらめるわけにはいかなくなりました」

　静せい謐ひつな雰ふん囲い気きを持つ彼女からは考えられないほど熱の籠こもった声。燃えるような鉄仮面は今正に彼女の心情となっている。

　己の仮面に手をかけた彼女は、壮そう絶ぜつな敵意を込めて飛鳥を睨み付けた。

「久遠飛鳥。私は貴女に、決けつ闘とうを申し込みます。もしも私に勝利できれば女王への謁見を仲介いたしましょう」

「………なっ、」

「舞ぶ台たいとルールは〝金こん剛ごうの鉄火場〟をお借りします。共に本選に勝ち上がっているのは都合がいい」

「ちょ、ちょっと待って！　貴女とはちゃんと決着を付けたいと思ってたけど、そんな急に言われても………[image: !!!]」

〝ヒッポカンプの騎き手しゆ〟で一度は勝利したものの、アレが実力の勝利だったとは思っていない。チームプレーで勝利した〝ノーネーム〟に対し、彼女はたった一人で立ち向かったのだから当然だ。幾いく度どとなく救われたということもあり、彼女とは何時か一対一で決着を付けたいとも思っていた。

　だがそんな飛鳥の想おもいに、フェイスレスは失しつ笑しようで返す。

「先ほども言ったはずです。私が貴女あなたを助けたのは、私自身の事情だと。───今こそ、その理由を話しましょう」

　憤ふん怒ぬと怨えん嗟さの籠った声に、その場にいた全員が身構える。

　今の言葉には明確に殺意があった。ともすれば今すぐにでも始めかねないほどの強きよう烈れつな殺意は、その場の大気に歪ゆがみを生むほど強く放たれる。

　フェイスレスは静謐だった己と同時に、仮面をその場で脱ぬぎ捨てる。

　仮面の下から現れたその素す顔がおに、飛鳥と黒ウサギは悲鳴を上げた。

「な………!?」

「………噓うそ、」

　華カ蘭ラン、と音を立てて仮面が落ちる。

　───〝顔亡き者フエイスレス〟。その騎士号の意味を悟さとり、飛鳥は全身から血の気が失うせたような表情で彼女を───否いな、己の鏡像を見た。




「───簡単な話です。私が倒たおす前に他の誰だれかに殺されては困るのですよ。私が己の手で、貴女を倒さねば………久遠彩鳥フエイスレスは、生まれてくることが出来ないのだから………[image: !!!]」
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　───〝金剛の鉄火場〟・本選当日。

　舞ぶ台たいを映し出す巨きよ大だいな壁かべと観客席。

　黒くろウサギは舞台の壇だん上じように上がると、観客席に向かって笑え顔がおで手を振ふった。

『いよいよ〝金剛の鉄火場〟の本選開始まで半はん刻ときとなりました！　今回の審しん判ぱん役は〝ノーネーム〟所属の黒ウサギと！　第三桁けた〝忉とう利り天てん〟よりゲスト審判で来ていただいた、御み門かど釈とく天てる様の実じつ況きようで進行させていただきます！』

　───雄オ々オオオオオオオオオオオオオォォォォォ[image: !!!]

　黒ウサギが壇上に上がると、鉱山全体を揺ゆらす歓かん声せいが起きた。

　この舞台で正式に〝サウザンドアイズ〟専任の審判ではなくなった彼女だが、ファンにとっては関係のないことである。何時いつもの横断幕もバッチリ靡なびいている。

　彼女が実況席に戻もどると、舞ぶ台たい袖そでで見ていた逆さか廻まき十六夜いざよいがニヤニヤした顔で彼女を迎むかえる。

「相変わらず人気だな。観客席の七割が男なんじゃねえか？　これはあれか？　白しろ夜や叉しやのプロデュースの賜たま物ものなのか？」

「うぐぐ………悔くやしいのですがＹＥＳです。白夜叉様の衣装がファンの要望を外したことはございません。おかげで食い扶ぶ持ちが稼かせげていたことは否定できないのでございます」

「だろうな。このスカートを作らせた奴やつの手しゆ腕わんは素す直なおに認めなければいけない」

　ヤハハと笑ってスカートの裾すそを摑つかみ上げる十六夜と、その手をペシリと叩たたく黒ウサギ。見えそうで見えない恩恵ギフトを駆く使しして作られたこのスカートは、男性客の心をガッシリ摑んで放さなかった。

　白夜叉の功績は多大だ。彼女がこのスカートを考案しなければ、〝ノーネーム〟はとっくに取り潰つぶされて問題児たちが召しよう喚かんされることもなかったかもしれないのだから。

　そんな何時ものやりとりを二、三度繰くり返した後、十六夜は用件を口にする。

「しかし仮面の騎き士し様には驚おどろかされた。まさかお嬢じよう様さまの死に別れたはずの肉親だったとはな」

　それも只ただの肉親ではない。仮面の下に隠かくされた素す顔がおは、誰だれの目から見ても近しい雰ふん囲い気きを漂ただよわせていた。十六夜は彼女の素顔を振り返り、飛鳥あすかの話を思い出す。

「〝姉妹がいるはずだった〟………か。なるほど、今思い出すと気になる物言いだ。普ふ通つうなら姉妹を紹しよう介かいするときにはこう言い換かえる。

　───〝姉がいるはずだった〟

　───〝妹がいるはずだった〟

　………ってな。なのに、お嬢様は姉妹がいるはずだったと答えた」

　そう。久く遠どう飛鳥は、姉妹の何いずれと死別したのかを語ることができなかった。それはつまり、そういう上下関係が生まれる前の段階で姉妹が死去してしまったことを意味している。

　つまり───久遠飛鳥は、双ふた子ごだったのだ。

「これでお嬢様の謎なぞが一つ解けた。神しん霊れいの持つ恩恵と肉体………その二つの霊れい格かくが双子になったことで分割されちまったってわけか」

「ＹＥＳ。恐おそらく歴史的な影えい響きようを考えて、肉体的に強きよう靱じんな潜せん在ざい能力を持つフェイスレス様が死去する様に収束するのかと思います」

　黒ウサギも神しん妙みような顔で腕うでを組む。

〝ハロウィン〟とは季節の変わり目から星の境界線が緩ゆるみ、死の国から死者が帰ってくる祭日のことだ。どのような経緯いきさつがあってフェイスレスの霊格が女王クイーンの手に委ゆだねられたのかは、先ほど彼女自身が推測したばかりである。

　箱庭に召喚されなければ、飛鳥は、ハロウィンの現地である英国に向かう筈はずだった。そしてその土地で〝何らかの歴史の転換期を引き起こす〟筈だったのだ。

「となると旧〝ノーネーム〟の有う無むに関係なく〝久遠飛鳥〟は必ずその行動を繰り返す、或あるいは信のぶ長ながの死の様に辻つじ褄つまが合う形で収束点を作り出すってことか。やっぱり第二次世界大戦終しゆう了りよう時に行われた〝人間宣言〟によって開花したっていう推理は正しそうだな」

「ＹＥＳ。ですが飛鳥さんが皇室の現あら人ひと神がみとして顕けん現げんするためには、どうしても必要不可欠なものがございます」

「………皇室直系の血、だな」

　旧〝ノーネーム〟の子孫。

　第二次世界大戦の転換期。

　皇室直系の血と人間宣言。

　これら全すべての年代記を矛む盾じゆんなく進められる年代記は、日本史に於おいて恐らくたった一か所しか存在しない。そしてその年代記が明らかになれば、旧〝ノーネーム〟のメンバーを救いに行くことも可能だろう。

「………だがもしも俺たちの推測が正しいのなら。フェイスレスが隠し持っているらしい恩恵の正体は、本当にとんでもない神しん剣けんかもしれないぞ？」

「ＹＥＳ。神剣というカテゴリーの中でも、頭三つは飛び抜ぬけた代しろ物ものかと。何せ、一つの宇宙観コスモロジーに於いて最古から最新までを踏とう破はする神剣でございます。あの神剣の持つ霊格の存在密度は他の追つい随ずいを許さないでしょう。それが神格を持った皇室の手に渡わたれば、何処どこまで膨ぼう張ちようするかは計り知れません。本当に耀ようさんの〝生命のゲノム・目録ツリー〟を凌りよう駕がするやも」

　それほどか、と十六夜は顎あごに手を当てて神妙に考え込んだ。

「………まあ、此これだけ観客の目があるんだ。仮面の騎士様も、殺し御ご法はつ度とのこのゲームで無む茶ちやはやらかさないと思いたいところだな」

「さて、どうでしょう。こればかりは女王が彼女に課した試練ゲーム内容を確かく認にんしてみないとわからないのですよ」

　真しん剣けんな十六夜とは裏腹に、少し軽い調子の黒ウサギ。

　………少し、意外だった。

　何といってもこの構図は大変珍めずらしい。普ふ段だんなら慌あわてふためく黒ウサギとそれを落ち着かせる十六夜という逆の構図にしかならなかっただろう。

「ふぅん………随ずい分ぶんと楽観してるんだな。もしも仮面の騎士様がその気になってお嬢様を殺しにかかったら、俺でも絶対に守れるとは限らないぞ」

「あやや、それこそ十六夜さんらしくない物言いでございます。そんなことを口にしていては優勝を逃のがしてしまいますよ？」

　ウサウサッとウサ耳を揺らして小気味よく笑う黒ウサギ。

　十六夜は瞳ひとみを細めて問い返す。

「……へえ。含ふくんだ物言いだな。なら黒ウサギの思う俺らしいっていうのは何なんだ？」

「それはもう決まっております！　何時もの十六夜さんなら間ま違ちがいなくこう言うのです！〝皇室の神格保持者に神剣だと？　ハッ、いいぜいいぜいいなオイ！　お嬢様姉妹のその勝負、この俺が預かったッ───[image: !!!]〟

　………と、こんな感じで御お二人の前に立ち、二人を共きよう闘とうさせることで仲直りを目もく論ろむぐらいのことはしかねないのですよ」

　それはもう、犬歯を剝むいて楽しそうに。

　最強問題児筆頭、此こ処こに在りというテンションで暴れまくるに違いない。

　少なくとも、アジ＝ダカーハと戦う以前の十六夜ならば、こんな楽しそうな姉妹喧げん嘩かを傍ぼう観かんするだけで納めるなんて勿もつ体たいないことは絶対に出来なかっただろう。

　だが今の十六夜にはどうしても、それだけの熱量を放出することが出来なかった。

「───……そりゃまあ、それが出来れば痛快だけどよ。お嬢様たちの顔を見れば、それが出来る雰囲気でもなかっただろ」

「ふふ、分かっておりますよ」

　ウサウサとウサ耳を揺らす。流石さすがの十六夜も、今の自分の中に起きている変化に明確な形を与あたえることは出来なかった。

　これは彼の十七年の人生の中でまだ訪おとずれていない変化なのだ。

　そして逆廻十六夜の変化を───問題児三人全員の中で変わりつつある心の変化を、黒ウサギは気づきつつあった。

（大きな戦いを乗り越こえ、皆みなさんは人生の岐き路ろに立っておられます。ですが大人になることと、物分かりが良くなることは全くの別物でございます）

　このままでは世界最さい高こう峰ほうの大器を、三つも腐くさらせてしまう。それだけは、断じて許してはいけない。この多感な時期だからこそ最も多くの経験が必要なのだ。

　故ゆえに黒ウサギは悟さとる。

　この修しゆ羅ら神仏の集つどう箱庭に召喚した者として、最後の務めを果たす時が来たのだと。




　　　　＊




　出場の準備を終えた春日部かすかべ耀はその後、食事を慎つつましく済ませ、控ひかえ室で静かに開幕を待っていた。セコンドは誰もおらず、控え室には彼女しかいない。

　晴天の空を無言のまま見上げ、そのまま小さくため息を吐ついた。

「………駄だ目めだ。一度に色んな事が起き過ぎて、頭がちゃんと回らない」

　耀は頭を抱かかえて前のめりに項うな垂だれる。自分が大連盟を含めた〝ノーネーム〟の新たな盟主になるというだけでも信じられない話なのに、一番身近な友人だと思っていた飛鳥が〝ノーネーム〟を脱だつ退たいして独立すると言い出した。

　何時かは帰ってくるといっていたが、きっと長い別れとなるだろう。

　死し闘とうを乗り越えて、これからは一いつ緒しよにギフトゲームに挑いどんで楽しい日々を過ごすとばかり思っていた耀にとって、これは青天の霹へき靂れきである。

　もし三人の中で誰かが旅立つとしても、それは飛鳥以外の誰かだと思っていたからだ。

（十六夜の様子がおかしいのはわかっていた。だから少し旅に出て、武者修しゆ行ぎようにでも行くんじゃないかって思ってた）

　アジ＝ダカーハとの戦いで何かがあったのは明白だ。

　他人に無む頓とん着ちやくな耀でさえ何かあったのだと気が付いている。だから万が一にも十六夜が〝ノーネーム〟を離れることがあれば、その時は自分がコミュニティを守ろうという決意はあった。なのにまさか飛鳥が先に旅立ちを決意するとは想像もしていなかった。

（………いっそのこと、私も付いていっちゃおうかな）

　外界の、それも様々な歴史を行き交かう旅だ。危険も多いことだろう。仲間が多いに越したことはないはずだ。世の中の情勢も安定してきているのだし、自分一人が居なくても〝ノーネーム〟は大だい丈じよう夫ぶではないだろうか………と、その時。

　コンコン、と控え室の扉とびらを叩く音が聞こえた。

「耀さん。少しよろしいですか？」

「黒ウサギ？………うん、どうぞ」

　意外な訪問を受けて春日部耀は小首を傾かしげる。

　黒ウサギは控え室に入ると、小さく笑って彼女の調子を問うた。

「どうでしょう？　コンディションはバッチリでございますか？」

「どうだろう。体の調子はいいけど、頭の調子はぐるぐるしてます」

　はふう、とため息。まさかこんな事で深く悩なやむことになるとは思わなかったのだろう。黒ウサギも苦笑いを浮うかべている。

「心中お察しいたします。ですが黒ウサギは、本当に耀さんなら頭首に向いていると思って推すい薦せんさせていただいたのですよ？」

「………どうして？　飛鳥は旅立つとしても、十六夜は残るんでしょ？　なら彼に任せたらいいと思うんだけど」

「まさか。御三人様の中で一番頭首に向いていないのは十六夜さんなのですよ」

　笑え顔がおでスッパリと言い切る。此れには耀も驚おどろいた。

「な、なんで？　私に出来て十六夜に出来ないなんてことないと思うけど………」

「そうですね。能力的には可能でしょう。きっと十六夜さんなら十年後には名君と呼ばれるに違いありません。………ですが可能であることと、やりたい事は別物でございます。十六夜さんは、問題児様の中で一番自由な魂たましいの持ち主ですから」

　今日まで〝ノーネーム〟を支えてくれたのは、偏ひとえに十六夜の親切心からだ。此処でさらに甘えてしまえば、何時いつかきっと両者の関係は破は綻たんしてしまうだろう。

「本当なら一番自由に生きていられるはずなのに………十六夜さんは今、大きな悩みを抱えています。ですがそれを口にしてしまえば、多くの人が傷つくことも知っています。本当はアジ＝ダカーハを倒たおしたときに、こう叫さけびたかったはずなのです。

『俺は───こんな勝ち方などしたくなかった』、と」

「………っ!?」

　耀は驚きよう愕がくに瞳を染める。まさかそんな事で悩んでいたとは思っていなかったのだろう。普段の十六夜からは考えられない理由だ。

　だが本人にとっては簡単な事ではない。黒ウサギは復活したウサ耳と共に〝審判権限ジヤツジマスター〟を取り戻もどしていた為ために、ゲーム内の出来事を全て把は握あくしていた。故に彼女は知っている。逆廻十六夜にとって、あの一いつ瞬しゆんの攻こう防ぼうは不ふ名めい誉よ以外の何物でもなかった事を。

「不名誉な勝利………そうですね。例えば耀さんは、太陽の鎧よろいと必勝の槍やりを手に入れた英えい傑けつをご存じでしょうか？」

「太陽の鎧っていうと、黒ウサギの持ってる恩恵ギフトの？」

「ＹＥＳ。太陽神の息子むすこカルナと、帝たい釈しやく天てんの息子アルジュナの大だい決けつ闘とうは、正にそのような戦いだったと聞き及およんでおります」

　そう───かつて帝釈天は、己おのれの息子に不名誉な勝利を与あたえてしまったことがあった。奇くしくもそれは黒ウサギに与えた神槍と太陽の鎧に起因する。

　インド神話の中でも屈くつ指しの知名度を誇ほこる二人の大英傑の一戦。

　それが軍神の息子アルジュナと、太陽神の息子カルナの伝承である。

「帝釈天は姦かん計けいに嵌はめて太陽の鎧を奪うばうのですが、それだけならまだよかったのです。十六夜さんや春日部さんは、アジ＝ダカーハが万全でなかったからといって、手を抜ぬくような真似まねは良しとしませんでしょう？」

「………うん」

　小さく頷うなずいて首しゆ肯こうする。無論、帝釈天自身には前者の一件にも後こう悔かいはある。

　神しん霊れいが息子可愛かわいさに、一人の英傑を辱はずかしめたのだ。

　軍神としてあるまじき行こう為いだと、誹そしりを受けるのも致いたし方ない卑ひ劣れつな行為だ。だがそれだけなら、彼の息子はあそこまで父を憎にくみはしなかっただろう。

　彼の語る不名誉な勝利───即すなわちそれは、自分たち異父兄弟が父神たちの呪のろいによって初めから勝敗が決まっていた、という事実にこそあった。

　決闘の末にそれを知ったアルジュナは、兄弟であるカルナの首を抱だきしめて叫さけんだ。

〝───インドラよ。偉い大だいなる我が父よ。自身の尊厳を守り、此れで貴方あなたは満足か？〟

　滂ぼう沱だの涙なみだを流し、兄弟の生首を抱いたまま彼は天に吼ほえた。

　確かに二人は憎しみ合っていた。有りっ丈たけの名誉と不名誉を分かち合った。長い人生の中で、この相手にだけは負けられないのだと魂たましいを燃やし合った。

　この恐おそろしくも強大な仇きゆう敵てきとは、共に命を賭としてぶつかり合うしかない。

　運命の兄弟は、共に理解し合っていた。

　万ばん斛こくの怨えん嗟さと、万感の敬意を込めて決闘に臨のぞんだ二人は、ぶつかり合う刃やいばの数だけ互たがいを理解を深め合った。故に勝利の天てん秤びんが何方どちらに傾かたむくのかも、悲しいほど理解していた。

　太陽神の息子カルナは、軍神の息子アルジュナをあらゆる技量で上回っていたのだ。

　故ゆえに最後に首が飛ぶのはアルジュナでなければおかしい。そんな不条理は天が許しはしない。許してはいけない。百万の軍勢が見み惚とれたという二人の大英傑の決闘は───しかして、神々によって穢けがされた。

　決闘の趨すう勢せいが決したというのに、アルジュナは勝かち鬨どきを上げることも無かった。ただ無言で異父兄弟の首を抱きしめた彼は、鬼き気き迫せまる形相で天を睨にらみつけた。

〝………殺したいと思った。許さないとも思った。必ずや彼奴きやつの首級を上げてみせると誓ちかいもした、だが、俺は決して！　こんな勝ち方をしたかったわけではないッ[image: !!!]〟

　インド神話屈指の大英傑は死し闘とうの果て、憎んだはずの異父兄弟の為ために泣いた。彼は決闘を通して、カルナがあらゆる社会的な不和にかかる呪いを受けていたのだと知ったのだ。

　剣けんの冴さえ、槍の冴え、弓を構えるその美しさから、彼の本当の人格を知ってしまった。

　その高潔な魂があったからこそ彼は太陽の鎧を失い、一度しか使えない神槍を、見知らぬ誰だれかの為に使い捨てた。

　呪いさえなければ、正に太陽の様な快男児だったというのに。

　或あるいは同じ旗本に立ち、肩かたを叩たたき合いながら、同じ栄光を共有できたかもしれないのに。

　神々の代理戦争に巻き込まれた兄弟は、そんな未来さえ許されなかったのだ。

「十六夜さんは、知ってしまったのです。………逆廻十六夜では、アジ＝ダカーハには敵かなわない。そう、敵うはずがないのに殺してしまった。きっと、それが悲しかったのです」

　対アジ＝ダカーハとの最終攻こう防ぼう───殿でん下かから授さずかった獅し子し座ざの恩恵により、神槍が十六夜を貫かん通つうすることはなかった。だが十六夜はそんな恩恵の有う無むなど関係なく同じ作戦で挑いどむつもりだった。この大だい魔ま王おうは、真の英傑にこそ倒たおされるべきだと思っていたのだ。

　武勇を尽つくせ、と。

　智ち謀ぼうを尽くせ、と。

　蛮ばん勇ゆうを尽くし、己を貫つらぬく光こう輝きの剣となってみせろと。

　武ぶ智ち勇ゆうを極限にまで研けん磨ました一いち撃げきを以もつて心の臓を撃うつ。それを成してこそこの大魔王を倒す英傑に相応ふさわしいと確信を抱いだいていた。

　そしてアジ＝ダカーハ自身も、そう在って欲しいと願い続けていたはずなのだ。そうでなければ、今際いまわにあのような神しん託たくを授けるはずがない。




『………恥はじることはない。知らぬならば此こ処こで学べ。その震えこそ恐怖だ』

　命を賭して仲間の撃ち出した槍を摑つかみ、返す刃で魔王を討つ。その極限の勇気を以て勝利を手にしていたのなら、その時感じた恐怖でさえも勲くん章しようだ。

　───だが、十六夜は違ちがった。

『違わぬ。そして忘れるな。恐怖に震えても尚なお、踏ふみ込んだ足。───それが勇気だ』

　───違う………[image: !!!]

　………違うんだ、アジ＝ダカーハ………[image: !!!]




　魔王は真の英傑に討たれたのだと信じ、満足して消えていった。だが十六夜が本当に震えていた理由はそうではない。アレは決して、恐怖で震えていたのではない。

　何度あの戦いを想定してみても、逆廻十六夜は槍に撃ち殺されて死んでいる。

　身の丈に合わぬ挑ちよう戦せんをして散っていく姿が何度、脳のう裏りによぎったかわからない。蛮勇で挑いどんだ十六夜は本来、魔王に屈くつして死ぬはずだったのだ。

　あの場で殿下が力を貸したこと。ジャックが命を賭して勝機を作ったこと。

　これらは十六夜が想定していたゲームメイクには存在しなかった要素だ。

　全ては運命の歯車が、至らぬ十六夜を勝たせるために横よこ槍やりを入れたに過ぎない。

　故にあの震えは………羞恥だ。真の魔王を前にして、不当な手段で勝利してしまったという羞しゆう恥ち心しんに耐たえられず、十六夜は震えていたのだ。

　そして悔くやしくて泣いた。敵にも味方にも、申し訳なくて堪たまらなかった。

　あの場に勝者と呼ぶに相応しい勇者が居たのだとすれば、それは歯車でありながら命を賭してあの状じよう況きように持ち込んだ者たちに他ならない。

　それは久遠飛鳥であり、春日部耀であり、蛟こう魔ま王おうであり、鵬ほう魔ま王おうであり、ジャックであり、サラであり、マンドラであり、死んでいった数々の仲間たちこそが真の勇者だった。

　逆廻十六夜は………蚊帳かやの外だった。あの最終決戦の中で、安全圏けんから功績をもぎ取った、只ただの盗人ぬすつとだった。

　遠くで響ひびく勝利の歓かん声せいを、外から眺ながめる観客でしかなかった。

　魔王を殺したのは十六夜でも───魔王に敗北したのは、十六夜一人だけだったのだ。

「………何かが、十六夜さんを勝たせる為に動いたのです。その途と方ほうもなく強大な意志によって英傑に仕立て上げられた。十六夜さんは無意識のうちにそれを知ってしまったのでしょう」

「……………、」

「考える時間が、必要なのでございます。仕立てられた英傑として生きるか、自身に課せられた伝承とは別の生き方を知るのか。そしてそれはきっと〝ノーネーム〟の中に居続けては解決しない問題なのだと黒ウサギは思います。箱庭という広大な世界を知り、己の悩なやみと自身の丈を知って、この後悔を糧かてにして欲しいのです。───ですがその為には、どうしても必要な儀ぎ式しきがございます。そしてそれが可能なのはきっと、耀さんだけです」

「私だけ？」

　黒ウサギは真しん剣けんな瞳ひとみで春日部耀を見る。

　彼女の手を取った黒ウサギは、有りっ丈の期待と不安を込めて用件を告げた。




　　　　＊




　───そして、開幕の時間となった。

　観客席は一つの空席も作ることなく埋うまっていた。

　千客万ばん来らいとは正にこの事だろう。

　相変わらず売り子として走り回っていた狐きつね娘むすめのリリは、狐耳をひょコン！　と立てながら品物を捌さばいている。今回は他の年長組の少年少女も同じように売り捌いている。

　これから先、〝ノーネーム〟が単独主しゆ催さいするゲームも増えてくるだろう。少しでも彼らに経験を積ませてやろうという黒ウサギの親心だった。

（十六夜様たちの戦いを見て、将来的に参加者プレイヤーを目指す子たちも出て来るかもしれない。そんな時の為に、私がしっかりしないと！）

　ひょコン！　と狐耳を立てて握にぎり拳こぶしを作るリリ。

　丁度、品物が半分ほど捌けたその時。

　開幕の銅ど鑼らが一つ鳴り響いた。

『大変お待たせいたしました！　〝金こん剛ごうの鉄火場〟の本選を始めさせていただく前に、我ら〝ノーネーム〟の新しい頭首───春日部耀選手から開幕の言葉をいただきます！』

　───雄オ々オオオオオオオオオオオオオォォォォォ[image: !!!]

　割れんばかりの喝かつ采さいの中、春日部耀が進み出る。壇だん上じように立った春日部耀は、マイクを渡わたされると、普ふ段だんより緊きん張ちようした面おも持もちで観客の前に立つ。

　耀は観客席全体を見つめてしばし逡しゆん巡じゆんし、主催者ホストたちの旗が掲かかげられているのを見た。

〝六本傷〟と〝ペルセウス〟、そして旧〝　　　　　　〟の名残なごりを残す赤い布地の旗。

　父が頭首をやっていたとはいえ、自分が新しい〝ノーネーム〟の頭首になる実感なんてまるでない。

　───にも拘かかわらず。

　春日部耀の胸は、別の一件で高鳴り始めている。黒ウサギが彼女に提示した条件は、今のゴチャゴチャした彼女の事情をスッキリさせるには丁度よく、そして何よりも────最高に面白そうな提案だった。

　耀は、胸の高鳴りを抑おさえながらマイクを近づけ、第一声を口にした。

『私は………〝ノーネーム〟の中では、決して強い人間ではありません。アジ＝ダカーハと戦ったときは、本当に役に立てたのか、今でも自分に自信がありません。あの勝利は、私たち以外の人たちが命を懸かけたからこそあり得た勝利だと思っています』

「─────、」

　そんなことはないと、観客席の一部から声が上がる。彼女とともに戦った者たちは皆みな、春日部耀がどれだけ雄お々おしく戦っていたかを知っていた。

『本来、頭首になるべき人は他に二人もいます。ですが一人は同士救出の為に旅に出て、もう一人の私より力が強い人は、自分を見失って思い悩んで頭首の座に就つこうとはしません』

「………？」

　ザワリ、と観客席にまで届くような不ふ穏おんな空気が漂ただよう。

　耀は慣れないスピーチを必死で続ける。

『実力を認められないまま私が〝ノーネーム〟の頭首となれば、今後、大連盟を築いた時の遺い恨こんとなるやもしれません。だから此こ処こで、はっきりさせておこうと思うんだ』

　最後の言葉は、間ま違ちがいなく十六夜に告げられたもの。

　耀は一度だけ黒ウサギを顧かえりみる。

『黒ウサギ。取り返しがつかなくなるかもしれないけど───本当にいいんだね？』

「ＹＥＳ！　派手に行きましょう！」

　黒ウサギはウィンクで答える。最近の彼女は妙みように頼たのもしい。きっと帝釈天から加護を受けたのが自信になっているのだろう。

　その笑みに釣つられて耀も微笑ほほえむ。

　もしかしたら、此これが三人で行う最後の悪戯いたずらになるかもしれない。

　ならば全力だ。悔くいを残しては跡あとを立てない。




　久遠飛鳥は己の旅立ちに向けて。

　春日部耀は新しい頭首として。

　そして、逆廻十六夜は───もう一度、全てのしがらみを振ふり解ほどく為に。




　彼の魂に届けと、春日部耀は有りっ丈の声を上げた。




『勝負だ、逆廻十六夜ッ[image: !!!]　もしこのギフトゲームで私が勝ったら、敗戦で腑ふ抜ぬけたそのお馬鹿顔が締しまるまでッ！　〝ノーネーム〟の旗本に帰ってくるんじゃないッ───[image: !!!]』







[image: ]

　大銅鑼の音が、洞どう穴けつ全域に響き渡る。ゲーム開始の合図である大銅鑼の音は鉱山全域にまで鳴り響いて彼方かなたへと続く。この舞ぶ台たいで此れから起こることを知らぬ野鳥や猛もう獣じゆうたちは、知ち恵えの有う無むに拘わらず生しよう涯がいを悔いることになるだろう。

　久く遠どう飛鳥あすかは春日部かすかべ耀ようのスピーチに苦笑いを浮うかべながら、切り替かえて洞穴を突き進む。

（十六夜いざよい君も、春日部さんもすぐに始めるわ。私もモタモタしていられない）

　フェイスレス───久遠彩あや鳥とを名乗る少女。彼女と決着を付けねばならない。

　思い返せば、飛鳥はずっと彼女を意識していたかもしれない。

　大樹の大だい瀑ばく布ふで巨きよ人じん族に助けられて以来、彼女と言葉を交かわす機会は自然と多くなった。縦じゆう横おう無む尽じんに繰くり出される蛇だ蝎かつの剣けん閃せんには何度も救われたし、逆に窮きゆう地ちに追い込まれたこともあった。その絶技を前に幾いく度どとなく瞳を奪うばわれた。

　あの仮面の下にどんな清せい廉れんな素す顔がおがあるのだろうと期待したこともあった。

　………だというのに。それがこんな形の戦いになるとは、皮肉なことこの上ない。

　久遠飛鳥は様々な色で彩いろどられた洞穴を進み、限りなく鏡像に近い己おのれと対たい峙じする。

「……………」

　カチャリ、と連接剣を構える音。

　フェイスレスは既すでに臨戦態勢に入っている。飛鳥の位置は既に彼女の間合いだ。蛇蝎の剣閃は為なす術すべなく飛鳥の首を斬きり落とすだろう。

　それを知って尚なお、久遠飛鳥は一度だけ彼女に───限りなく自分に近い顔を持つ女性に問う。

「一つ、いいかしら」

「───どうぞ」

「貴女あなた、箱庭を去るつもりだった………と言っていたわね。それはどういうこと？　貴女は女王クイーンの勅ちよく命めいを受けて次の任務に出るのではなかったの？」

　飛鳥は回答を察していながら問いかける。案の定、フェイスレスの回答は速かった。

「ええ。それは噓うそです。もし期限までに女王とのゲームをクリア出来なければ、私は女王の尖せん兵ぺいとして外界に送り込まれる手て筈はずでした。私という人格を剝はいだ、転生という形でしょう。そしてその期限は、すぐそこまで迫せまっている」

「では、どうしてそれを謀はかったの？」

「あの場には貴女以外の人間もいた。………それ以上の理由が必要ですか？」

　濁にごした形の返答を、飛鳥は黙だまって受け入れた。彼女が轡くつわを並べた戦友として、〝ノーネーム〟を気き遣づかってくれたのだと瞬しゆん時じに悟さとったからだ。

　ならばこれ以上の言葉は不要。この仮面の騎き士しがどんな心情でこの戦いに臨のぞんでいるのかはもう十分に理解した。

　………要するに、彼女自身にもどうしようもない事情なのだ。

　飛鳥を斬って新しい人生を始めるか。

　女王の尖兵として外界に降くだるか。

　その二択たくだけ。フェイスレスという人格を彼女が守るには、飛鳥を斬るしかない。

「よくわかったわ。貴女が本当に死者で、私という生者を恨うらみ、霊格そんざいの椅い子すを奪おうとしている。ええ、なんて厚かましい簒さん奪だつ者でしょう。女王騎士の称しよう号ごうも落ちたものよね。確かに外界では色々と辛つらいこともあったけど、他人に私の人生を譲ゆずり渡すほどではないわ。───今日はハロウィンではないけれど。貴女の冥めい福ふくを祈いのってあげる、彩鳥さん」

　箱庭で培つちかってきた全すべての情愛と感情を押し殺してでもこの一戦に臨もうというのなら。久遠飛鳥に出来るのは───その全てを、全力で押し返すことだけである。

　その裂れつ帛ぱくの気き迫はくに、フェイスレスは僅わずかに憤ふん怒ぬを込めた双そう眸ぼうで返す。

「此方こちらの台詞せりふです。正直言って、私と近しい面めん貌ぼうを持つ貴女の醜しゆう態たいは見るに堪たえなかった。大瀑布の狩しゆ猟りようゲームの情けない戦果を見たときは、この程度の仇きゆう敵てきをずっと恨み続けてきたのかと寂さびしくなったものです」

「い………言ってくれるわね………[image: !!!]」

　羞しゆう恥ちにカッと頰ほおを染める。なるほど、あの時のため息は失意だったのか。

　ならば今こそその評価を覆くつがえす。

　───生と死の境界が砕くだける日。

　生者は死者を歓かん迎げいし、死者は生者を引きずり込む。

　此れこそ神しん魔まの遊ゆう戯ぎに相応ふさわしい宴うたげだ。修しゆ羅ら神仏の宴に相応しい舞台を得て飛鳥はギフトカードを取り出す。

　だがその仕草をした途と端たん、神速の蛇蝎が放たれた。

「───っ[image: !!?]」

　飛鳥の瞳ひとみには正しく死神の一いつ閃せんに見えただろう。腕うでを振った残像すら視し認にん出来なかった彼女がこの神速で放たれる連接剣に対処できるはずがない。

　疾しつ風ぷう怒ど濤とうと比ひ喩ゆするに相応しい一いち撃げき。臨戦態勢に入った相手にかける情けはない。

　数か月前までの飛鳥なら、この一撃で首が飛んでいただろう。

　この鉄てつ壁ぺきの防ぼう御ぎよを誇ほこる女め神がみ───〝アルマテイアの城じよう塞さい〟の加護がなければ。

『───開戦です。マスター、指示を！』

　稲いな妻ずまを伴ともなって現れる山羊やぎ座の神しん獣じゆう。彼女も既に戦う準備が出来ている。

　飛鳥は彼女の手た綱づなを握って背中に飛び乗った。身体能力では圧あつ倒とう的に不利だが、彼女の持つ鉄壁の恩恵ギフトと俊しゆん足そくがあれば十分に戦える。

〝ハーメルンの風切り笛〟を取り出した飛鳥は、メルン三姉妹にも号令を出した。

「行くわよ、メルン！　メルル、メリル！」

　ラジャー！　と勢いよく返事をして洞穴に潜もぐり込む三姉妹。

　途端、フェイスレスの足場が泥どろの様にぬかるんだ。

「っ、足場が、」

「吹ふっ飛べえええええええッ───[image: !!!]」

　紗シヤ蘭ラン、と音を立てて風切り笛が鳴り響ひびく。その効果は劇的だった。

　飛鳥が投げつけた三つの宝ほう珠じゆは裂れつ空くうの刃やいばとなってフェイスレスに全方位から襲おそい掛かかる。それは百在ったのか千在ったのかと見み紛まがうほどの超ちよう連撃となって彼女を襲しゆう撃げきした。

　一つ一つが巨人族の鉄てつ槌ついを優に凌りよう駕がする千撃乱らん舞ぶ。

　フェイスレスは連接剣を持ち替え、二本の剛ごう槍そうを取り出して迎むかえ撃うつ。

「ふっ──！」

　呼吸を整える。鼓こ動どうの加速に血液と筋力を合わせる。そうして繰り出された槍そう撃げきは、正に練れん磨まの極きよく致ちと呼ぶに相応しい柔やわらかさで初撃をいなした。

　二つ、四つ、八つ、十六から激増して三六〇の斬ざん撃げきが同時に襲い掛かる。意い趣しゆ返がえしとばかりに疾風怒濤を演出する神かみ風かぜの嵐あらし。

　しかし彼女は此れを耐たえるだろうと、飛鳥は予測していた。

　三さん頭とう龍りゆうの凶きよう爪そうをいなし、覆海大聖さえも驚きよう愕がくさせた神域の業わざを習得したのならば、この程度の嵐はそよ風のようなものだ。ならば越こえなければ辻つじ褄つまが合わない。

　飛鳥はすぐに第二撃を構える。

　だがフェイスレスもそれを許さなかった。

　神風の嵐といえど、針で縫ぬう隙すき間まもないわけではない。加えて都合がいいことに彼女の槍は二つある。つまり一つを失っても、身を守り敵を討うてる。

　刹せつ那なにも満たない一いつ瞬しゆんの隙をフェイスレスは見過ごさなかった。

　剛槍を逆手に構えた彼女は、飛鳥の頭上に向かって槍を撃ち出したのだ。

『っ、天てん井じようが崩くずれます！　マスター、捕つかまってください！』

「わ、わかったわ！」

　アルマは焦あせりの籠こもった声で飛鳥に告げる。飛鳥もそれに従って手綱を握にぎり、崩れる天井と鍾しよう乳にゆう石せきを搔い潜くぐりながらフェイスレスから離はなれる。

　崩ほう落らくした洞穴によって飛鳥とフェイスレスは互たがいの位置を見失ってしまった。

「見失った………！　すぐに追いかけるわよ！」

『待ってください。そろそろ天空の疑ぎ似じ神格が摩ま耗もうします。一度距きよ離りを取って態勢を整えましょう』

　冷静沈ちん着ちやくな声でアルマが告げる。飛鳥はらしくなく舌打ちで返した。

　疑似神格はその性質上、どうしても一定時間でタイムリミットが来てしまう。フェイスレスはそのタイムリミットを計る意味も込めて鍾しよう乳にゆう洞どうを破は壊かいしたのだ。もしタイムリミットが存在しないのなら、すぐに追つい撃げきを仕し掛かけてくるだろうと予想して。

『技量だけでなく、この一瞬で此方の弱点を推おし量るとは………ゲームメイクも中々のものです。マスターの姉妹は素す晴ばらしい素養をお持ちですね』

「ぐっ………そ、そんなことわかってるわ！」

　彼女の技量が神域のものだということは既に把は握あくしている。かつては実力の差に歯は嚙がみしたこともあった。羨せん望ぼうしていたといってもいい。

　だが今の一戦を通じて飛鳥も理解した。激戦を乗り越えて強くなったのは、何も春日部耀だけではない。自分もまた死し闘とうを乗り越えて強くなっているのだと。

「とにかく………先に見つけた方が圧倒的に有利ね。回り道を探しましょう」

　メルン三姉妹を回収し、ついでに崩れた鍾乳洞から〝金剛鉄アダマンテイウム〟を回収する。戦いはまだ始まったばかりだ。油断せずに行こうと気を引き締め、その場を離れた。




　　　　＊




　丁度その頃ころ。

　春日部耀は分ぶん裂れつした巨腕で粛しゆく々しゆくと洞穴の鉱石を掘ほり集めていた。

　このゲームは〝金剛鉄〟をより多く取得した者が勝つ。

　本当ならこんな事をせずとも、予選と違ちがって略りやく奪だつが正式に認められているのだから、相手のギフトカードを奪うのが一番効率がいい。

　敵の持ち点を奪い、己の持ち点に加算する。

　それが一番効率がいい方法なのだが、普ふ段だんの十六夜ならあれだけ挑ちよう発はつしてやれば、絶対に耀のことを探しに来る。

　こうやって襲撃者を待ちつつ鉱石を集めるのも堅けん実じつな一手だ。十六夜との決けつ闘とうも大事だが、優勝するのも大事だからだ。

（戦って勝つだけが、ギフトゲームじゃない。こうやってあらゆる状じよう況きように対応するのも大事！　十六夜は掘り出す恩恵は持ってないから、持ち点も低いはず！）

　エッサホイサと必死に掘り進める春日部耀。

　本戦の時間は一時間ある。まずは前半で〝金剛鉄〟をかき集めてから戦いに行っても問題はないはずだ。それに万ばん全ぜんを期すための策は既に立てている。

　今はとにかく掘るべし掘るべし。

　春日部耀は積み上げた鉱石を粛々とギフトカードに収めていく。

　だが、そんな堅実な手段で勝てるほどギフトゲームが容易でないのも事実だ。最悪の事態に備えてギフトカードを隠かくしておくのも手かもしれない。

　鍾乳洞が大きく揺ゆれ動いたのは、丁度その時だった。




「「「ｒａ………Ｒａ、Ｇ、ＥＥＥＥＹＡＡＡＡａａａａ[image: !!!]」」」




「っ!?」

　未知の鳴き声に耀は思わず作業の手を止める。今の鳴き声は聞き覚えがなかった。しかも鳴き声は一つではない。本選に進出したのは六人だけのはず。舞ぶ台たい内にこんな獰どう猛もうな鳴き声が響き渡わたることなどあり得ない。

　鍾乳洞に生息している幻げん獣じゆうの乱入があったのかもしれない。

　耀が鳴き声の正体を確認しに行こうとした途端───鍾乳洞その物が、まるで生命を得た様に鼓動を刻み始めた。

（アジ＝ダカーハみたいに、鍾乳洞が生命体になってる………!?　でも誰だれが!?）

　只ただ者ものではない。此これは与あたえる側の恩恵───〝権能〟と呼ばれる力のはずだ。だがそんな参加者プレイヤーが居るとは聞いてない。

　権能を行使できる強つわ者ものがいるならば面めん倒どうだ。先に叩たたいておかねば横よこ槍やりを入れられるかもしれない。耀は掘り出した鉱石をひとまずギフトカードに仕し舞まって中心部に向かう。

　だがそこで、意外な人物を見た。

「囲い込め、アルゴルッ！　奴やつを逃にがすな！」

「ＧＥＥＥＥＹＡＡＡＡａａａａ[image: !!!]」

　脈動する鍾乳洞は牙きばと成り爪つめと成って逆さか廻まき十六夜を襲っていた。十六夜は軽けい薄はくな笑えみを口元に浮うかべてはいるが、反はん撃げきも出来ないまま攻せめあぐねている。

「チッ………！　〝金剛鉄〟を悪あく魔ま化させたら流石さすがに厄やつ介かいだな、ルイルイ！」

　白はく亜あの宮きゆう殿でんの時とは訳が違う。

　決して速すぎるというわけではないが、〝金剛鉄〟を多量に含ふくんだ大地の全すべてが蛇だ蝎かつの魔ま物ものとなればいくら十六夜でも捌さばき切るのは容易ではない。

　鋭えい利りな牙が頭上から十六夜を襲う。星を揺るがす一撃は未加工の〝金剛鉄〟ならば容易たやすく打ち砕くが、それでも何時いつかの戦いのときのようには行かない。

　十六夜は興が乗ってきたとばかりに獰猛な笑みを浮かべて犬歯を剝むく。

「ハッ………！　ペルセウス座が消しよう滅めつしたときにアルゴールも消滅したものだと思ってたんだがな！　どういうことだルイルイ！」

「アジ＝ダカーハ戦で得た功績が評価されて、三分の一だけ戻もどってきたんだよッ！　召しよう喚かんは出来ないが、アルゴールの権能を行使することはできる！　何時かの雪せつ辱じよく、此こ処こで晴らさせてもらうからな！　あとルイルイ言うなッ[image: !!!]」

　飛ひ翔しようする具足で縦じゆう横おう無む尽じんに飛び回りながら機会を窺うかがうルイオス。

　しかし十六夜と戦っていたのは彼だけではなかった。

　大おお嵐あらしを纏まとって大気を踏ふみしめる鷲獅子グリフオンが十六夜を強きよう襲しゆうした。飛び上がって悪魔の牙を避よけていた彼はそれを真正面から受ける。

「ッ………！　グリー、テメェ！」

「ＧＥＥＥＥＹＡＡＡＡａａａａ[image: !!!]」

　獰猛な叫さけび声を上げて突とつ進しんする鷲獅子。その突進力は今までの比ではない。耀は彼の背中に新たな翼つばさが与えられていることに気が付き、驚きよう嘆たんの声を上げた。

「グリー！　どうしたのその翼！」

『おお、耀か！　丁度いい所に来た！　この大おお戯たわけを矯きよう正せいするから手を貸してくれ！』

　───え？　え？　と、訳が分からず首を左右に傾かしげる春日部耀。

　岩がん盤ばんに叩きつけられた十六夜は口元を拭ぬぐい、納なつ得とくできないとばかりにグリーを睨にらむ。

「何だよ、まだ怒おこってんのか。いいじゃねえか、帝たい釈しやく天てんから神格付きの翼を貰もらえたんだから。何の不満があるんだよ」

『誰がそんなことをしてくれと頼たのんだッ[image: !!!]　私にとってあの傷は誉ほまれであっても恥はじではないッ！　お前の命と〝アンダーウッド〟の勝利に奉ほうじたと思えば、尊いとさえ感じていた！───それを何だ、人の了りよう承しようも得ずに勝手に治しおって！』

「だーかーらー、それだと俺の重荷だって言ってんだろうがッ！　何時までも人生に負ふ債さい抱かかえるのは趣しゆ味みじゃねえんだよ！　そもそも傷を負ったときに『この借りは何時か返す』とも言ったよな!?」

『だが返せとは言っていないッ[image: !!!]』

「うるせえよブラック高利貸しッ[image: !!!]」

　何時になく感情的になる二人。

　ルイオスは両者の言葉を理解出来ていないが、何やら本気で怒ど鳴なり合っている雰ふん囲い気きだけは理解できた。とりあえず収まるまで待つことにして腕うでを組む。

　一度攻める手を止め、彼は耀に振ふり返った。

「春日部耀………だっけ？　お前も優勝候補から潰つぶしに来たのか？」

「わ、私？　私はさっきの宣戦布告を果たしに───」

『よし、良くわかった！　お前とは全力でぶつからねばならんと思っていたところだ！　覚かく悟ごはいいか十六夜ッ[image: !!!]』

「上等だ鷲獅子ッ[image: !!!]　返り討ちにして焼き鳥にしてやるから覚悟しやがれ！」

　共に吼ほえながらヒートアップする十六夜とグリー。

　流石に耀も焦った。このまま続けられたらコッチの顔が立たない。

「ちょ、ちょっと待って！　私が先に宣戦布告したのに、何でみんな邪じや魔まするの!?　順番ぐらい守ってよ！」

「………はあ？」

　ルイオスが怪け訝げんな声を上げる。

　十六夜はそこでようやく耀に気が付いた。

「春日部か。………丁度いい。お前には話があった」

「っ、うん」

　耀は緊きん張ちようしきった様子で背筋を伸のばす。あれほど大だい胆たんなマイクパフォーマンスをしたのだ。十六夜の性格を考えればすぐにでも襲おそってくるかもしれない。

　〝ラプラスの小こ悪あく魔ま〟を通じて試合を観戦していた者たちも今は固かた唾ずを吞のんで見守っている。リリやアーシャや女性店長もその中には居た。

　黒くろウサギはギュッとマイクを握にぎりしめて事の顚てん末まつを見届けようと覚悟を決める。

（十六夜さん………！）

　不ふ穏おんな空気が観客席と舞台を包み込む。

　だがしかし、十六夜の表情は一転して穏おだやかだった。

　耀の瞳ひとみを真っ直すぐに見つめた十六夜は、小さく笑って用件を告げる。

「春日部」

「な、何？」

　穏やかな声こわ音ねに少し肩かたの力を抜ぬく。しかしそんな安あん堵どは、次の瞬しゆん間かん打ち砕くだかれた。




「〝ノーネーム〟はお前に任せた。───俺は少し、コミュニティを離はなれて旅に出る」




「──────……………。」

　──────……………？（観客席）

　──────……………!?（実じつ況きよう席）

　──────……………[image: !!??]（箱庭の貴族）

『ほう。それはどういうことだ？』

「春日部をリーダーに推すい薦せんするってことだよ。大方の話は纏まってるみたいだしな。春日部が受け持つなら願ったり叶かなったりだ。ちょっくら見聞を広げて来る」

「いいんじゃない？　お前が成るよりかはよっぽどマシだろうし」

　感心したような声を上げるグリーと、特に興味無さそうに告げるルイオス。

　耀は其そ処こでようやく、三人の何かがおかしいと気が付いた。

『耀が頭首か。ふふ、私も友として鼻が高い。きっと先代を越こえる頭首となるだろう』

「僕は三人の中で一番マシに見えるから歓かん迎げい。コイツと赤い奴は獰猛すぎる」

「おいおい、フリーダム春日部の本領を知らないからこそ言える言葉だな。コイツこれで結構───って、どうした春日部？」

　十六夜は不ふ審しんそうに耀を見る。

　彼女は俯うつむいたまま、羞しゆう恥ちに震ふるえていた。頰ほおを真っ赤に染めて耳の裏から首筋まで紅潮させている。だがそれも仕方がないだろう。

　此処に来てようやく、耀は事態を把は握あくした。

「………三人とも。私が壇だん上じようでスピーチしたとき、何してた？」

「スピーチ？」

『何のことだ？　控ひかえ室には映像が来てなかったぞ』

「俺は釈とく天てるに会っていた。………もしかして、何かあったのか？」

　───ああ。

　そうか、そういうことか。そう来たか。

　流石は〝箱庭の貴族（笑）〟と最強の軍神（笑）である。

　良かれと思い共に動いて、要いらないことしかしやしない。

　おかげで人生最大の恥をかかされた。きっと観客席は啞あ然ぜんとしているに違ちがいない。後でアーシャに爆ばく笑しようされるのは確定だ。

　頭首を継ついだ就任最初のスピーチでやらかすって、一体どんな拷ごう問もんなのだ………[image: !!!]

「───く、ろ、う、さ、ぎ」

「はひぃッ[image: !!!]」

　───この恨うらみオボエトケヨ、と。

　有りっ丈たけの怨えん嗟さを呟つぶやく春日部耀。

　審しん判ぱん役の黒ウサギは全てのゲーム状じよう況きようを把握している。小声に込められたその圧あつ倒とう的な怒ど気きに思わず体が震えてしまった。

　如何どうやら頼もしかった期間は終しゆう了りようしてしまったらしい。残念でならない。

「………春日部？　どうした？」

「べッつにッ[image: !!!]　ああいいよ別に、私なんかが十六夜の心配して損したってだけだもん！───ふん、旅に出たいなら勝手に出たらいいよ。私はとっくに十六夜より強いし。〝ノーネーム〟に十六夜なんか必要ないから！」

　感情に任せて捲まくし立てる春日部耀。

　どうしてこんなに自棄やけっぱちになっているのかはわからないが、其処まで言われて大人しくしている十六夜ではない。

「言うじゃねえか。確かに簡単に勝てるとは思ってないが、負けるとも思っちゃいない」

「ふーんだ。飛鳥から聞いたもん。十六夜はもう私の方が強いと思ってるって」

「おいおいおいおい、少しばかしナーバスに成ってた男の謙けん虚きよな姿勢を挙げ足取るとか格好悪いな。拗すねても少ししか可愛かわいくねえぞ」

　売り言葉に買い言葉で捲し立てる二人。

　傍はたから呆あきれて見ていたルイオスとグリーだったが、共に臨戦態勢を取って告げる。

「どうだっていいけど、そろそろ始めてもいいか？　時間制限あるんだし」

『うむ。要するにバトルロワイヤルということでいいのだな？』

「そうだね。みんなで十六夜をフルボッコワイヤルしよう。私もそろそろ彼の顔面を蹴けり飛ばしたくなってきた」

「ハッ、上等だ！　俺もお前らの言い掛がかりには流石にイラッと来てたところなんでな！　三人纏めてかかってきやがれ───[image: !!!]」

　雄お叫たけびとともにぶつかり合う三人。

〝金こん剛ごうの鉄火場〟は、中ちゆう盤ばん戦せんに差し掛かかろうとしていた。







[image: ]

　───時を遡さかのぼって、ゲーム開始直前。

　十六夜いざよいは控え室からも実況会場からも少し離れた場所に御み門かど釈とく天てるを呼び出していた。

　御門釈天はゲーム前に何事かと怪訝な表情で十六夜を睨む。

「おいおい、どうした十六夜。こんな人ひと気けの無いところに呼び出して」

「………大したことじゃねえよ。ただ、もう一つ欲しい褒ほう美びを思いついたから少し強請ねだってみようと思っただけさ」

　茶ちや化かす御門釈天に対し、十六夜は何処どこか神しん妙みような視線を向ける。

　それはまるで獲え物ものを前にしてとびかかるべきか否かを思案する獣けもののようだ。不穏な空気を察した御門釈天は僅わずかに霊れい格かくを解放して万が一に備える。

　なるほど、本当はそういう褒美が欲しかったのか。

　確かに人前では口に出来ない褒美だ。御門釈天は〝精せい霊れい列れつ車しや〟の出資者であり、天上天下に名だたる大神〝帝たい釈しやく天てん〟の御お忍しのびの姿である。相手をして欲しいなどと恐おそれ多くて口に出来るはずもない。

　問題は今の御門釈天の霊格で何処まで戦えるかだが………

「勘かん違ちがいするなよ。俺は別に喧けん嘩かを売りたいわけじゃない。聞きたい事があるだけだ」

「なんだ、そうなのか？」

　少しガッカリした様子を見せる。

　帝釈天もかつては問題児として名を馳はせた駄神である。十六夜たちのことをまるで後進の様に思っていただけに、一度くらいは手合わせしてみたかったのだろう。

「まあいい。それで、聞きたい事って何だ？」

「おう。遠えん慮りよせずに単刀直入に聞くけど………帝釈天アンタはつまり、箱庭じゃどれぐらいの強さなんだ？」

　十六夜の飾かざらない物言いに、流石さすがの御門釈天も苦笑いを浮うかべる。確かに、これはこれで真正面から聞けない質問ではある。彼は多くの神しん霊れいの上に立つ神々の王だが、様々な多元宇宙が粒りゆう子しの様に積み重なっているこの箱庭ではその限りではない。

〝誰だれより上〟と答えても、〝誰より下〟と答えても角が立つ。

　なのではぐらかすことにした。

「そもそも三桁けたに在ざい籍せきしている分には基本的に霊格は等価だぞ。反則なのは女王クイーンだけだ。それ以上の第二桁───〝全権領域〟に至ってはもう戦いの舞ぶ台たいに上がれないからな」

「………上がれない？」

「ああ。白びやく夜や王おうなんかはその典型だ。起源宇宙の全質量を司つかさどってないと天動説は完かん遂すいしない。あの人の場合はたった二つの権能だけで〝全権領域〟に到とう達たつしてるんだよ」

〝全権領域〟───それは即すなわち比ひ喩ゆではなく、全すべての権能をその身に収めた者たちだけが到達できる、事実上、最も高みに位置する領域だ。

　同じく〝全能領域箱庭三桁〟は全ての能力を収めた領域を指すが、此方こちらは額面通りの全能ではない。箱庭の外であれば全知全能ではあるものの、〝全能の逆説〟を始めとした様々なパラドックスによって彼らは単体で全能を行使できなくなっているからだ。故ゆえに戦争の際は全能たる能力の一部を他者に恩恵ギフトとして分け与あたえ、代理戦争に送り出す必要があるのだ。

「そういう意味では、一桁は局地的な能力しか持たない未完成な霊格といえるだろう。

〝退エンド廃・エンのプテイ風ネス〟はその最たる一例だ。あれは全ての全能者と全権者に〝全ての世界モノガタリを終わらせる権利〟を与えた霊体だからな」

「………それが本当なら、もう勝つとか負けるとかそういう次元の相手じゃねえな」

「当たり前だ。箱庭を何処どこだと心得る。上を見たらキリがない。どれだけ頑がん張ばっても次から次に現れる。───が、其れ故に！　俺は箱庭の世界が楽しくて仕方がない！」

　腰こしに手を当て、誰に憚はばかることも無く告げる。

　十六夜は其そ処こまで聞くと、しばし言葉を切った後、静かに切り出した。

「なら───帝釈天に問いたい。今の逆さか廻まき十六夜は、どの程度の実力ランクなんだ？」

　ようやく出た本当の問いに、御門釈天は耳を疑い目を丸くした。

　神しん妙みような顔をして何を聞きに来たのかと思えば、まさかそんならしくないことを聞きに来たとは思わなかった。初うい々ういしい悩みにも程ほどがある。

　だが十六夜本人は至って真ま面じ目めだ。彼も聞くべきか随ずい分ぶんと悩んだのだろう。

　一ひと頻しきり笑った御門釈天は、ニヤニヤと笑えみを浮うかべて告げる。

「よしよし、承うけたまわった。この御門釈天が査定してやろう。………ふむ、武智勇の総合力では第四桁けたに至ってもおかしくはない。しかし技量にやや難ありだな。〝疑似アナザー・創星図コスモロジー〟を含ふくまないのであれば、蛟こう魔ま王おうには勝てないだろう。最強種にはまず敵かなうまい」

「ならどうすれば第三桁に………いや、ここまで来たら取り繕つくろうのは無しだ。ぶっちゃけた話、俺はどうすれば一人でアジ＝ダカーハに勝てるほど強くなれる？」

　恥はじも外聞も投げ捨てたその問いに、今度こそ弾はじけるような哄こう笑しようで答えた。

「そればかりは自分で探せ。此処で見つからないなら旅にでも出て探して来い。〝ノーネーム〟はお前一人が居なくなったぐらいでどうにかなっちまうほど、弱くねえだろ？　心配ならこれを機に確かめてこい」

　御門釈天は十六夜に背を向ける。これ以上答える気はない、ということだろう。

「まあ、不名誉な勝利とはあのアルジュナにして涙を流させるほどの痛みを伴ともなう。簡単に乗り越こえられるものではないよな。ましてや死闘の果てに理解した相手なら尚なおのことだ。───全く。正義アレや悪コレを背負わされて、さぞかし重たかったろうに」

「っ、………」

　最後の言葉は、魔王アジ＝ダカーハに捧ささげられた手た向むけだった。この善神と悪神の両側面をもつ大神は、誰よりも深くかの魔王のことを理解していたのだ。

「なあ、十六夜。駄神の自覚のある俺だが………お前の痛み、正しく理解しているつもりだ。だからこそ腐くさらないで欲しいとも思ってるぞ。何と言ってもお前の神話は、まだ始まってすらいないのだから」

　それだけ告げると、御門釈天は笑いをかみ殺して実じつ況きよう席に戻もどっていく。後はもう十六夜が決めることだ。

　歴史の歯車となって世界を救うことになるか。

　或あるいは別の戦いに身を投じることになるのか。

　どちらに転んでも………最高に楽しいに違いないのだから。




　　　　＊




　蛇だ蝎かつの剣けん閃せんが首元を掠かすめる。

　薄うす皮かわ一枚の厚さが違ちがったのなら、頸けい動どう脈みやくが斬きれるか否いなかというほど絶ぜつ妙みような一いち撃げきだった。飛鳥あすかは幾いく度どとなく迫せまる死神の鎌かまに戦せん慄りつしながらも、アルマに追加の宝ほう珠じゆを与える。

　しかし湯水のように使ってはいるが、此れも数に限りがある。

　時間制限と共に最大の弱点だといえるだろう。

　長期戦になればそれだけ不利になる。飛鳥は徐じよ々じよに追い詰つめられながらも、互いの力関係を理解し始めていた。

（長期戦は不利だけど、逆に言えば彼女もそれぐらいしか策がないということ！　鉄てつ壁ぺきのアルマがいる事を考こう慮りよすれば、立場が上なのは私たちのほうだわ………！）

　如何いかに巧こう緻ちな剣けん術じゆつを駆く使しするフェイスレスでも、自動で防ぼう御ぎよ行動を取るアルマテイアの城じよう塞さいは相あい性しようが悪かった。

　イージスの楯たてである彼女を真正面から打ち破る恩恵は本当に稀まれだ。もしも破るのであれば物的な破は壊かい能力ではなく何かしらの特とく殊しゆな恩恵が必要になってくるだろう。

（必ず勝機は来る！　ペース配分さえ間ま違ちがえなければ勝てるわ！）

　手て応ごたえを感じながら手た綱づなを強く握にぎる。

　背後から迫っていた気配が足を止めたのは、丁度その時だった。

「………流石さすがはアルマテイア。ゼウス神の養い親は伊達だてではないようですね。私の剣けん技ぎでは貴女あなたの守りを破れないらしい」

　それだけ口にして足を止める。飛鳥はそれを勝機と見た。何かしらの策はあるのだろうが、アルマの突とつ破ぱ力と鉄壁は彼女を凌りよう駕がしている。

　勝負に出るなら今しかない。飛鳥は更さらに三つの疑ぎ似じ神格を与え、アルマの霊れい格かくを高める。彼女の霊格を最大まで高めるには数が足りないが、此れでより守りが堅けん固ごになった。

　嘶いななきを上げるアルマテイアも、此処が勝負どころだと悟さとった。

「やはり使わざるを得ないようですね………私の、私たちの権能の根源を」

　フェイスレスは、何故なぜか剣をギフトカードの中に仕し舞まう。確かにあの連接剣ではアルマを破れないが、だからといって徒と手しゆ空くう拳けんとはどういうことだ。

　───嫌いやな予感に、首筋の産うぶ毛げが逆立つ。勝機であることは疑うまでもない。だが今飛び込めば、致ち命めい的な敗北に繫つながる様な気がしてならなかった。

「ええい、迷うな！　全力で突つっ込むわよ！」

『了りよう解かいです、マスター[image: !!!]』

　鍾しよう乳にゆう洞どうが崩くずれるのではないかというほどの稲いな妻ずまが[image: 迸]ほとばしる。この一撃で勝負を決することが出来なくても、すぐに立て直せばいい。

　勝機を前にして背を向けるなど久遠飛鳥のすることではない。

　たとえそれが───フェイスレスの思おも惑わく通りの行動だとしても。

「行くわよアルマ。この一撃で、全すべて決めましょう───ッ[image: !!!]」

　雷らい霆ていと成った山羊やぎ座の星せい獣じゆうが嘶きを以もつて応こたえる。大気が熱ねつ膨ぼう張ちようを起こして雷らい鳴めいが響ひびき渡わたる。ギリシャ神群最強の楯は、今正に最強の矛ほことなってその頭角を向ける。

　一ひと度たびこの迅じん雷らいが奔はしれば、万ばん象しようの全てが灰かい燼じんに帰すことは必定だ。この星獣の一撃は原子すら残さず仇敵を討うち滅ほろぼすだろう。

　蛇蝎の剣閃では歯が立たない。立つはずがない。アレは触ふれた瞬しゆん間かんに物質界に在るものを消しよう滅めつさせる。

（雷霆に比する一撃。此れは流石さすがに躱かわせませんね）

　守ることなどできはしない。

　いなすことなど以てのほか。

　ならばどうすれば良いのか───そんなのは、決まっている。

「イージスは砕くだけない。その思い上がりが貴女の敗因です、飛鳥さん」

　視線に憂うれいが灯ともる。それと同時に、彼女はギフトカードから一ひと振ふりの銅どう剣けんを取り出した。それが何なのかを悟った瞬間、アルマは絶望的な悲鳴を上げた。

『っ、いけないッ[image: !!!]』

　一直線に腹部を貫つらぬくはずだった突とつ進しんは、その銅剣を避よけるかのように体を反らして滑すべっていく。幹から竹たけ割わりに一刀両断するつもりだった銅剣は、最強の楯の腹部を裂さく偉い業ぎようをなす。敵対していた両者は、互いが必殺の念を込めて振ふりかぶった一撃を外したことに舌打ちを漏もらした。フェイスレスもまた、今の一撃で勝負を付けるつもりだったのだ。

　飛鳥は何が起きたのかわからないまま背中を強打して軽い嘔おう吐と感に襲おそわれる。

「痛っ………な、何………!?」

「逃にげてくださいマスター！　アレは………あの神剣は、私の天敵です！」

　人型に成ったアルマは半はん狂きよう乱らんに成って叫んだ。彼女がどうして人型に成ってしまったのかは定さだかではないが、本当に危険なのはそこではない。

　アルマの体からは今、全ての霊格が失われていたのだ。

「霊格を潰つぶされた今、私でも貴女を守り切れない！　すぐに同士へ助けを求めてください！　あの神剣───〝天あめの叢むら雲くもの剣つるぎ〟は、我々の手に余ります！」

　決死を覚かく悟ごしてフェイスレスの前に立つアルマ。

　彼女の口から飛び出た神剣の名に、飛鳥は驚きよう嘆たんを隠かくせなかった。その神剣の名は日本で生まれ育った者ならば誰だれしもが知るものだったからだ。

「〝天叢雲剣〟………!?　噓うそ、どうして彼女が三種の神器を!?　アレは私の時代でも存在して祀まつられているはずよ!?」

　飛鳥の抱いだいた当然の疑問に、フェイスレスはにべもなく返す。

「………物分かりが悪いですね、飛鳥さん。〝天叢雲剣〟は史上に幾度か登場し、史上で幾つか失われている。此これは平安時代に失われた一本。本来ならただ在るだけの神剣ですが、日本神群の神格を持つ皇族がこの剣を手にした場合にのみ、本来の力を発揮する。───周囲全ての異能や恩恵ギフト、魔ま術じゆつなどの霊格を不能にする、万ばん物ぶつ調律の神剣として」

　その権能に、飛鳥は全身に激しい電流が奔るのを感じた。

　恩恵の効能を無効化する、というならわかる。此れは其そ処こまで珍めずらしい恩恵ではない。一部の〝疑似創星図〟には付加価値として付いている程度の能力だ。

　問題はもう一つの能力───恩恵によってその身に宿した異能や霊格を、不能にするとなるとそれはもう別次元の力だ。一体どうやって太刀たち打うちしろというのか。

「マスター、しっかりして下さい！　確かに強大な神剣ですが、其それに見合うリスクが絶対に在るはずです！　今は逃げて作戦を立てて下さい！」

　ハッと、アルマの言葉で我に返る。確かにその通りだ。此れだけの力を持った神剣ならば、何時いつでも飛鳥を殺せたに違いない。

　それをしなかった理由が何処どこかに在るはずなのだ。

「っ、ごめん！　時間を稼かせいでアルマ！」

　悔くやしいがそれしか方法がない。

　飛鳥はメルンとメルルを抱かかえて颯さつ爽そうと走り去る。フェイスレスはすぐに彼女を追うようなことはせず、眼前のアルマに向き直って剣を構えた。

　だが、それが彼女の一つ目のミスでもある。アルマは今の一連の流れの中で彼女が背負っているリスクの正体を看破した。

　斬られた腹部を押さえながら仁に王おう立だちし、冷や汗あせをかきながらも不敵に笑う。

「………追わないのですか？　今の貴女なら、私を置き去りにしてマスターを斬ることも可能なはずでは？」

「意地悪な物言いですね、山羊座の女め神がみ。この神剣は周囲にある全ての神秘を断たち切る権能。それは使用者である私も例外ではない」

　そう───即すなわち、所有者であるフェイスレスもまた霊格が減退し身体能力が只ただの少女のものに成り下がっているのだ。ならば五分と五分ではないかと普ふ通つうならば思うだろう。しかし女王騎き士しである彼女には霊格を失って尚、卓たく越えつした剣技がある。

　この状じよう況きようで彼女を倒たおすには、彼女以上の技量を持つ者が圧あつ倒とうしてみせるしかない。

（マスターにはまず不可能。やはり私がやるしかないか………！）

　武芸百ひやつ般ぱんとまでは言わないが、アルマテイアもかなり高度な武術を修めている。並の武芸者が相手なら軽くあしらえるだろう。

　だがこの少女は違う。並どころの話ではない一いつ騎き当とう千せんの達人だ。著名な騎士が数多く在ざい籍せきしているケルト神群にあって彼女は自身を第九席だと位置づけた。それがどれ程ほどの偉業なのか理解していないはずもない。間違いなく神域に踏ふみ込んだ剣技といえるだろう。

（彼女が在籍するべき日本神群ならば、間違いなく五指に入る練武………！　今の私に捌さばききれるか………!?）

　斬られた腹部を押さえながら身構える。

　フェイスレスも〝天叢雲剣〟を正眼に構えた。背筋から体幹まで剣でも通っているのではないかと錯さつ覚かくさせる程の安定感に、思わず眩暈めまいがする。此れだけの剣技を習得するのに一体どれだけの時間を費ついやしたのだ、この少女は。

（師はダグザかスカアハか。ルーはその姿を槍やりに変えたはず………くぅ、いずれにしても口くち惜おしい！　弟で子し比べをするなら、せめて一年は待って欲しかった！）

　同一量の素養と対極の才能を持った双ふた子ごの現あら人ひと神がみを競きそわせる。それはよいとしても、飛鳥はまだ磨みがき始めて間もない原石だ。此れから自分の手で自分好みに磨く為ために、不本意な主従契けい約やくをしたというのに！

「っ、いくら尋じん常じようの決けつ闘とうとはいえ、ハンディキャップが大きすぎる！　修しゆ行ぎよう期間が短い上に〝全権領域箱庭二桁〟の神剣なんて持ち出されたら、マスターに勝ち目が無さすぎるでしょう………[image: !!!]　再戦の余地は無いのですか!?」

　勝ち目が無いと悟ったアルマは、時間稼ぎと停戦を同時に行う。全ての恩恵を使えなくすることが出来るというのなら〝全権領域〟に片足を踏み込んでいるようなものだ。

　だがそんな言葉で止まるぐらいなら、初めからこんなゲームは始めていない。

　一足一刀の間合いに踏み込んだフェイスレスは、袈け裟さ懸がけ気味に刀身を傾かたむけて最小限の動きで斬ざん撃げきを繰くり出す。

　僅わずか数センチの微び動どうしかない斬撃だが徒手空拳の相手には最も効果的だ。躱し難がたく弾はじき難い典型のような一振りに、アルマは後退することで対応する。

　脇わき腹ばらを斬られているアルマは体幹のバランスが取れない。横に避けて重心が崩れては二ノ太刀で真っ二つだ。

　しかしフェイスレスの剣けん先さきはそれを読んでいたかのように静止する。鼻先三寸の所で止まった切っ先は引き手と共に胸むな元もとまで下がり、左胸を狙ねらって刺し突とつされた。

（っ、刺突が来た！　賭かけるなら此こ処こしかない！）

　剣技に於おいて刺突は諸もろ刃はの剣つるぎだ。突きはその性質上、体が無防備に開きやすい。

　しかも彼女が握っているのは細剣レイピアや日本刀の様に薄うす手での刀とう剣けんではなく、西洋剣の様に無骨な銅剣である。目視で捉とらえるのは容易たやすかった。

　右の脇腹を斬きられていたアルマは僅かに反応が遅おくれたが、躱せない一いち撃げきではない。突き出して伸のびた腕うでを摑つかみ組み伏ふせればアルマの勝ちだ。

　だがフェイスレスの練武はその焦あせりを見み逃のがさない。

　傷を負っているアルマが短期決戦を目もく論ろむのは自明の理だ。此方こちらから敢あえて隙すきを見せれば必ず釣つれると理解した上で、彼女は銅剣による刺突という下策を取ったのだ。

　伸びた腕に摑み掛かかろうとしたアルマに対し、フェイスレスは鋼はがねの具足で脇腹の傷を蹴けり上げるという策で応じた。

「ガッ………[image: !!!]」

　一いつ瞬しゆん、激痛で思考を奪うばわれる。霊格を保持できていれば何とかなったかもしれないが、生身の人間である以上、この空白はどうにもならない。

　左胸を狙ったのは、右に避けさせる為。右に重心が偏かたよった状態で脇腹を蹴り上げれば、痛みとともに虚きよをついて意識を刈かり取れるという判断。堅けん実じつというよりはさながら詰つめ将しよう棋ぎのようなゲームメイクによって、アルマは崩れ落ちた。

「チェック、ですね。これ以上邪じや魔まをしないなら放置してもいいのですが………」

「っ冗じよう談だんではない………[image: !!!]」

「でしょうね。ならばこうしておきましょう」

　ヒュゥ、と風を切る。アルマは両足の腱けんを斬られて激痛に身を捩よじらせたが、命を奪われなかったことが少し意外だった。

「何故なぜ………!?」

「貴女あなたは見届け人です。何方どちらが勝つにせよ、結末を知る人間がいないというのは寂さびしいものです。特に私が勝った場合、勝者も敗者も箱庭を去ることになるのですから」

　それだけ告げると、彼女は〝天叢雲剣〟をギフトカードに収める。

「〝天叢雲剣〟に斬りつけられた者は、剣の威い光こうが無くても数日間霊れい格かくを封ふう印いんされる。しばらくは立てないでしょうが、時間さえ経たてば癒いえるでしょう。今は動かぬことです」

　此れで一対一だ。もう〝天叢雲剣〟は必要ない。此処からは己おのれが培つちかった武技と恩恵を比べ合うだけの戦いだ。

　フェイスレスは連接剣に持ち替かえて飛鳥を捜さがしに行く。

　アルマは敗者として地に伏しながら、その背中を悔しげに見送るしかなかった。
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　春日部かすかべ耀よう、ルイオス、グリーの三人が共きよう闘とうしていたのは僅かな時間だった。十六夜を含ふくめた四人ともがそれぞれ強大な力を行使し、自分勝手に暴れているのだから当然といえば当然なのだろう。自然と連係は崩くずれ、四人はそれぞれが別々の敵に対応して回っている。

　だがその中で一人、ルイオスの姿だけが何処にも見えない。

（クソッタレが！　あの隠いん者じやの恩恵は本当に厄やつ介かいだなッ！）

　十六夜は〝金剛鉄アダマンテイウム〟の大だい蛇じやを引き千切りながら彼の居場所を探さぐる。ハデスの恩恵を受けた隠者の兜かぶとは十六夜と最悪の相あい性しようである。時折命令を出す為に声を発するが、それ以外は全くと言っていいほど気配が感じられない。

　結果として十六夜は不意打ちを受けないために随ずい時じ走り回ることを強要されている。一時間やそこら走り回った程度で体力が尽つきることはないが、此れではルイオスの持ち点は維い持じされてしまう。しかも何を考えているのか、ルイオスは他ほかの二人には殆ほとんど目もくれず十六夜だけを狙っているのだ。

（さてどうする………！　そろそろ決断するところだぞ………！）

　ルイオスを無視して他の二人を狙うか。それとも相性が最悪の相手から倒すべきか。だがそんなこと、逆廻十六夜ならば考えるまでもなかった。獰どう猛もうな笑えみを浮うかべた彼は洞どう穴けつの角に張り付き、見ることの出来ないルイオスへと叫さけぶ。

「ルイルイ、最後の勝負だ！　姿を見せてかかってこいッ！」

　安い挑ちよう発はつだが、失敗するのはわかっている。

　十六夜の狙いは三手先の攻こう防ぼうにこそある。すると狙い通りとばかりに、彼の周囲の岩がん盤ばんが悪あく魔ま化して脈を打ち始めたのだ。

（きやがったな………！）

　十六夜は不意を突つかれたように両手両足を拘こう束そくされる。洞穴の角に背を預ければ、ルイオスは間ま違ちがいなくその部分を悪魔化させると読んでいたのだ。

　そして最後の一撃は、ルイオス自身が決めに来るということも。

「そのまま押さえつけておけ、アルゴールッ！　最後は僕が決めるッ！」

　声の距きよ離りからして約十メートル付近。意外に近くまで来ていたことに気が付いた十六夜は、すぐに右足の拘束を引き千切り、その場で地面を蹴り崩した。

「しゃら、くさいッ！」

　轟ごう音おんと共に巻き上がる弾だん丸がんの嵐あらし。蹴り上げられた岩石は真正面全域に散さん弾だんとなって飛び散り洞穴全域を揺ゆり動かす。

　鍾しよう乳にゆう洞どうはその衝しよう撃げきで天てん井じようにヒビが入り、鍾しよう乳にゆう石せきが槍の様に降り注ぐ。

　しかし十六夜の本当の狙いは別にあった。

（よし、土つち煙けむりが上がった！　此これで何処から来ても動きが分かる！）

　白はく亜あの宮きゆう殿でんで春日部耀は海かい棲せいほ乳類の音波によって隠者の兜を看破した。

　此れはその応用だ。他人の使った攻こう略りやく法を真似まねている様で出来れば使いたくなかったが、贅ぜい沢たくは言っていられない。この恩恵ギフトは〝ペルセウス〟の持つ恩恵で最も脅きよう威い的だ。

　一撃で仕留めねば二度とチャンスは来ない。

　ミシリ、と拳こぶしに力を入れる。

　まだ片足以外は悪魔化した岩盤に拘束されているがこんなものは何時いつでも解き放てる。ギリギリまで拘束された状態で居た方が釣れると判断したのだ。

　土煙の流動を僅かでも見逃さないように瞳ひとみを凝こらす。

　右方向に土煙が揺れた途と端たん、十六夜は瞳を見開いた。

「───そこかッ！」

　右みぎ腕うでを拘束していた岩盤を砕くだいて拳を突き出す。十六夜の拳は土煙を裂さいて現れた隠者の兜を正確に捉えて打ち砕いた。

　だがその直後、十六夜の瞳に驚きよう嘆たんの色が広がる。

（っ───[image: !!?]　ルイオスが居ない!?　隠者の兜と飛ひ翔しようの具足だけだと!?）

　その瞬しゆん間かん、嵌はめられたのは自分の方だと気が付く。ルイオスは隠者の兜と飛翔の具足を囮おとりにして、十六夜から渾こん身しんの一撃を引き出したのだ。

　時間にして刹せつ那なにも満たない隙を、ルイオスは見逃さなかった。

「騙し合いは僕の勝ちだ────逆廻十六夜ッ[image: !!!]」

　上空から十六夜の背中めがけて落下するルイオス。対して十六夜は拳を突き出したまま姿勢が崩れ、ルイオスが何処どこにいるかまだ把は握あくできていない。

　此れで互たがいの明暗は完全に分かれた。獅子座の恩恵も星霊殺しの鎌が相手では分が悪い。しかもルイオスは上を取り、十六夜は下に居る。

　体勢的にも此処から迎むかえ撃うつのは不可能だ。だが騙し合いで劣れつ勢せいを取らされた十六夜の沸ふつ点てんは、そんな条理に降くだるほど柔やわではない。

「上等だッ[image: !!!]　だったら上下左右、全方位纏めてふきとばしゃいいんだろうがッ──[image: !!!]」

　振ふり被かぶった拳を、そのまま大地に突き立てる。

　瞬間、大だい地じ震しんを錯さつ覚かくさせる程の衝撃が鉱山街全域にまで届いた。十六夜が本気で拳を叩たたきつけた岩盤は突き立てられると同時に粉ふん滅めつし地ち殻かくに突き刺ささるほどの勢いで周囲を瓦が解かいさせていく。山は傾き洞穴は各所で崩ほう落らくが始まり、観客席にも岩石が幾いくつも落ちてくる事態に陥おちいった。

「た、大変です！」

　黒ウサギは〝疑似神格ヴアジユラ・金剛杵・レプリカ〟を取り出して落石を纏めて打ち砕く。だが彼女だけでは手が足りない。

　突とつ然ぜんの落石に悲鳴が上がる中、観客席から助勢の声が上がった。

「これはいかん！　行くぞマンドラ！」

「姉上は右を！　私は左に回ります！」

「サ、サラ様!?　マンドラ様まで！」

　ウサ耳を跳はねさせて驚おどろく黒ウサギ。サラとマンドラは共に落石を砕いて舞ぶ台たいに上がる。

　しかし鷲龍の角を取り戻もどしたとは聞いていたが、彼女はコッペリアとともに静養中ではなかったのか。

「すまない、少し此方に足を運ぶ理由が出来てな。御お忍しのびで来ていたのだ。実はサンドラのことで───」

「………姉上。その件については後でいいでしょう。今は観客を守るのが先決です」

「ＹＥＳ！　御お二人が居れば百人力です！　問題は街の方ですが………」

「それなら心配ない。〝ノーネーム〟の面々も昨日には来ていたはずだ。彼らが居れば問題ないだろう」

　サラの言葉に、グッと両手を握にぎって感謝を告げる黒ウサギ。

　その頃ころ、鉱山の貯水池では白しら雪ゆき姫ひめ、レティシア、クロアがサポートをしていた。

　貯水池の水が街に流れてしまわないように堰せき止めていた白雪姫は、苛いら立だちながら苦言を漏もらす。

「ええい、主あるじ殿どのは加減を知らんのか！」

「全くだ。今回は白雪殿が居たから何とかなったが、流石さすがに反省して欲しい。一歩間ま違ちがえたら大災害だ」

「キハハハ！　ま、半分は俺様の空間跳ちよう躍やくのおかげだけどな！」

　クロアは影かげ絵えの姿のまま愉たのしそうに笑い上げる。

　しかし彼らは苦言を口にしつつも、同時に十六夜のことを理解していた。彼が本気の拳を振るわねばならないほどゲームに取り組めていることを素す直なおに安心してもいた。

「………楽しんでくれているといいのだがな。やはり主たちには、楽しく箱庭を過ごして欲しいと切に思うよ」

「ふん、飛鳥や耀はともかくとして主殿は十分に好き勝手やっておると思うがの」

　白雪姫の苦言にレティシアは苦笑いで返す。だが二人ともわかっていた。

　この戦いが───三人の問題児の進むべき未来を、決定付けることを。




　　　　＊




　十六夜とルイオスの戦いに決着が付いたのは、全すべての騒さわぎが鎮ちん静せい化する少し前のこと。

　右みぎ肩かたを激しく斬きられた十六夜と、岩盤に叩きつけられたルイオス。

　しかし立っているのは十六夜だった。ルイオスの一いち撃げきは十六夜が大地に拳を叩きつけた衝撃で斬ざん撃げきが鈍にぶり、致ち命めい傷しようを与あたえるに至らなかったのだ。

　そして二度目の一撃を叩き込むことも無く、彼は倒たおれ伏ふした。

　ルイオスは脱だつ力りよくしたまま倒れながらも、悔くやしそうに歯は嚙がみをする。

「くそ………くそ、くそ、また負けた………[image: !!!]　此れだけの好条件で、捨て身まで何もかも全て上手うまくいっても、………まだ、勝てないのか………[image: !!!]」

　ドンッ、と地面を叩く。ルイオスなりに決意を持って臨のぞんだ一戦だったのだろう。そうでなければ一番の難敵に挑いどみかかるようなことはしなかったはずだ。

　十六夜は肩かたで息をしながらその様子を見ていた。

　彼が言う通り、全ての面においてルイオスに天てん秤びんが傾かたむいていた。

　十六夜が倒れていなかったのは、基本能力がルイオスを上回っていたからに過ぎない。それ程ほどに際きわどい勝負だった。

　───しかし、本当にそれだけだっただろうか？

「……………」

　壁かべに凭もたれ掛かかり、何か言おうとして止やめた。

　此こ処こまで格下に嚙かみ付かれた経験が十六夜にはない。

　それは格下が相手でも全力を尽くすのが十六夜の流りゆう儀ぎだったからだ。どんな相手にも万ばん策さくを用意してゲームに臨み、その上で捻ひねり潰つぶしてきたのではなかったのか。

　ならば今回はどうだ？　逆廻十六夜はルイオスやグリー、春日部耀に対策を用意していただろうか？　既すでに種の割れた相手だと慢まん心しんしていたのではないのか。

（………クソが。無様なのは俺の方だろうが）

　万策を尽くしていない勝者が、善処を尽くした敗者に何を語れという。

　お互いに惨みじめになるだけだ。

　そのまま去ろうとした十六夜だったが、意外にも声をかけたのはルイオスの方だった。

「覚えとけ………次は………次は、必ず僕が勝つ。〝ペルセウス〟の名めい誉よは、いつか必ず返してもらうからな………[image: !!!]」

「─────。」

　滾たぎる様な闘とう志しを背中に受けて、首だけで振り返る。

　其そ処こにはもうボンボン坊ぼつちゃんなど居はしない。

　己おのれの目標を見定めた一人の戦士が、万ばん感かんの意思を込めて十六夜を睨にらみ付けていた。

「………ハッ。いいぜ、何時でも来い。好きなだけ相手してやるよ、星座の騎き士し」

　言葉は自然と零こぼれていた。口元には愉しさを堪こらえられない笑みがあった。

　随ずい分ぶんと久しぶりに本心から笑った気がした。あと少しで、何か大事なものが取り返せそうな気がする。そんな確信にも似た予感が胸に在った。

　地じ盤ばんがボロボロになるまで砕けた鍾乳洞を進んだ十六夜は、正面に立つ最後の敵を見て小さく笑う。

「………やっぱり最後に残ったのはお前か、春日部」

「最後をグリーに譲ゆずってもらっただけだよ。十六夜が随分と苦戦したから、もう五分しか制限時間が残ってない」

　そんなに経たっていたのか、と十六夜は呟つぶやく。体感からすればそんなに時間が過ぎ去ったようには感じられていなかったが、一いつ刻とき近くルイオスと戦っていたことになる。

「メインを随分と待たせちまったな。こりゃ再戦かな？」

「まさか。この制限時間は私に有利な時間だ。これを逃のがす手はない」

　春日部耀は何時になく熱の籠こもった声で応対する。

　十六夜もその意味を悟さとって苦笑いを浮うかべた。

　全く、次から次と飽あきさせてくれない。

　最高の同士様だ。嬉うれしくって泣けてきそうだ。

（そうだな………お嬢じよう様さまの言う通り、最近の俺はおかしくなってたのかもな）

〝精せい霊れい列れつ車しや〟の件にしても、温泉での女遊びにしても、目の前のことに何でもかんでも嚙み付いていた。

　最高に楽しめるはずの出来事なのに、楽しめないから苛立って嚙み付いた。

　今はまだ誰だれにも迷めい惑わくをかけていないからいいかもしれない。

　だがこの苛立ちを正さねば、何時かきっと、逆廻十六夜と〝ノーネーム〟の関係が崩くずれてしまうかもしれない。………それだけは、本当に嫌いやなのだ。

「春日部」

「………何？」

「俺はしばらく、〝ノーネーム〟から離はなれる。箱庭って世界を思いっきり値ね踏ぶみしてきてやるつもりだ。………今の俺には、それが必要な事なんだ」

　うん、といつも通りに小さな首しゆ肯こうで彼の意思を受け止め、小さく微笑ほほえんだ。

「いいよ。好きなだけ旅に行っておいでよ。飛鳥と十六夜がいない間は、私が〝ノーネーム〟を守るから」

「………悪い。本当はお前も親父おやじさんを捜したりしたかったんだろ？」

　十六夜の不器用な謝罪に、耀は今度こそ噴ふき出した。

「それこそ大だい丈じよう夫ぶだよ。心配しないで。父さんならきっと帰ってくるからさ。だって私たちの本当の家は、この〝ノーネーム〟に在るんだもの」

　晴れ晴れとした笑え顔がおに十六夜は杞き憂ゆうだったことを悟る。

　春日部耀も久く遠どう飛鳥も、本当に強くなった。十六夜に比ひ肩けん………いや、足元ぐらいには。だから後は、同じコミュニティの同士として手た向むけの拳こぶしを交えるのみ。

「───〝ノーネーム〟所属、逆廻十六夜だ。覚かく悟ごはいいか？」

「───〝ノーネーム〟所属、春日部耀です。………うん。私も本気で行くからッ！」

〝生命のゲノム・目録ツリー〟を掲かかげ、自身が選んだ最強種の一つを顕けん現げんさせる。

　金こん翅じの炎ほのおに包まれた耀は〝大鵬金翅鳥〟を初手に十六夜を迎え撃つ。

　共に笑みを作って相対する。もう言葉は必要ない。

　天地を揺ゆるがす力を持った両りよう雄ゆうは、最後の決戦の幕を開けた。
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　───フェイスレスは、朦もう朧ろうとする意識の中で久く遠どう飛鳥の行方ゆくえを捜さがしていた。

〝天叢雲剣〟のリスクはあれだけではない。使用時間が長ければ長いほど、ゴーストナイトである彼女が箱庭に居られる時間が磨すり減ってしまうからだ。

　先ほどの突とつ進しんで決められなかったのは本当に手痛い失敗だ。あの土ど壇たん場ばで主を庇かばったアルマの手しゆ腕わんは見事としか言いようがない。

　だがその鉄てつ壁ぺきの楯たてももう動けない。後は久遠飛鳥を倒すだけだ。

（………もう少しで、私の勝ちだ。この鍾しよう乳にゆう洞どうでは鉄人形は使えない。正しよう真しん正しよう銘めい、一対一の勝負になる）

　ならば負けはしない。勝機はフェイスレスにある。

　問題は、このまま逃にげ切られた場合だ。もう時間が無い彼女にはそれが一番堪こたえる。しかし久遠飛鳥の性格を考えると、それは絶対にないと言い切れた。

　彼女は戦いに背を向けるような人ではない。そんな、信しん頼らいにも似た感情を抱いだいていることに気が付いて思わず苦笑を漏らしてしまう。

　そして鍾乳洞の道を一つ曲がると、長い直線の道に出る。

　───久遠飛鳥は、突つき当たりのＴ字路で彼女を待ち構えていた。

「……………」

　互たがいに、言葉は無い。

〝天叢雲剣〟を手に握っていないことに驚おどろく様子もない。大方、使し役えきしている地精にでも探さぐらせたのだろう。ならばこの直線は罠わなとみるべきだ。

　至る所に何かしらの恩恵ギフトを潜ひそませているのかもしれない。

　否いな、間ま違ちがいなく設置してある。そうでなければ最後の勝負に直線を選びはしないだろう。だが迂う回かいするという選せん択たく肢しは頭になかった。もう時間が無いということもあるが、何よりも、久遠飛鳥が逃げなかったのに、久遠彩あや鳥とが逃げるわけにはいかない。

　ギフトカードから愛あい剣けんである連接剣を取り出し、呼吸を整える。本来なら剛ごう弓きゆうで遠くから狙ねらうか、双槍で捌さばく方が賢けん明めいなのだろう。しかしフェイスレスは何時いつもここぞという死し闘とうでは、この愛剣に勝負を任せてきた。その練武を信じることにしたのだ。

　態勢が整いいざ飛び込もうとした時、飛鳥から声が上がる。

「〝ノーネーム〟所属、久遠飛鳥。………貴女あなたは？」

「………。〝女王騎士〟所属、久遠彩鳥。尋じん常じように参ります」

　共にこれが最後。

　姉妹の語らいも殺し合いも全てが終わる。

　最後の名乗りを終え、フェイスレスは弾だん丸がんのように最後の直線を走り出した。

「メルン、メルル、メリル！　足場を崩しなさい！」

　らじゃー[image: !!!]　と三姉妹は何時になく真しん剣けんな声で応じる。彼女たち地精の力で忽たちまち足場に亀き裂れつが生まれ、土はぬかるみ、突進の速度が激減する。

　だが一度経験したことだ。その程度ではフェイスレスは怯ひるまない。

　風切り笛を取り出した飛鳥は指揮棒タクトの様に笛を振ふって一いつ斉せいに罠を起動させる。

　岩いわ陰かげに隠かくされた炎の宝ほう珠じゆは熱線となって次々とフェイスレスを狙い撃うつ。飛鳥の力で極限にまで膨ふくれ上がった熱線を受け止めることは不可能だ。もし彼女が取り出したのが双槍ならば此処で詰つんでいただろう。

　連接剣を鞭むちの様に伸のばした彼女は剣けん先さきを天てん井じようの鍾しよう乳にゆう石せきに絡からませてぬかるみから脱だつ出しゆつし、熱線を避よける。だが畳たたみかけるように今度は極ごつ寒かんの冷気が彼女を襲おそった。

　空間そのものの気温が著いちじるしく下がったことで運動機能が低下する。それを見み越こしていたかのように鍾乳洞の隙すき間まから烈れつ風ぷうが奔はしる。

　極寒の風と刃やいばの複合攻こう撃げき。連接剣で受けたところで速度を増した冷気によって片かた腕うでが腐くさり落ちるのは間違いない。フェイスレスは自分の認にん識しきが甘かったことを素す直なおに認め、前方に跳とびながら複合攻撃を避ける。

　───しかし、中々に容よう赦しやがない。

　此処までの罠はどれもが致ち命めい傷しようを与あたえるのに十分な破は壊かい力を秘ひめている。

　しかしその直線も残す所、約七メートル。彼女の足なら一足飛びで事足りる。まだどんな罠が仕し掛かけてあるのか定さだかではないが、勝負に出るには十分な位置だ。

（よし───跳ぶかッ！）

　腱けんに力を込め、フェイスレスは全力の跳ちよう躍やくで肉にく薄はくする。

　鍾乳洞は怪かい物ぶつの胃い袋ぶくろの様に蠢うごめき一斉に彼女に牙きばをむく。洞ほら穴あな内に潜んでいた小型の幻げん獣じゆうが天井から襲い掛かかるもそんな程度で止まるようなら女王騎士になどなれはしない。

　襲ってくる鍾乳石を切り捨て完全に間合いに入ったフェイスレスだが、其処で最後の罠が同時に襲った。

（っ、耳が………[image: !!?]）

　大気の壁が久遠飛鳥の周囲を包む。それと同時に現れる急激な気圧の変化。大気を操あやつる恩恵で彼女の三半規管を狂くるわせたのだ。近接戦せん闘とうと剛弓の対策が此これだろう。

　流石さすがの女王騎士もこれは応えた。常人なら意識を失っているところだが、を平へい衡こう感かん覚かくが狂う程度で済んでいるのは彼女の鍛たん錬れんのおかげだろう。

　だが平衡感覚が狂っているその時───Ｔ字路に隠されていた最後の罠を見て、フェイスレスの頭を絶望が過よぎる。

　其処には小型化した紅あかい鋼の鉄人形───ディーンが拳を構えていたのだ。

（しまった………[image: !!!]　神しん珍ちん鉄てつは巨きよ大だい化するだけの恩恵じゃなかった………！）

　そう───かつて斉せい天てん大たい聖せいは旅をしていた時、如によ意い棒ぼうを己の耳の穴に隠して持ち歩いていたという。つまり神珍鉄は巨大化だけではなく、小型化も可能な恩恵なのだ。

　もしも最大重量を変えないまま小型化することが出来るのなら、拳の威い力りよくは巨大時を上回る可能性がある。圧縮された数百トンの拳が変わらぬ速度で突き刺さされば、五ご臓ぞう六ろつ腑ぷをまき散らして死ぬことになるだろう。

　───此こ処こまで来て敗れるのか。

　そんな挫ざ折せつが脳のう裏りを過った途と端たん、フェイスレスは最後の誇ほこりを捨て去った。

「彼女の神秘を断たち切れ、〝天叢雲剣〟！」

　ギフトカードから再度引き抜ぬかれる神剣。ディーンは自重に耐たえられなくなって崩れ、大気の壁かべは切り裂さかれた。あとは三半規管が回復すれば、私の───[image: !!!]

　───ドスッ。

　己おのれの脇わき腹ばらを、肉を突き破る音がした。

「………え？」

　何が起きたか一いつ瞬しゆん───フェイスレスはわからないまま、胸むな元もとに居る久遠飛鳥を見る。

　それは〝天叢雲剣〟を抜くと同時の出来事だった。平衡感覚を失って片かた膝ひざをついていたフェイスレスは剣を抜くと同時に立ち上がった。

　つまり三半規管と平衡感覚が狂ったまま、只ただの少女に戻もどってしまった。

　如何いかに練武を極きわめようと、そんな状態ではまともに動けるはずもない。ましてや───ましてや久遠飛鳥に刺殺されるなど、頭の隅すみにも置いていなかった彼女にとって。

　此れは本当に不意の一いち撃げきだった。

「………ぁ、」

「………っ、」

　両者は共に終わりを悟る。その一瞬が何十年も続いた気がした。

　飛鳥は突き刺した風切り笛を震ふるえる手で持ち続けている。彼女が殺したのは只の敵ではない。彼女は今、肉親を斬きった。───そう、肉親を斬ったのだ。

　もしかしたら、同じ孤こ独どくを抱いて、同じように孤独を癒いやせたかもしれない、世界でたった一人の肉親をその手で斬ったのだ。

　だがそんな飛鳥の震えを抑おさえるように、フェイスレスは彼女の肩かたを抱く。

「………。私の負け、ですね」

「………。ええ。私の勝ちよ」

　先ほどまでの憎ぞう悪おとは違ちがい、険の取れた穏おだやかな瞳ひとみ。そこには本来あるべき彼女の静せい謐ひつな魂たましいをそのまま形にした静けさがあった。

「残念です。これで私の夢は破れてしまった。貴女よりずっと早く箱庭に召しよう喚かんされて研けん鑽さんを積み重ねてきたというのに。それら全すべてが無む駄だになってしまった」

「───夢？」

　顔を上げて反射的に問い返し、ハッと口を押さえる。だが問い返さずにはいられなかった。彼女の積み重ねてきた技術は並なみ大たい抵ていの情熱で得られるものではない。

　地じ獄ごくの巷ちまたを垣かい間ま見みる覚悟があって初めて得られるはずの剣けん技ぎだ。

　それほどの情熱を掛かけて追い求めた夢とは、いったい何だったのか。

　フェイスレスは苦く笑しよう混じりに首を横に振った。

「そんな大層な夢ではありません。私はただ、私の家族を得たいと思っていただけです。優やさしい父がいて、優しい母がいて、そして………ああ、そうか。だから私は負けたんだ」

「っ、………！」

　久遠飛鳥は、久遠彩鳥が飲み込んだ言葉を理解し、風切り笛を地に落とす。

　紗シヤ蘭ラン、という雅みやびな笛の音色は、決してあり得ない過去へ導いた。




　───笛の音の向こうに、かつて捨ててきた世界の夢を見た。

　幼い頃ころから彼女が抱いていた、籠かごの外の世界。

　壁を越こえ、海を越え、国境を越え。

　亡なくなった両親と姉妹と一いつ緒しよに、何に縛しばられることも無く笑え顔がおで走り回る私。

　叶かなう事のなかったハロウィンの夢を、失った家族と共に見る。




　全ては捨てたはずの世界の残ざん響きように過ぎない。

　なのに飛鳥は、瞳に込み上げる雫しずくを抑えきれなかった。今にも消えそうなフェイスレスの手を取り、女性とは思えない鍛きたえられた手の平を見る。
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「馬ば鹿かね………！　こんなゴツゴツした手で財ざい閥ばつの令れい嬢じようが務まるはずないでしょう………！　せっかく時間を貰もらったのなら、裁さい縫ほうや編み物を習えばよかったのよ………！」

「此れは心外ですね。女王騎き士しは非番であればメイド業や執しつ事じ業にも従事するのです。そのどちらも貴女以上にこなす自信がありますよ？」

「上等だわ！　監かん獄ごくの女子高校だってそれぐらいは習うんだから！」

　───だから、何方どちらが上手うまいか比べ合おう。

　二人はその言葉を同時に嚙かみ殺す。

　そんな取り留めのない会話をする時間がないことは一目見て明らかだった。

「………残念だ。貴女が、もっと嫌いやな女ならよかったのに」

「っ、こっちの台詞せりふよ大おお馬ば鹿か妹………[image: !!!]」

　妹とは心外だ、という言葉は、綴つづられることも無く消えていった。飛鳥は零こぼれそうになった涙なみだを拭ぬぐい、結局のところ何一つとして報むくわれることのなかった姉妹を見送る。

　伝えたかった言葉も、重ねたかった未来も、此処に在った全ての存在は彼岸の彼方かなたに消えていった。

　唯ただ一つ───彼女の魂を模したような、白銀色のギフトカードだけを残して。




　そして久遠飛鳥がそのギフトカードを拾い上げると同時に───閉幕を知らせる銅ど鑼らが、舞ぶ台たい一帯に鳴り響ひびいた。
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　───ゲームのオチを話すのであれば。

　優勝者は、二人分のギフトカードを回収した久く遠どう飛鳥あすかに決定した。

　逆さか廻まき十六夜いざよいと春日部かすかべ耀ようの戦いはゲーム終しゆう了りようを無視して七日七晩絶えず繰くり広げられたが、最終的には耀の霊れい格かくのストックが切れて十六夜の暫ざん定てい勝利。

　彼女はこうして頭首デビュー戦であるギフトゲームに負け、私し闘とうに負け、マイクパフォーマンスに失敗するという三つの伝説を荒あら々あらしく打ち立てて連盟の盟主となった。戦いが終わった後、滂ぼう沱だの涙を流しつつ、

「つ、次は私が勝つんだから………！　じぇ、絶対じえつたいに次は私が勝つんだから………[image: !!!]」

　と、マジ泣きしていたのを今でもよく覚えている。

　久遠飛鳥は優勝したにも拘かかわらず、何処どこか上の空の日々が数日続いた。

　しかしある日突とつ然ぜん身み支じ度たくをしたと思えば、

「女王クイーンに会いに行くわ。同士を探すにしても強くなるにしても、彼女とは一度会わなきゃいけないと思うの。それが終わったら安あん徳とく天皇の近辺を調べてみるつもりよ」

　それだけ言い残し、颯さつ爽そうと旅立っていった。

　立つ鳥跡あとを濁にごさずとは正に彼女のことだろう。何時いつか帰ってくるにしてもまずは独立したコミュニティを創つくるらしいから飛鳥のやるべきことは山積みだ。羨うらやましい限りである。







　───そして、逆廻十六夜だが。

　特に誰だれかに別れを告げるわけでもなく。

　鞄かばん一つ分の荷物を持って、名前も知らない川の岸で釣つりなどを嗜たしなんでいた。

　帰る場所が決まっているのだから、仰ぎよう々ぎようしい別れなど必要ない。ふらりと旅に出て、ふらりとまた戻る。そういう生活を少し続けたくなったのだ。

　何せ箱庭は広い。途と方ほうもなく広い。

　遮しや二に無む二に上を目指すよりは、先まずは横回りにグルリと見てみたくなった。その中で得え難がたい出会いがあれば、それが軌き跡せきとなり、功績となり、何時か上に行くための導しるべになる。かもしれない。まあなんだ。寄り道道草遠回り、大いに結構じゃないか。

「………で。この川は釣れるのですか、十六夜さん」

　───ピタリ、と竿さおの揺ゆれが止まる。

　十六夜が少しだけ意外そうに振ふり返ると、よく知った顔が二つもあった。

「黒くろウサギ………と、グリー？　なんだなんだ、意外な捜そう索さく班だな」

『何を言う。妥だ当とうなところだろう？　黒ウサギ殿どのの耳と私の翼つばさがあれば、どのような土地であっても探たん索さくし放題だ』

「ＹＥＳ！　〝ノーネーム〟探索班の結成なのですよ！」

　ウサッ！　とウサ耳を伸のばす黒ウサギ。

　十六夜は益ます々ます苦笑いを強くした。どうやら只探しに来た、という訳ではないらしい。見れば二人は旅をするのに十分な荷造りをしてきている。黒ウサギの服装も普ふ段だんのバニースーツから一転、動きやすいカジュアルなものに変わっていた。

「二人とも重装備だな。これじゃ確かに長旅できちまいそうだ。………けど、いいのか？　魔ま王おうと戦う時に黒ウサギが居なかったら不利なことも多いだろう？」

「それは此方こちらの台詞でございます。十六夜さんはこの旅で一度も魔王と戦わない自信がございますか？」

「………。あ、ないわ」

『だろう？　ならばせめて我らは連れて行け。何、足は引っ張らんさ。この翼は既すでにお前の物。好きに使うがいい』

「ＹＥＳ！　黒ウサギも沢たく山さん沢山、恩返ししたいのです！」

　ウサ耳をパタつかせて張り切る黒ウサギ。此こ処こでもし「十六夜さんと一緒にいたいのです！」とでも言えたのならヒロインになれたかもしれないのに、残念なウサギである。

　十六夜も二人をそれ以上は止めなかった。

　旅は道づれ世は情けという。ならば箱庭の何処までも付き合ってもらおう。

「差し当たって夕食を確保するところから始めたいんだが………この川は駄だ目めだな。近くの街まで行こう。ひとっ飛び頼たのむぜ、相棒グリー」

『ああ。此方こそよろしく、わが騎き手しゆよ』

「く、黒ウサギも忘れちゃいやですよ！」

　ヤハハと笑って手た綱づなを握にぎる。黒ウサギが十六夜の後ろに座るのを確かく認にんすると、鷲獅子グリフオンは獣じゆう王おうに相応ふさわしい嘶いななきを上げて天を翔かけた。

　空を踏ふみしめて走る彼は、追い風が来るのを確認して呼びかける。

『強い追い風が吹ふくぞ！　一気に飛ばすから摑つかまれ！』

「おうよ、好きなだけ飛ばせ！　今なら世界の果てでも付き合うぞ！」

「ＹＥＳ！　対岸の果ては未いまだ未知の神域と聞き及およんでいます！　きっと素す敵てきな土地もございますよ！」

　そりゃあいいと、三人は共に笑いながら天を翔ていく。

　沈しずむ夕日を大空から眺ながめる。

　天と地が左さ右ゆう対たい称しようになって染まるその絵は正に幻げん想そうの世界のものだ。彼らは同じような景色を、あるいはこれ以上の景色を追い求め、幾いく度ども見ることになるだろう。

　時の果て、世界の果て、異世界の果てまで彼らの手は届くに違いない。




　彼ら問題児たちの綴る神話は───まだ、始まったばかりなのだから。
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─────ゴールデンウィークのその日。




兄が失しつ踪そうしてから、三年の月日が経たった。









　梅雨つゆの前線というにはまだ早すぎる五月五日のこと。

　西さい郷ごう焰ほむらと彩あや里ざと鈴すず華かの二人は、大雨の駅構内でひっそりと座っていた。

　五月さつき晴ばれなどという言葉は今年に限っては季語から死語に変わったらしく、晴れ晴れとした快晴なんてものはまるで姿を見せる気配もない。

　只ただでさえ嫌いやな出来事が重なって気が滅め入いっていることの多い時期なのに高こう湿しつ度ど高密度の大雨続きとは益々以もつて救いがない。

　自転車で三十分かかる中央線は雨と雪に弱いらしく、天候が崩くずれるだけですぐにギブアップを口にする。こうなると遅おくれたダイヤの分だけ電車の中は人間の密度が増すことになり、湿度はより高くなる。現うつし世よの地じ獄ごくとは正にこのようなものを言うに違ちがいない。

　………これでせめて、明るい話題を持ち帰れたのならよかったのに。

　諸行無常だ。カナリアファミリーホームの扉とびらを開きたくない。

　年ねん齢れいの割には精神的に打たれ強いつもりだったけど、今回ばかりは流石さすがに堪こたえた。

　西郷焰がため息を漏もらすと、隣となりに座っている鈴華が空元気を振り絞しぼって笑う。

「………にはは。やっぱりこういう話になるよね。まあ、お金の問題ばっかりは仕方ない仕方ない！　元気出せよ姉弟ブラザー！」

「分かってるよ、兄妹シスター」

　隣の少女───彩里鈴華は、何時の頃ころからかするようになったお決まりの掛かけ合いを今日も繰り返し、大雨の空を見上げる。彼女も相当ダメージを貰もらっているはずなのに、そんなそぶりは一いつ切さい見せない。精神的に強いのもあるだろうが、自分達がしっかりしないといけないという激げき励れいでもあるのだろう。

　───二人は今日、ファミリーホームの出資者パトロンであり幼い頃から良くしてもらっていた富ふ豪ごうの御お爺じじの葬そう式しきに出席していた。

　本当の家族の様に接してくれていた恩人の訃ふ報ほうに気落ちしているのもあるが本当の問題は出席した先で告げられた長男と思われる男性の一言に在った。

〝申し訳ないが、君たちが在ざい籍せきしている孤こ児じ院いんへの出資を取りやめさせてほしい〟という旨むねを突とつ然ぜんつきつけられた二人は、反論の余地を与あたえられることも無く門もん前ぜん払ばらいを受けたのだ。唯ゆい一いつ打ち切られることはない出資元だと思っていただけに、二人の受けた衝しよう撃げきは激しかった。これで最後の出資者もいなくなってしまった。チェックメイトである。

　カナリアファミリーホームは、事実上の解散を余よ儀ぎなくされたのだ。

「ここ半年間で十二カ所あった出資元が全ぜん滅めつ。うち三つは経営難だから仕方がないとしても、他ほかは明らかにおかしい打ち切られ方だった。誰かが仕組んでるとしか思えない。いったい誰がウチなんかを攻こう撃げきしてるんだ？」

「それがわかってももう手て遅おくれだよ。そもそも攻撃される理由ならそれこそ色々とあると思う。ほら………その、金糸雀カナリアの家の子って、みんな特殊でしょ？」

　少し声のトーンを落とす。確かにそれはあるかもしれない。

　特に最近は歳としを重ねたせいか、在籍生が特殊から異常に変わりつつある。しかし此これが何を意味するのかは焰にはわからない。

「だって御み門かどさんですら調べてもわからなかったんだもん。これで何とかしてくれる人がいるとしたらそれこそ───」

　そこでふと、鈴華は自分の口を押さえた。

「………ごめん。居なくなった人の名前を出しても仕方ないね」

「気にするなよ。俺だって連れん絡らくが取れたらとっくに取ってる」

　其そ処こで二人の間に沈ちん黙もくが流れる。鈴華は気まずさに負けて、雨の空を見上げた。

「………最近は大雨続きだねー。お日さまもお月さまもすっかりご無ぶ沙さ汰ただよ」

「梅雨にはまだ早いっていうのにな。異常気象にしても何が起きてるんだか」

「そうだねー。晴れる日は来るのかな？」

「さあ。………とりあえず、電車は来たぞ」

　カタンカタン、と三十分ほど遅れていた電車がホームにやってくる。扉が開くと、人間の密度と雨の湿度で熱された空気が一いつ斉せいにあふれ出た。

「───よし。まずは気合い入れて、目の前のことから何とかしよう！」




　　　　＊




　───カナリアファミリーホーム・正面玄関。

　電車の中で蒸むし殺されそうに成りながらも、二人はなんとかカナリアファミリーホームに辿たどり着いた。しかも帰りは樹海の大雨のような密度に襲おそわれたもんだから手に負えない。鈴華は帰るや否いなや上着を脱ぬぎ捨てて叫さけぶ。

「くあー超ちよう濡ぬれた！　超あり得ない！　お風ふ呂ろ！　お風呂！　超お風呂の用意は出来てる!?　あと姉弟、私先に入っていい!?」

「オッケー了解。女が体冷やすもんじゃねえよ兄妹」

　焰はバラバラの靴くつを整えながら気前よく答える。すると鈴華はピタリと足を止めた。

「………なんかさ。最近の焰は、イザ兄に似てきたかも」

「ああん？」

「何でもない。先に入りまーす！」

　ドタバタとお風呂場に駆け込む彩里鈴華。靴を整えていた焰は、見知らぬ誰だれかの靴があることに気が付く。

（………？　一つは御門のオッサンの革かわ靴ぐつだよな。もう一つは誰のだ？）

　小首を傾かしげながら、応接間に足を運ぶ。御門が来るのはさほど珍めずらしいことでもないが、彼が人を連れてくるというのは珍しい。

　興味本位で応接間に向かった西郷焰は、ソファに凭もたれ掛かる中年男性───御門釈とく天てるを見つけ、呆あきれたように声をかけた。

「おい、御門のオッサン。ホーム内は喫きつ煙えん禁止だって言ってるだろ」

「うん？　おお、悪い悪い。誰も居ないものと思ってつい甘えちまった」

　人ひと懐なつっこい笑えみを浮うかべながら煙草たばこの火を消す御門釈天。その隙すきを見て胸ポケットにある開けたばかりの煙草の箱を取り上げる。

「お、おいおい、まだ一本しか吸ってねえんだから、」

「うるせえ。帰るときには返すから今は俺が預かる。ルール違い反はんには罰ばつ則そくが必要だ」

「き、厳しいなあ。………しかし、思ったより早かったな。やっぱり出資を打ち切るって話だったのか？」

　いきなり笑みを消して核かく心しんに触ふれてくる。

　この男………御門釈天は十六夜と顧こ問もん弁護士が失踪した後、後継不在のファミリーホームに現れて雇われ管理人を名乗り始めたのだ。初めは不審に思ったものの用意された書類に怪しいところはなく、何よりカナリアファミリーホームの秘密を知っていた事もあり、一先まず彼に預けてみようということになったのだ。

　自じ称しよう世界中を旅するフリーエージェントということだが、彼が優ゆう秀しゆうな傭よう兵へいである事はこの数年で既に理解している。これで女と酒にだらしなく無かったら偉い人じんに成れただろう。

「大方の予想通りだったよ。こっちの話なんてまるで聞きやしない。あれじゃどんな武器も無意味だ。………御門さんが調べてくれた帳ちよう簿ぼを見せても、効果なしだった」

　最後の言葉に含ふくみを持たせる。御門は顔を顰しかめて顎あごに手を当てる。

「そうか………あの裏うら帳ちよう簿ぼで折れないとなると、よっぽどの大物が絡からんでるな。すまん、力になれなかった」

「いいよ別に。悔くやしいけど完敗だ。カナリアファミリーホームは……解散するしかない」

　一いつ瞬しゆん、遠い目をする。

　だがその肩かたを御門釈天が力強く摑つかんだ。

「いいや。まだわからんぞ。今日はその話を持ってきた。後はお前次し第だいだ」

「………え？」

「ほれ、久く藤どうのお嬢じよう様さまが施し設せつ案内から戻もどってきたぞ。襟えりを正せ！」

　御門釈天が焰の背中を叩たたいて服装を整えさせる。何のことかと混乱する焰だったが、そんなものは施設の階段から降りてきた人物の姿によってすぐに吹ふき飛んだ。

　彼女が階段を降りきると、自然と焰と視線が交差した。

「………その方が、西郷教授の………？」

「そうです、久藤彩あや鳥とお嬢様。ほら、挨あい拶さつしろよ焰」

　御門釈天に自己紹しよう介かいを促うながされる。しかし西郷焰はその女性を見るや否や、驚きよう愕がくして固まっている。

　紹介された少女───久藤彩鳥の金きん髪ぱつは、金塊インゴツトの輝かがやきというよりもむしろ太陽の様に燦さん々さんとした輝きや、黄金の穂ほ波なみを彷ほう彿ふつとさせるほどに麗うるわしかった。

　顔立ちは幼いながらも整っており、日系とのハーフであることを匂におわせる。

　身長を見るに自分と同年代だと思われるが、彼女の持つ独特の雰ふん囲い気きはより完成された高貴な女性を感じさせていた。

　そんな彼女に思考を奪うばわれていた焰だが、すぐに彼女が何者なのかを推測した。

「久藤………もしかして、エヴリシングカンパニーの？」

「はい。その会長の娘むすめです。………英名もありますが、日本ではやはり日本名を名乗るのが良いと思いました。貴方あなたのお名前をお伺うかがいしても？」

「………すいません、名乗り遅れました。西郷焰です。よろしくお願いします」

「お嬢様はお前の一つ下、つまり十二歳だ。しっかりしてるだろ？　しかも超美少女だ」

　ニヤニヤと笑みを浮かべる御門釈天をスルーし、西郷焰はどうして彼女がカナリアファミリーホームに足を運んだのかという理由を必死に考えていた。

　エヴリシングカンパニーといえば、第二次世界大戦後まもなくヨーロッパで立ち上げられた世界でも五指に入る大商社である。その立ち上げには向こうに渡わたった日系の女じよ傑けつが絡んでいるという話だが、どうやら根も葉もないうわさというわけではないらしい。

　西郷焰がそんなことを考えていると、久藤彩鳥はクスリと笑って小首を傾げる。

「立ち話もどうかと思うので、同席してもよろしいですか？」

「あ、勿もち論ろんです。気が利きかずにすいません。すぐにお茶でも、」

「いいえ、構いません。私は貴方とお話しする為ために来たのですから」

　十代の少女とは思えない静せい謐ひつな声こわ音ねに思わず緊きん張ちようする。これは相当に手て強ごわい相手だという認にん識しきを強く持ってから、焰は問い返す。

「ではお伺いします。本日はどういったお話でカナリアファミリーホームへ？」

「此方こちらの孤児院に対する出資と、貴方の御お父上の研究についてのご相談です」

　即そく答とうで返された西郷焰は期待以上の応答に胸を高鳴らせる。もしもエヴリシングカンパニーが孤児院に出資してくれるというのなら、これ以上の相手はない。

　高鳴る鼓こ動どうを抑え極きわめて冷静に応対する。

「父の研究……というのが、俺はどういうものなのかよくわかりません。亡なくなって随ずい分ぶん経たちますし、財産整理をしたのは俺ではありません。それはどのようなものなんですか？」

　演技半分、好こう奇き心しん半分で聞き返す。何せ知らないのは本当なのだ。交こう渉しようするにしても二つ返事するにしてもまずは知らねば話にならない。

　久藤彩鳥はしばらく逡しゆん巡じゆんし、御門釈天を見た後、小さな瓶びんを取り出した。

「これは？」

「最新型の永久駆く動どうナノマシンの完成サンプルです」

　一瞬、焰は飛び上がりそうになった。父の分野がエネルギー開発だったことは知っているが、まさかそんなものが飛び出るとは思ってもみなかった。

　ナノマシンだけでも超技術なのに、永久機関を搭とう載さいしているなどオーバーテクノロジーにもほどがある。

「ちょ、ちょっと待てよ！　あ、いや、待ってください。完成品があるなら、どうしてこれを量産しようと思わなかったんですか？」

「勿論、開発部は何度も試みました。しかし何度やってもできなかったのです。此れは我々の持つナノテクノロジーより四世代は先にいると、誰もが匙さじを投げました。貴方の御父上はどうやら本物の天才だったようですね」

　変わらぬ調子で賞賛を口にする。しかし本題は此こ処こかららしい。

「お話しした通り、どんなに素す晴ばらしい技術があり、本体があったとしても、設計データが無ければお手上げです。しかし西郷教授が亡くなると研究資料は何者かによって盗ぬすまれ、その痕こん跡せきは絶たれてしまった。もはや再現は不可能かと途と方ほうにくれていたところに………御門さんが、一筋の希望をもたらしてくれました。それが西郷焰。貴方の力です」

「っ!?」

　此処に来て、ようやく焰は話の核かくを理解した。

　そして御門釈天に一瞬だけ怒いかりを込めた視線をぶつける。

「………話したのか？　俺たちの秘密」

「すまん、他ほかに方法が無かった。少なくとも今知っているのはお嬢様だけだ」

「はい。付き人を連れずに来たのもそれが理由です。聞けばこのカナリアファミリーホームはそういう特異な力を持った少年少女が集つどう家だと。焰さんの〝再現する力〟は正に御父上の研究を受け継つぐために生まれてきた力。その力を貸していただけるのなら、我々は孤こ児じ院いんに如何いかなる出資も惜おしみません」

　深緑の瞳ひとみと静謐な声が、熱を持って焰に訴うつたえる。だが如何に焰でもそう簡単にナノマシンを再現できるとは思えない。解体するにしてもそれ専用の施設と数十年という膨大な時間が必要になるだろう。

　つまり要約すると───彼女は、焰の人生を買い取りたいといっているのだ。

　代価はこのカナリアファミリーホームの運営費。研究費用諸もろ々もろも全すべて出資する。

　それが人生の対価として相応ふさわしいかどうかを、今判断しろと言われているのだ。

（………ほんとに、御門のオッサンが持ってくる話はろくなのがねえ）

　悩なやむ素そ振ぶりをしてはみたが、ここの少年少女は受け入れ先の見つからなかった者たちばかりだ。つまりファミリーホームが無くなれば、その子たちの居場所も無くなる。

　なら初めから答えは一つしかない。

「一つだけ、お願いがある」

「何でしょうか？」

「この研究が完成したら、きっと世界は大きく姿を変えることになると思う。使い方によっては、星の在り方を変えてしまうほどに。………全然覚えていない親父おやじだけど、そういう使い方を望んではいないと思う。それを約束してくれるなら───」

　焰は立ち上がり、彼女に右みぎ腕うでを伸のばす。

「───俺の人生、アンタに売ってもいい。彩鳥お嬢様」

「勿論です。高く買い取らせていただきます」

　互たがいに小さな手で握あく手しゆを交かわす。

　その手を離はなした途と端たん、焰はドッと疲つかれが出た様にソファに沈しずんだ。

「………はは、よかった。くそ、安心したぞチクショウ！　悔しいけど言ってやる！　ありがとうよ御門のオッサン！　すげえ感謝してる！」

「ハッハッハ、せめて御門さんと呼べと言ってるだろテメェ。いいから他の連中も呼んで来い。お嬢様を紹介してやれ」

　あいよ、と掛かけ声をかけて立ち上がる焰。軽い足取りで走っていくその背中はまだまだ子供のものだ。

　その背中を辛つらそうに見送った二人は、小さくため息を吐ついた。途端、二人の間に流れる空気が変わる。共に戦士の顔と成った彩鳥と御門は口を揃そろえて言った。

「〝西さい業ごう〟の〝焰ほむら〟ですか。箱庭出身者なら誰だれもが戦せん慄りつする名前ですね、帝たい釈しやく天てん」

「全くだよ、女王騎士。それともフェイスレスとでも呼んだ方がいいか？」

「………その呼び名は、外界だとかなり恥はずかしいですね」

「いやいや、それ以上に恥ずかしいことがあるだろ。あれだけ派手に別れておきながら、まさか人格を保ったまま転生して新しい人生エンジョイしてるなんて思わんかったわ」

「そ、それは私だって戸と惑まどったんです！　見み舞まいに来てくれた師し匠しよう曰いわく、天文学的な確率の奇き跡せきだとか………ま、まあ、箱庭に戻る予定もないのでいいのですけれども」

　僅わずかに頰ほおを染めてさっと視線を逸そらす。

　如何どうやら立つ鳥跡あとを濁にごさず、とは行かなかったようだ。飛鳥あすかに見つからないことを願うだけである。

「しかし、全ての問題が解決したかと思っていたが………まだもう一ひと悶もん着ちやくありそうだな」

「………それは、彼が新たな最終試練になるという意味ですか？」

「まさか。それだけはさせねえよ。その為に───軍神オレが地上に降りたのだから」




　僅か一瞬だけ帝釈天の霊れい格かくが膨ぼう張ちようする。

　丁度その時、雲の間から日が差した。

　どんなに激しい雨が続いても、晴れる日は訪おとずれるのだ。

　ドタバタと慌あわただしい足音が幾いくつも聞こえてくる。二人は先ほどまでの空気を消し、今はカナリアファミリーホームの歓かん迎げいを受けることにした。







　あとがき







　この度たびはなんちゃって現代風異世界ハートフルファンタジー『問題児たちが異世界から来るそうですよ？』を手に取っていただきありがとうございます。

　そしてこの一冊を出すためにご協力いただいた全ての方に惜おしみない感謝を。

　このシリーズも気が付けば四年目に入りました。

　まさか三十路手前になっても続けているとはこれっぽっちも思ってなかった！

　やりたかったことの全てが出来たわけではありませんが、それでも無事に第一部完結まで来られたのも読者の皆みな様さまのおかげかと思っています。

「こうじゃねえ」とか「ああじゃねえ」とか一人で作品とシャドーボクシングを繰くり返かえす日々も振ふり返れば楽しいものだったなあ、と感かん慨がい深くもあり………いやでもやっぱり此こ処こだけの話し此処とかあそことかはもっと面白くできたとか時間の問題で省かれたシーンと設定を集めただけで別シリーズが三つも立ち上げられるってこれもう健全じゃねえなとかいやいやしかし与あたえられた時間の中で最高の物を作るというのが業界の流りゆう儀ぎだし無制限に時間とページ数与えられる新人がいるはずねえだろとか問題児自体が竜たつノの湖このストック作品の集合体がコンセプトなんだからこれが正しいんだとかその他もろもろ含ふくめて色んな葛かつ藤とうと喜びと共に駆かけ抜ぬけた四年間でした。物語を書くまで乾かわいた人生を送ってきましたが、人生の密度なんて幾いくらでも高められるのだと改めて思いました。デビュー作でアニメ化漫まん画が化までやっていただいててこれ以上詰つめ込むのは不可能だってぐらいやり通しました。はい、悔くいなく走りました。




　………なんてしんみりした感じで語ってますが。

　第二部も含めてシリーズそのものはまだまだ続くんだぜッ！

　完結が何年後になるのかは定かではありませんが、おかげさまでまだまだ続けられそうな気配が濃のう厚こうなのでサイドストーリー挟はさみつつのらりくらりやっていきます。ジャック・ザ・モンスター倫敦ロンドン編とか平安時代化け生しよう物語編とか近未来編とか七なな天てん大たい聖せい編とかディストピア編とか数巻で終わりそうなあれこれも正直やってみたい。

　さてさて、そんな問題児シリーズですが此処でここで読者の皆様に重要なお知らせが。

　読者の皆様もきっと気になっているはずの第二部ですが着々と進行してます。ご安心ください。今回は待たせません。具体的な発売日は本の帯に書いてあると思います。

　そして重大発表！　第二部の情報は此方こちらになります！
















　問題児シリーズ第二部始動。

〝ラストエンブリオ〟編、開幕です。

　タイトルと表紙のデザインが少し変わりますけれども、実は中身は変わらない詐さ欺ぎです。ご安心ください。何時いつもの問題児シリーズです。結構一大決心のつもりだったんですが、スニーカー文庫では稀まれによくあると聞いて肩かたすかしくらってます。




　そして今巻を読んだ方なら既すでに気づいていると思いますが、第二部から新しいイラストレーターとして、ももこ先生が参戦されます！

　天あま之の有ゆう先生、四年間お疲つかれ様さまでした！

　可愛いウサギ娘むすめが描かける方ということでお願いしたのにこんな大おお風ぶ呂ろ敷しきを何枚も広げたような世界観に巻き込まれてくれて本当にありがとうございます！

　お互たがいに色々と落ち着いたら昔の編集さんも含めて一いつ緒しよに飲みに行こうぜっ。




　そしてももこ先生、これからよろしくお願いします。第二部からはもっと風呂敷が大きくなって大変だとは思いますが御おつき合いいただけたら嬉うれしいです。




　読者の皆様も、これからの問題児シリーズをよろしくお願いします。


竜たつノの湖こ太た郎ろう　　



























カバー・口絵イラスト／天之有

本文イラスト／ももこ

カバー・口絵・本文デザイン／百足屋ユウコ（ムシカゴグラフィクス）










問もん題だい児じたちが異い世せ界かいから来くるそうですよ？




軍神の進路相談です！








竜たつノの湖こ太た郎ろう
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